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平成24年９月６日（木曜日） 

 

○出席議員（16名） 

    議 長  夷  藤     満 君     ８ 番  北  川  悦  子 君 

    １ 番  太  田  臣  宣 君     ９ 番  能  村  憲  治 君 

    ２ 番  中  島  利  美 君     10 番  清  水  文  雄 君 

    ３ 番  酒  本  昌  博 君     11 番  水  口  裕  子 君 

    ４ 番  生  田  勇  人 君     12 番  渡  辺     旺 君 

    ５ 番  川  口  正  己 君     13 番  八  田  外 茂 男 君 

    ６ 番  藤  井  良  信 君     14 番  中  川     達 君 

    ７ 番  恩  道  正  博 君     15 番  南     守  雄 君 
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都市整備部長 長  丸  一  平 君 

教育委員会教育次長 長  丸  信  也 君 

消 防 長 津  幡     博 君 
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担 当 部 長 

北     雅  夫 君 

都市整備部担当部長 
兼企業立地推進室長 

山  田  吉  弘 君 
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兼会計課長 
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総 務 課 長       

島  田  睦  郎 君 
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田  中     徹 君 
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町民福祉部 
介護福祉課長 
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都市整備部 
産業振興課長 
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都市整備部都市建設課長 
兼北部開発対策室長 
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○職務のため出席した事務局職員

事 務 局 長       向     貴 代 治 君 

  

事務局書記 田  中  義  勝 君 

 

○議事日程（第２号） 

  平成24年９月６日  午前10時開議 

 日程第１ 

  議案一括上程（議案第51号から議案第61号まで及び認定第１号から認定第７号まで） 

 日程第２ 

  議会議案第12号 内灘町決算特別委員会の設置について 

 日程第３ 

  選任第１号 内灘町決算特別委員会委員の選任について 

 日程第４ 

  町政一般質問 

   ８番 北 川 悦 子 

   ３番 酒 本 昌 博 

   ６番 藤 井 良 信 

   11番 水 口 裕 子 

   12番 渡 辺   旺 

   ４番 生 田 勇 人 

   10番 清 水 文 雄 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆様、おはようござい

ます。 

 傍聴席の皆様におかれましては、足元の悪

い中、早朝より本会議場にお越しを賜り、ま

ことにご苦労さまでございます。 

 ９月に入りましてまだまだ暑い日が続くと

予報されております。ここ二、三日結構涼し

くなりましたが、この後また天気が回復する

ということでございますので、十分議員各位

におかれましては、体調管理に留意され審議

に精励されますようお願い申し上げます。 

 皆様におかれましては、本日の会議を取材

したいと報道各社から依頼があり、取材、撮

影を許可しましたのでお知らせいたします。 

 なお、取材、撮影に当たっては、静粛にし

ていただき、他の傍聴者に迷惑がかからない

ようお願い申し上げます。 

 本日は、町政に対する一般質問を行います。 

 本会議場では、携帯電話の電源は必ずお切

りください。また、傍聴の皆様には、議員が

質問している際は静粛にしていただき、立ち

歩いたり退場しないようお願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員は、16名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席をしている者は、４日の会議に配付の

説明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 
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    ○議案一括上程 

○議長【夷藤満君】 日程第１、議案第51号

平成24年度内灘町一般会計補正予算（第２号）

から議案第61号平成23年度内灘町水道事業会

計未処分利益剰余金の処分についてまで及び

認定第１号平成23年度内灘町一般会計歳入歳

出決算認定についてから認定第７号平成23年

度内灘町水道事業会計決算認定についてまで

の18議案を一括して議題といたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○質疑の省略 

○議長【夷藤満君】 各議案に対する提案理

由の説明は、既に聴取しております。 

 なお、提出議案に対する質疑については、

昨日までに提出議案に対する質疑の通告があ

りませんでしたので、質疑なしとして質疑を

省略いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○議案等の委員会付託 

○議長【夷藤満君】 お諮りいたします。た

だいま議題となっております議案第51号平成

24年度内灘町一般会計補正予算（第２号）か

ら議案第60号財産の取得について〔消防ポン

プ自動車１台〕までの10議案は、お手元に配

付いたしてあります議案付託表のとおり所管

の各常任委員会に付託したいと思います。こ

れにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、各議案は議案付託表のとおり所管の

各常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

 次に、今期定例会までに受理しました請願

第14号国の教育予算拡充を求める請願書につ

いては、お手元に配付の請願・陳情文書表の

とおり、所管の文教福祉常任委員会に付託い

たしますので審査願います。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○決算特別委員会の設置 

○議長【夷藤満君】 日程第２、議会議案第

12号内灘町決算特別委員会の設置についてを

議題といたします。 

 お諮りいたします。議案第61号平成23年度

内灘町水道事業会計未処分利益剰余金の処分

について及び認定第１号平成23年度内灘町一

般会計歳入歳出決算認定についてから認定第

７号平成23年度内灘町水道事業会計決算認定

についてまでの８件については、お手元に配

付の案のとおり７人の委員をもって構成する

内灘町決算特別委員会を設置して、これに付

託の上、今定例会中に審査することにいたし

たいと思います。これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、議案第61号及び認定第１号から認定

第７号までの８件は、７人の委員をもって構

成する内灘町決算特別委員会を設置し、これ

に付託の上、審査することに決定いたしまし

た。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○決算特別委員会委員の選任 

○議長【夷藤満君】 日程第３、選任第１号

内灘町決算特別委員会委員の選任を行います。 

 お諮りいたします。ただいま設置されまし

た内灘町決算特別委員会の委員の選任につい

ては、委員会条例第７条第１項の規定により、

お手元に配付いたしました名簿のとおり指名

したいと思います。これにご異議ありません

か。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、内灘町決算特別委員会の委員は、お

手元に配付の名簿のとおり選任することに決

定いたしました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第４、これより町

政に対する一般質問を行います。 

 今定例会の一般質問は、一問一答による質

問形式と全問一括での質問形式のどちらでも
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よいこととしてありますので、質問に入る前

にどちらの質問方式で行うかを表明してから

質問してください。 

 質問は中央の質問席で行い、質問時間は再

質問も含め一人30分以内とします。５分前に

呼び鈴で合図をいたしますので、ご容赦願い

ます。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 ８番、北川悦子議員。 

   〔８番 北川悦子君 登壇〕 

○８番【北川悦子君】 皆さん、おはようご

ざいます。 

 傍聴席の皆様方には、早朝よりありがとう

ございます。 

 議席番号８番、日本共産党、北川悦子です。 

 一問一答方式で行います。 

 まず最初に、消費税増税法案が成立しまし

た。「増税されたら暮らしは成り立たなくな

る」「商売が立ち行かない」、切実な国民の

声に耳を傾けないで民主・自民・公明が消費

税増税法案を強行しました。 

 成立後の共同通信８月11、12日の調査でも、

増税法案成立後も反対というパーセントは

56.2％、過半数を超えています。また、毎日

８月13日付では、消費税増税は暮らしに影響

するかでは「大いに影響する」「ある程度影

響する」が92％となっています。この調査か

らも国民の大多数が望んでいない、今後の暮

らしに不安を感じていることがわかります。 

 日本共産党は、能力に応じた負担の原則に

立って税財政を改革する、国民の懐を温めて

経済を立て直す、この２つの柱の改革を同時

に進め、消費税に頼らなくても社会保障を充

実し、財政危機打開の道を開くことを提言し

ています。2014年４月実施まであきらめない、

このことが大切ではないでしょうか。 

 尐し涼しくなってまいりましたが、まだま

だ暑い日が続いています。 

 質問に入らさせていただきます。 

 まずは寒いということで、除雪に関する質

問から入りたいと思います。 

 ことしの冬、小学校の近くの方から「学校

の周りの歩道に除雪された雪が積まれ、危な

い」と連絡を受けました。鶴ケ丘小学校、清

湖小学校、向粟崎小学校、大根布小学校等、

学校の周辺を確認してまいりました。除雪し

た雪が積まれた量の差はありましたが、どこ

も通学路の歩道であることを意識されていな

い除雪でした。 

 昨年の12月議会で能村議員より、空き地、

公園等に除雪した雪を置けないかという質問

と、あわせて歩道の除雪について質問があり

ました。排雪も考慮した除雪でないと、歩道、

交差点には除雪した雪の山となりいつまでも

消えず、通学時の子供たちにとり大変危険で

あり、また車も左右の確認がしにくく大変危

険な状態になっています。 

 こうしたことを認識されているんでしょう

か。お尋ねいたします。 

○議長【夷藤満君】 井上慎一都市建設課長。 

〔都市建設課長兼北部開発対策室長 井上慎一君 登壇〕 

○都市建設課長【井上慎一君】 議員のご質

問に対してお答えいたします。 

 歩道除雪につきましては、道路除雪と同時

に作業を行っております。 

 道路除雪において、作業時の気象状況によ

り短時間での急激な降雪などで、やむを得ず

雪の置き場として一部歩道に置く場合がござ

います。業者には可能な限り歩道には置かな

いよう指導しておりますが、作業時の条件に

より困難な場合もありますので、ご理解願い

たいと思います。 

 また、児童生徒の登下校時間帯までに完了

するよう作業を行っておりますが、降雪状況

により間に合わない場合は、翌日にわたりま

して時間がかかっても完了させるように努め

ております。 

 歩道において、一時的に雪が山積みとなり

歩道を確保できない箇所については、状況に

より時間がかかることもございますけれども、
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山積みとなった山を取り崩したり排雪等で対

応していきたいと思います。 

 町では今年度、除雪体制の強化・充実を図

るため、国の補助事業を活用し新たに除雪機

械を２台を購入しております。しかしながら、

除雪作業は町だけの力には限界があり、町会

及び住民の方々のご理解、ご協力がなくては

成り立つものではございません。 

 今年度も、町会及び住民の方々と連携を図

りながら除雪作業を実施してまいりたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 一夜にして降った場

合には歩道に積み上げるようなことがあると

いうようなお話でありましたけれども、特に

学校周辺の歩道は通学路であると再認識して

いただいて、除雪した雪の捨て場にしないよ

うに今年度は厳重に注意をしていただきたい

ということを、これから対策等が組まれてい

くかと思いますが、そういう中で強調してい

ただきたいと思います。 

 今までも通学路は注意するということでし

たが、昨年等を見てみますと結構行政のほう

に言ってからも何日もあったりもしましたし、

そういう点を、特に子供の危険ということを、

安全ということを第一に置いて考えていただ

きたいと思いますが、よろしくお願いいたし

ます。 

 次の質問に移ります。 

 ことし４月より介護保険法改正によって、

生活援助が今まで30分以上60分までだったも

のが20分以上45分と短縮されました。また、

60分以上が45分以上という生活援助が短縮さ

れてきたわけです。 

 このことによって、買い物と調理までして

もらえたものが、調理は自分ですることにな

ったり洗濯は途中で時間切れになり、「自分

で干さなければならない」「とても大変だ」

「つらい」という声があり、厚生労働省は従

前時間は可能との通知を出したと聞いており

ますが、町の現状はどのようになっているで

しょうか。お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長谷川徹介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 北川議員の

生活援助等に見る利用者の現状についてのご

質問にお答えいたします。 

 議員ご承知のとおり、本年４月に介護報酬

が改定されたことにより、ヘルパーが訪問し

て行う買い物や掃除など生活援助に係る時間

区分が、20分以上45分未満と45分以上の２つ

の区分に見直しされました。今回の見直しに

つきましては、利用者のニーズに応じた必要

な量のサービスを提供することを趣旨として

おり、生活援助に必要なサービス量の上限を

設けたものではないというふうに認識してお

ります。 

 また、国におかれましても、これまで提供

されてきたサービスを利用者の意向等を踏ま

えずに新たな時間区分に適合させることを強

いるものではなく、必要なサービスについて

は従来どおり適切に提供すべきであるという

旨の見解を示しているところでございます。 

 内灘町におきましては、現在、時間区分の

見直しに対する利用者からの苦情や相談等は

寄せられておりませんが、今回の見直しに関

し、一部に全てのサービスを45分未満で提供

しなければならないかのような誤解をされて

いる面もありますので、今後、研修会等を通

じて関係事業者に改定の趣旨等を周知してい

くとともに、引き続き必要なサービスが適切

に確保できるよう努めてまいりたいと思いま

す。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 苦情もないというこ

とですが、あくまで利用者個々の状況に応じ

た支援に努力していただきたいということと、

今もありましたように、全ての関係の方々に

勘違いのないように、利用者に応じて支援が
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きちっとできるように努力をしていただきた

いと思います。 

 続いて、障害者控除認定についてお尋ねし

たいと思います。 

 以前質問したところ、町は、対象となる方

に申請書を送付していると答弁されています。

障害者控除認定書があれば、所得税、住民税

の控除が受けられます。 

 お隣のかほく市では、障害者控除認定を受

けることができる者は、市内に住所を有する

満65歳以上であり、かつ介護保険法第27条の

規定による要介護認定を受けている者及び同

法第32条の規定による要支援認定を受けてい

る者とする。対象者については、要介護認定

申請書、要介護更新認定申請書または要介護

認定区分変更申請書の提出により認定申請が

あったものとみなすとして、申請書を出さな

くても障害者控除認定書を送付しています。 

 「申請書を送付されても記入することが大

変だ」「わからない」「困った」という声を

よくお聞きします。申請書を送付する手間を

省いて障害者控除認定書を送付できないでし

ょうか。お尋ねします。 

○議長【夷藤満君】 長谷川徹介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 障害者控除

認定についてのご質問にお答えいたします。 

 高齢者に対する障害者控除につきましては、

ご承知のとおり、平成18年度の税制改正によ

り老年者控除の廃止や65歳以上の方の非課税

措置の廃止に伴い新たに創設された制度でご

ざいます。 

 内灘町におきましては、平成18年分の申告

から高齢者の障害者控除を適用し、障害者手

帳を有していない場合でも、要介護認定時に

おける身体等の状況が障害者手帳を有してい

る方と同程度であると認められる場合に、申

請に基づき障害者控除対象者認定書を交付し

ております。 

 認定書に関する周知方法につきましては、

過去２年間において認定書の交付実績のある

方、及び当該年度において住民税が課税され

ている方を対象に申請書を個別に送付してい

るほか、町広報やホームページにおいて周知

しているところでございます。 

 ご質問の、かほく市のように要介護認定を

受けている方全員に認定書を送付できないか

という点につきましては、仮に全員に認定書

を送付いたしますと、実際に申告の必要でな

い非課税の方が税の控除や還付が受けられる

のではないかといった誤解や混乱を招くこと

も懸念されるわけでございます。 

 したがいまして、認定書の交付につきまし

ては、必要と思われる方には個別に案内する

など、従来どおりの方式で対応してまいりた

いと思います。 

 また、申請書の送付にかえて認定書をかほ

く市のように送付できないかというご質問で

ございますが、仮に申請書の送付にかえまし

て、交付実績のある方など特定の方に限定し

て認定書を送付いたしますと、交付実績のあ

る方には申請書は不要となりますが、新たに

要介護認定を受けた方には申請が必要となり

ますので、認定書の交付に関しまして不公平

感が生じることも懸念されますので、あくま

で本人申請を基本として従来どおり対応して

まいりたいと思いますので、ご理解いただき

たいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 控除可能な方に今ま

で申請書をお送りしているというふうに聞い

ておりますので、そういう方には申請書を送

らなくても認定書を送るということは可能じ

ゃないかと思います。 

 不公平感が生じるということですが、介護

認定のときにそれを申請書とみなして、認定

書を送るということはできないでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長谷川介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 再質問にお



 －15－ 

答えいたします。 

 要介護認定時にあわせて認定書を送付でき

ないかということでございますが、障害者控

除の認定基準は、12月31日現在にそのときの

身体の状況に応じて認定書を交付いたします

ので、要介護認定の場合にはそれぞれの個人

に応じてその有効期間というのがまちまちで

ございます。 

 半年の方もいれば２年間の有効期間を持っ

ている方がおいでますので、申請とあわせて

12月31日現在２年間の方を状態が同じという

判断はなかなか難しい面もございますので、

12月31日現在で状態を判定して申請書をお送

りする従来の方式でしばらく対応したいと思

いますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 障害者控除認定の可

能な方に対して12月31日時点でということで

すが、申請書を送るということはほとんどが

認定可能な方という意味もありますので、そ

ういう方に認定書を送っても別に問題は生じ

ないというふうに思いますので、再度検討し

ていただけないかと思います。 

○議長【夷藤満君】 長谷川介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 現状では、

これまで本人申請を基本としてこの制度を実

施しておりますので、当面は現状の対応で実

施してまいりたいと思いますのでご理解いた

だきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 そうしますと、現在

は認定されている方は何名ぐらいになってい

るんでしょうか。また、介護認定等を受けて

いらっしゃる方が何人ぐらいという人数はわ

かりますでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長谷川介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 平成23年度

末で要介護認定を受けている方は749名でご

ざいます。それで障害者控除の認定につきま

しては、昨年度115名の方にご案内をいたしま

した。そのうち、認定書を交付された方は95

名でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 749名中115名に送ら

れたということでありますが、そのうち95名

が認定されたと。申請書を送らなくても申請

された方という方はいらっしゃいますか。 

○議長【夷藤満君】 長谷川介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 ご質問の申

請書を送付しなくて認定書を交付された方に

つきましては、ここにちょっと持ち合わせの

数字を持っておりませんのでお答えしかねま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 お隣のかほく市等の

状態を見ましても、申請書のみのときは人数

的にすごい尐ない数だったんですが、認定書

を送ったことによって障害者控除ということ

でされた方が結構いらっしゃるということで、

申請するということがなかなかわかりづらい。

障害者控除ができるということを知らない方

も結構いらっしゃると思うんですね。今も、

不公平という意味から言えば申請書を送られ

てくる方と送られない方もいらっしゃるとい

うようなことで、それであるならば認定書を

送っても不公平という意味では同じじゃない

かというふうに思います。 

 より多くの人たちが所得税控除と住民税控

除が受けられるように、対象の方が受けられ

るようにということを考えて周知または申請

書を送付するという、このシステムをもう一

度検討されて認定書を送付するということで

もっとスムーズにすることはできないかとい

うところを考えていただきたいと思うんです

が、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 答弁、誰ですか。 
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 長谷川介護福祉課長。 

   〔介護福祉課長 長谷川徹君 登壇〕 

○介護福祉課長【長谷川徹君】 ただいまご

指摘の点も踏まえまして、今後調査検討して

まいりたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひ検討して研究し

ていただきたいと思います。 

 次に、町立保育所についてお尋ねします。 

 町の広報に保育士募集を目にしました。今

年度末までの短期間採用ということで、以前

から保育士が足りない、大変だという声を昨

年に引き続いて耳にしていましたので、保育

状況がよくなったのか、保育士募集の現状を

お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川悦子議

員ご質問の町立保育所の現状と今後はについ

てお答えいたします。 

 議員ご指摘のとおり、パート保育士の募集

につきましては、町立保育所において未満児

の入所児童の増が見込まれることから、８月

に１名、９月に１名採用したものでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 未満児増が見込まれ

るということで２名の方を増員したというこ

とですが、今年度末までに未満児として申し

込みは何名ぐらいあるのでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 今ほどの質

問でございますが、今年度までの見込みとい

うのは尐し立たないんですけれども、現在で

は町立保育所でゼロ歳児が９名、１歳児が36

名、２歳児が43名おいでます。 

 それでパートのこの保育士につきましては、

以前もご説明いたしましたと思いますが、気

になるお子様や３歳未満児の保育補助をして

よりよい保育を行いたいと、そういう趣旨か

ら採用しておるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ３歳未満児と、また

気になる方のというお話でしたが、１歳にな

ったお子さんが途中から入ってくるという、

産休明けとか休職明け等で入ってくるという

ことで増員されたわけではないんですか。 

○議長【夷藤満君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川議員の

質問に対してお答えいたします。 

 北川議員おっしゃるとおり、最近では育児

休業を１歳児まで皆さんとる方がかなりふえ

ております。そういう傾向から、１歳児から

保育所に入園させるという傾向となっており

ます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 以前お聞きしたとこ

ろによると、７名ほど来年、今年度末までに

途中で入ってこられる方がいらっしゃるよう

な、そのために２名の増員をするというふう

に伺っているんですが、その辺のところはど

うなっているんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 議員ご指摘

の７名の方、私ども今見込んでいる数字が約

７名ということになっております。それで今、

２名パートの保育士を採用したわけなんです

けれども、その方たちには鶴ケ丘東保育所の

ほうで今現在採用しております。 

 今、ご存じのとおり、保育所の民営化で鶴

ケ丘保育所につきましては旧の乳児保育園で

実施しております。それで、その部分の１歳

児とか未満児につきましては東保育所で保育
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実施をしております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 鶴ケ丘東保育所のほ

で見込まれるということで２名増員したとい

うことでよろしいんでしょうか。 

 ２名の方がもう採用されたということで、

昨年のようにいつまでたっても採用がなかっ

たということから考えますとよかったなと思

っているんですが、ほかの私立の保育園等が

ありますけれども、ゼロ歳からやっています

が、そういうところでは満杯で引き受けられ

なかったというふうに解釈してよろしいんで

しょうか。 

○議長【夷藤満君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川議員の

ご質問にお答えいたします。 

 議員おっしゃるとおり、町立保育所の現状

につきましては、向粟崎につきましては、ゼ

ロ歳児、１歳児のほうはもう満杯状態にあり

ます。北部保育所につきましては、今年度よ

り１歳児から受け入れをしております。それ

で鶴ケ丘と鶴ケ丘東保育所、ですから先ほど

言いました鶴ケ丘につきましては旧の鶴が丘

乳児保育園を利用しておりますので、より東

保育所のほうが１歳児保育の充実したものが

できるではないかなということでしたもので

ございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 他の園では引き受け

ていただけなくてというふうに、保育に責任

を持つのが町立保育所ですから全ての子供さ

んのということで解釈してよろしいでしょう

か。 

 そうしますと、１歳になってすぐ入ってこ

られた方、通常ですと、４月から入っている

とゼロ歳からということになりまして、保育

士の数、法的な数にしましても１対３ぐらい

になりますかね。１歳児になると１対６ぐら

いになるかと思いますが、１歳になって入っ

てくるのでということで勘定しますとちょっ

と、保育士７名ということですのでその辺で

いくと数的には尐し足りないかなというふう

には思いますけれども。 

 金沢等を見ますと、１歳児の場合１対５ぐ

らいでやっているというふうに伺っています

ので、もう尐し充実した、きちっとした保育

ができるようにするために内灘町も保育士の

人数を法的より以上に、１対３、１対５、１

対６とかというところを来年度からは民営化

されるということで、残るところは向粟崎と

北部ということになりますので、そこでやは

り町立の保育所としてきちっと責任を持って

すばらしい保育をしていただきたいと願うの

で、そこら辺のところで保育士をふやしてい

ただきたいというふうに思っております。 

 次の質問にも関連してきますので、鶴ケ丘

保育所、鶴ケ丘東保育所が来年度から民営化

されて新たに（仮称）鶴ケ丘保育園としてス

タートするということで、以前にも一度お聞

きしましたけれども、どんどん間近な問題に

なってきまして、今働いている嘱託職員の方

やパートの方たちが今後の雇用をどういうふ

うにしていったらいいかというところで悩ん

でいらっしゃるかと思いますので再度お尋ね

させていただきたいと思いますが、今、町と

しては、嘱託職員、パートの方たちの雇用を

どのように考えていらっしゃいますか。 

○議長【夷藤満君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川悦子議

員ご提案の町立保育所の保育サービスを拡大

し、現在の嘱託、パート保育士の雇用を守れ

ということでございますが、議員ご承知のと

おり、町立保育所につきましては、来年４月

より向粟崎保育所と北部保育所の２カ所とな

るものでございます。 

 このような中、町立向粟崎保育所では現在、
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休日保育や障害児保育、看護師を配置しての

未満児保育など、高い水準の保育サービスを

提供しております。また、町立北部保育所で

は、今年度から入所児童年齢を２歳児から１

歳児に拡大し保育サービスの充実を図ってお

りますが、休日保育やゼロ歳児保育などの保

育サービスにつきましては現在需要が見込め

ない状況でございます。したがいまして、町

立保育所の保育サービスの拡大による嘱託・

パート保育士の雇用につきましては現段階で

は考えておりません。 

 なお、嘱託・パート保育士の今後の雇用に

つきましては、（仮称）鶴ケ丘保育園が開園

することに伴い、運営法人では職員の募集を

考えているとのことですので、嘱託・パート

保育士に対しできる限りの情報をいち早く提

供してまいりたいと考えておりますので、ご

理解よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 今の答弁からいきま

すと、嘱託職員、パート職員の町立での雇用

はないというふうに解釈してよろしいんでし

ょうか。 

○議長【夷藤満君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川議員の

ご質問にお答えいたします。 

 町立保育所の嘱託職員、パート職員の雇用

がないと、そういう意味ではなくて、２つの

町立保育所が残りますので、現在の入所児童

数のベースで言いますと、来年度、嘱託保育

士が２名減となる予定でございます。それと

パート保育士が14名減となる予定でございま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 そうしましたら、ト

ータルで嘱託職員が２名、それからパート職

員が14名。これは調理師の方も含めてという

ふうに把握してよろしいでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 お答えいた

します。 

 調理師のパート職員、ちょっと言い忘れま

したけれども、５名減となる予定でございま

す。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 10月から始まる入所

希望者数によって増減はあるかと思いますが、

およそ20名近くの方たちが町立では雇用を失

うということになります。 

 昨年度も随分大変でした。年休等を消化す

るとかいう問題で、本当に今残された保育士

の間ですごい大変で年休を消化して新たな職

を見つけるというようなことが行われました。 

 昨年の経験があるわけですから、今年度は

「今でも保育士が足りない」「年休がとりに

くい」というような声を聞きますので、そう

いう点からも、パートの方をふやす等して年

休のとりやすい状態にして雇用確保してもら

えるように援助をしていくべきだと思います

が、その辺についてはどうお考えでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 今ほど年休

のお話がございましたが、尐し年休の状況に

ついてお話ししたいと思います。 

 今現在、町立の保育所では、正規の保育士

の平均の年休が9.9日、パート職員の平均が

9.5日と正規とパートと変わらない状況でご

ざいます。ですから、私どもとしたら決して

とりにくい状況ではないと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 年休は20日間あたっ

ていて9.9ということは、大体半分ぐらいしか

取得されていないという見方もできるかと思
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います。 

 嘱託職員はどれぐらいかというのは今なか

ったんですが、いずれにしましても、先ほど

も申しましたように北部保育所には需要がな

いということですが、きちっとゼロ歳児保育

ができるような状態にする、休日保育もでき

るような状態にすれば、一番近くの保育所地

域の中で育てたいというお母さん方も多いと

思いますので、そういうところにサービスが

あればこれからもふえていく可能性もあると

思いますので、そういうようなことで雇用を

ふやす、また１対３のところを１対４にする

とかもう尐し余裕のある、小さい子供さんを

一人一人よく見られるように余裕のある保育

に向かって頑張っていただきたいなと思いま

すが、再度お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川悦子議

員のご質問にお答えいたします。 

 内灘町の保育士数につきましては、基準で

あります保育基準法を全て満たしております。

それで常勤の保育士が中心となって保育を実

施している状況でございます。そして先ほど

申し上げましたが、パート保育士につきまし

ては、気になるお子様とか３歳未満児の保育

補助として行っておりますので、かなり加配

はしていると私は考えております。 

 今後、特別保育をした場合には、またその

辺を考えていきたいなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 じゃ、最後に一言だ

け追加させていただきますが、向粟崎保育所

にはゼロ歳児がいるということで看護師もい

らっしゃると。そうしますと病後児保育もで

きると。 

 ただ、向粟崎の場合、今、年齢別の保育を

しようと思ってもお部屋の数がないと、足り

ないというような状況を聞いております。そ

ういう意味からも、10月を過ぎますと入所の

児童数が決まってくるかと思いますので、そ

ういうことも考えて今後ますますサービスの

拡大をしていっていただきたいなと思います。

民間にできて町立ではできないというサービ

スはないかと思いますので、その辺はぜひ考

慮していっていただきたいと再度お願いした

いと思います。 

 次に、共同墓地についてお尋ねいたします。 

 ３月定例会でもお尋ねしました。今年度、

霊園造成実施設計がされ、25年度には約140

区画拡張実施の予定となっていると。この機

会に共同墓地をと質問し、調査研究をすると

いうことでした。 

 その後、調査研究をされ進展したのでしょ

うか。お尋ねしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 北川議員の

共同墓地の進展についてお答えいたします。 

 超高齢者社会から来ます単身世帯の増加、

また人と人のつながりの希薄な無縁社会、そ

の他さまざまな社会情勢から多くの町民が今

後の生活に不安を募らせる中、お墓のあり方

についても時代のニーズに即した対応が必要

となってきている状況であります。 

 今ほど北川議員おっしゃいました、町では

現在、墓地の区画数が残りわずかとなったこ

とから、本年度、内灘町霊園第10期造成工事

の実施設計を行うこととしております。25年

度に造成工事を行い、完成させることとして

おります。 

 今回、その委託業務の中には、造成工事の

実施設計のほか、町の高齢化の状況、一人世

帯の状況、合葬式墓地の事例収集などもあわ

せて行うこととしております。 

 実際決定していく上には、公営でやるのか、

民営でやるのか、管理者として納骨の方法が

どうなのか、管理費用等ハード面、ソフト面

でまだまだ多くの検討事項があります。議会
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に検討事項をお示しながら合葬式墓地のあり

方について、今後とも引き続き調査研究を行

ってまいりたいと思いますので、いましばら

くお待ちいただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 部長も今言われまし

たように、私も若い方々には、わからない大

きな不安があるんじゃないかと思います。 

 今、樹木葬が人気になっているようですが、

終わりを確認できることは今を安心して生き

ることにもつながっていくかと思います。ぜ

ひ実施設計の中に位置づけていただいて、い

ろんな面で高齢者ひとり暮らしの方々の調査、

また、実際に共同墓地ということでスタート

させようというときには管理費の問題とか納

骨をどうするのかとか、いろいろハード、ソ

フトで問題があるかと思いますが、この設計

する段階においてぜひ共同墓地というものを

設計に入れて実施していただきたいというふ

うに願っておりますが、よろしくお願いした

いと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今ほどの再

質問にお答えします。 

 町としては、区画数が残りわずかとなった

ことから、まず今年度は区画数の実施設計を

完成させたいと思います。 

 共同墓地の研究につきましては今年度の中

に調査は織り込んでおりますけれども、単年

でできるものではないと思っていますので、

今年度以降、また議会とともども議論しなが

らつくり上げたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ぜひ今後研究してい

ただいて、町民の皆さんが安心して最後も終

われるように研究していただきたいと願って

おります。 

 次に、住宅リフォーム助成制度について再

度お尋ねします。 

 今現在、全国で533自治体、３県の自治体が

実施をいたしております。 

 ことし４月からは、津幡町のほうで住宅リ

フォーム助成制度を実施しております。津幡

町に伺いまして詳細をお聞きしてまいりまし

た。新聞にも掲載されていましたので、皆さ

んもうご存じかと思います。 

 津幡町では、地域経済の活性化と町民の居

住環境の向上を図るため、町民が町内の施工

業者を利用して個人住宅のリフォームを行う

場合に、費用50万円以上に対して工事費の

20％、最大20万円を助成するというものです。

また、町の他の補助制度と併用可能というふ

うになっておりますので、４月には57件、５

月には58件、６月には47件、８月31日現在で

は242件にも上り、全体の工事費は３億7,050

万円、町の助成予定額は4,468万円というふう

に伺っております。 

 ８月23日現在の申請件数に対する工事費割

合は、100万円以上200万円未満が49％の116

件となっています。続いて、50万円以上100

万円未満が30％となっています。また、８月

23日現在、63の業者で法人が34.54％、個人が

29.46％となっています。皆さんが元請となる

わけですから経済効果が大きいと思います。

津幡町ではとても評判がよくて、財政上大変

だということで、一応今年度は９月末で締め

切るというふうにおっしゃっていました。 

 また来年度から始めるということですが、

この経済効果が大きいというところで、私は

ぜひ内灘町にも活性化するために住宅リフォ

ーム助成制度を創設していただきたいという

ふうに思うんですが、この辺のところの経済

効果というところは認識していらっしゃいま

すでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川議員の住宅リ

フォーム助成制度の創設についてお答えをし
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たいと思います。 

 既に議員からは、平成23年第２回の定例会、

そして平成24年の第２回の定例会ということ

でありまして、質問をいただいているところ

でございます。そのときにもお答えしました

ように、住宅リフォーム助成制度につきまし

ては、現在、町において各種の助成制度が、

住宅に対する助成制度があるため導入しては

いないわけであります。 

 しかしながら、昨今の大変厳しい経済状況

を見ますと、町にとりましては地域の活性化

は非常に重要な課題であると、このように認

識しております。 

 今ほども津幡のお話がございました。かな

り経済効果があるというお話もされておりま

したが町の持ち出しも大きいという、そんな

こともあって、その町に見合った形でどんな

ふうにしてやれるかということで、現在、内

灘町の商工業の振興や活性化に向けて商工会

と検討をしている最中でありますが、できる

だけ前向きに実施に向けてその検討をしてい

きたいと、このように思っているところでご

ざいます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 聞くところによりま

すと、社会資本の一部、使うということもで

きるというようないろんな縛りがあるようで

すけれども、そういうような話も聞いており

ます。 

 津幡町はその一部を使ってということでス

タートをさせたようにも伺っておりますが、

いろんな研究をしていただいて、実施してい

る各自治体を見ますと、皆さん経済効果があ

って町が元気になったというところばかりで

すので、前向きに商工会の方たちとも検討を

一歩進めていただいて、ぜひ実施できるよう

にしていただきたいと思いますので、再度よ

ろしくお願いします。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北川議員の質問に

お答えしますが、今ほども申し上げましたよ

うに前向きに実施に向けて検討していこうと

いうことでありますが、その方法が単純に津

幡方式でみたいな形でなくて、内灘らしさと

いいますか、内灘町の現状に即して導入して

いこうみたいな思いでいますので、ぜひ検討

させていただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 内灘町の業種等もあ

るかと思いますのでそこら辺のところをよく

調査していただいて、本当に今沈んでいる町

の中で元気になるように、ぜひ前向きに検討

していっていただきたいと思います。 

 最後に、かわいい子供たちの命を守る一つ

の手助けとなる、また子供たちが元気になる

手助けになる子供の医療費助成を、通院も中

学校卒業まで拡大してほしいという、６月議

会でも質問しましたが再度質問させていただ

きたいと思います。 

 ６月議会での質問では、県下の中で低位置

にあることを重く受けとめ、保護者の皆さん

の経済的負担を低減するという意味からも前

向きに検討するという答弁でした。 

 中学校卒業まで助成を検討しているのでし

ょうか。現状をお伺いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川悦子議

員ご質問の、子供の医療費を通院も中学校ま

で助成せよについてお答えいたします。 

 平成24年第２回定例議会の一般質問でもお

答えいたしましたが、町の乳児及び児童医療

費助成事業につきましては、平成23年度から

入院費の助成を小学校卒業までから中学校卒

業までに拡大をいたしました。 

 子育て支援ナンバーワンを目指している当

町といたしましては、子供健全育成と保護者

の経済的負担をさらに軽減するためにも、通

院費の助成拡大につきましては、町財政状況
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なども踏まえ、助成年齢の範囲など現在検討

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 ６月議会に伺ったと

ころによりますと、答弁で平成23年度では、

小学校卒業まで通院で480万円、中学校卒業ま

で840万円ということでした。病は早期発見、

早期治療が原則ですので、この原則からも通

院も中学校卒業までぜひ実施をしていただき

たいと思いますので、一歩進めて前向きに実

施に踏み込んでいただきたいなと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 川口町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 北川議員の

再質問にお答えいたします。 

 今現在、通院を小学校卒業までか中学校卒

業までか、この町の財政状況と見比べて検討

しているところでございます。小学校までで

したら480万円、中学校まででしたら840万円

という数値を持っておりますので、その数値

とまた財政状況を見て慎重に検討したいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 北川議員。 

○８番【北川悦子君】 入院のときもそうで

した。予算を50万円つけたらそれほどでもな

かったというようなこともありますので、医

療費が助成されるということになりますと、

子供たちは早期ということで通院の回数も減

ってくるかもしれませんので、その辺のとこ

ろはぜひ、小学校、中学校と頭を悩まさない

で即中学校卒業まで通院もということで前向

きに実施になるように願って、質問を終わら

させていただきます。 

○議長【夷藤満君】 ３番、酒本昌博議員。 

   〔３番 酒本昌博君 登壇〕 

○３番【酒本昌博君】 ３番、酒本昌博でご

ざいます。 

 本日、傍聴の皆様には大変ご苦労さまでご

ざいます。 

 平成24年第３回内灘町議会定例会におきま

して一般質問の機会を得ましたので、通告に

従い一問一答方式で質問させていただきます。

執行部におかれましては、明快なお答えをお

願いいたしたいと思います。 

 それでは１問目ですが、小中学校において

の安全対策、安全管理についてということで

通学路の安全・安心度の再調査。 

 登下校中の児童などの列に自動車が突っ込

み死傷者が発生する痛ましい事故が相次いで

おります。 

 「学校の通学路の安全確保について」、平

成24年５月１日付ですが、「各地域の学校、

警察、道路管理者等が連携・協働し、また、

各都道府県知事及び市町村長、教育委員会や

関係機関が協働して、通学路の安全点検や安

全確保を図ること」と文部科学省からの通達

が出されています。 

 通学路は生活道路の一部であり、そもそも

生活道路の安全性が高まらないと通学路の安

全性も高まらないと思います。通学路では車

やバイクだけが危険ではありません。平成19

年10月、加古川で小学２年生の女児が自宅前

で刺され死亡する事件が発生しました。この

ように子供が事故以外に犯罪に巻き込まれる

事件が相変わらず多発しています。 

 平成22年における刑法犯に係る子供（尐年。

20歳未満）の被害件数は約26万件、刑法犯被

害件数に占める子供の割合は約20％となって

います。平成16年は16.7％ですが、就学別の

犯罪被害者の人口10万人当たりの認知件数は、

その他尐年（未就学児童、小学生、中学生を

除く）2,910件、中学生では1,640件、小学生

では330件、未就学児童では７件となっていま

す。子供の被害件数を主な罰種別に見ると、

窃盗87.4％で最も多く、暴行２％、傷害２％、

強制わいせつ1.5％、恐喝１％となっています。 

 また、子供が被害者になる割合の高い罪種
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別に見ると、略取・誘拐80％、強制わいせつ

53.5％、公然わいせつ44％、強姦42％、恐喝

44％などが全刑法犯被害件数に占める子供の

割合が20.4％より高くなっています。 

 犯罪や事故に遭わないためにどのような危

険が多いのかを知り、未然に防ぐ対策、対応

が必要なのではないでしょうか。 

 そこで、現在、各小中学校の通学路の安全・

防犯対策はどのようになっているのかお答え

をお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 酒本議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 小中学校の通学路の安全・安心、そして防

犯対策はどうなのかという話でありました。 

 各小学校では、毎年学期初めに通学路の危

険箇所の安全点検や子ども110番の家の確認

を行っているところでございます。 

 特にことしは、今ほども議員からもおっし

ゃいました、５月に京都府亀岡市で集団登校

中の児童の列に軽自動車が突っ込むというと

ころで３人の児童が犠牲になり、７人の児童

が重軽傷を負ったわけでございます。そんな

痛ましい事故が起きておりまして、危険箇所

の安全点検につきましては、道路管理者、学

校安全ボランティアとも連携をしながら、再

度各学校で調査点検、洗い出しを行っている

ところでございます。 

 また、自転車に乗る際は必ずヘルメットを

かぶるよう指導も徹底しているところでござ

いますし、安全走行につきましても各学校で

指導を強化しているところでございます。 

 一方、不審者対策に対しましては、集団登

下校時はもちろんでありますが、放課後もで

きるだけ複数で行動するよう各学校で指導を

行っているところでございます。また、学期

初めや夏休み前、子ども110番の家の確認を徹

底させているところでございます。学校によ

りましては、ウオークラリーをしながらポイ

ントを設置し場所を覚えさせるなどの工夫を

行っているところもあります。さらに、学校

安全ボランティアの皆さんとは常日ごろから

連携を密にしながら、学校のスケジュール等

を事前にお知らせをして、登下校時はもとよ

り、放課後の見守りなども含めて安全対策に

協力をお願いしているところでございます。 

 子供たちには日ごろから、知らない人には

ついていかない、大声で助けを求める、すぐ

逃げる等、覚えやすい標語、例えば「いかの

おすし」という標語をつくっているわけであ

りますが、ついて「いか」ない、「の」は車

に乗らない、「お」は大声を出す、「す」は

すぐ逃げる、「し」は知らせる。こんなこと

をしっかりと覚えさせながら、繰り返し繰り

返し指導を行っているところでございます。 

 不審な情報はすぐ大人に知らせるなどの対

策をとっておりますが、今後もあらゆる機会

を通してより一層安全対策を強化してまいり

たいと、このように思っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 今ほど町長の答弁で

ウオークラリーとか「いかのおすし」という

ようないろいろな対策もお答えいただいたん

でございますが、再度お尋ねいたしますが、

子供の安全・安心のため、保護者や学校、地

域ボランティアがいろいろな対応をとってい

ますが、人為的でなく、登下校通知システム

などの情報技術の投入は考えていないのでし

ょうか。お答えをお願いします。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 酒本議員の今の質

問でございますが、先ほど申し上げましたと

おり、児童の安心・安全対策につきましては

学校でのさまざまな指導を行うとともに、学

校安全ボランティアや地域の皆様のご理解と

ご協力をお願いしているところでございます。 
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 議員ご提案の登下校通知システムにつきま

しては、学校の校門などに設置されたリーダ

ーが、児童がランドセルなどに取りつけたＩ

Ｃタグを読み取ることにより児童の登下校を

検知をし、児童の登下校情報を保護者や教員

にメールなどにより通知するシステムであり

ます。 

 酒本議員ご提案の趣旨を踏まえながら、児

童の安心・安全対策として、今後、登下校通

知システムなどの防犯情報通信機器につきま

しても可能なのかどうなのか調査研究をして

まいりたいと、このように思っているところ

でございます。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 きょうの新聞等でも、

何か子供がトランクに押し込められて連れ去

られるような未遂の事件がありましたので早

急にそういう通信システムの導入を、予算的

なものもあると思いますが、検討していただ

きたいと思いますのでよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、２点目の質問にかえさせていた

だきます。 

 小中学校間での問題行動のある児童、一般

に言う不良行為児童の情報交換は行っている

のかということで、子供が事故以外に犯罪に

巻き込まれる事件が多発している中で加害者

が未成年者であることもあります。 

 子供は次代を担う世代であり、その健全な

育成を図ることは内灘町の将来の発展にとっ

て不可欠でありますが、時に未成年による特

異凶悪事件が発生し、社会の耳目を集めるこ

とも相まって、国民の尐年非行の現状に対す

る不安と関心は強いものがあります。いじめ

問題で未成年者間の事件に敏感になっている

今日、事件を未然に防ぐ対策が不可欠ではな

いでしょうか。 

 そこで、内灘町において小中学校間での問

題行動のある児童の情報交換は行っているの

か、お答えをお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 酒本議員の問題

行動のある児童の情報交換についてのご質問

にお答えします。 

 町では、小学校、中学校のみならず、保育

所とも連携をし、教育における一体的な施策

を展開しているところでございます。いわゆ

る気になる児童や問題行動のある児童生徒に

つきましては、学校間での申し送りや情報の

共有を行い、注意深く見守りながら対応をし

ているところでございます。 

 なお、申し送りや情報共有につきましては、

小学校から中学校に進学したときだけではな

く、１年生から２年生、２年生から３年生へ

と進級するときもその都度申し送りを行って

おります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 情報等の申し送りが

きっちりしているというお話ではありました

が、今後とも、個人情報等いろんな問題もあ

ると思いますが、学校間での対応をしっかり

お願いしたいと思います。 

 それでは、３点目になるんですが、全国的

にいじめ問題が大きく報道され、教育委員会

の対応が注視されています。 

 内灘町では、いじめの対策はどのようにな

っているのかをお答えをお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 酒本議員のご質問

のいじめ問題に対する町教育委員会の対応や

今後の対策はどうなっているのかとのお尋ね

にお答えいたします。 

 私のお答えにつきましては、まず初めに、

いじめ問題に対する私ども町教育委員会の基

本的な認識について、つまり、いじめについ

ての基本姿勢についてお答えをし、次に本町

において今現在行っている、あるいはこれか
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ら充実を図ろうとしている、そういった具体

的な取り組みについてお答えをさせていただ

きます。 

 まず、いじめに対する基本姿勢についてで

ございますが、学校は児童生徒が長時間を過

ごす大切な学びの場でございます。そうした

学びの場において児童生徒の安全がいじめに

よって脅かされることは、断じて見過ごした

り放置してはならないと考えております。 

 学校を舞台としたいじめは児童生徒の心身

の健全な発達に重大な影響を及ぼし、不登校、

自殺、殺人などを引き起こす背景ともなる深

刻な問題でございます。したがいまして、児

童生徒の安全を守る義務を負う教職員や教育

行政の任にある者は、その義務を十全に果た

し、安全・安心な学校環境をつくる責務を負

っていると考えております。 

 学校がいじめから児童生徒を守るためにな

さねばならないことは、教師が児童生徒の状

況をきめ細かく観察し、その動静を把握し、

その上でそこにいじめの兆候がいささかでも

あれば、学校組織の総力を挙げてその全容を

解明し速やかに被害者の安全を確保する、そ

ういった措置を講じねばならないものでござ

います。 

 学校がいじめの兆候を察知したときに最優

先になすべきことは、学校の組織を挙げて被

害者を絶対に守り通す、そういう断固たる姿

勢を迅速かつ明確にとることであると考えて

います。そのためには、加害者への厳しい指

導はもちろん、場合によっては加害者児童生

徒の出席停止の措置や、悪質な場合には警察

への通報も含めてあらゆる措置を講ずる必要

があると考えております。 

 次に、本町において具体的に取り組んでい

ることについて、あるいはこれから強化しよ

うとしていることについてお答えします。 

 まず、町は、早期発見、早期対処を第一義

とし、町を挙げて対策に取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 早期発見の具体策といたしましては、毎月

１日を「心の日」と定め、町内全小中学校で

「友だちアンケート」を実施し、いじめを萌

芽の段階で見つけるよう努めること。これは

現在、教職員等々協議しながら作成中でござ

いまして、10月１日から実施の予定でござい

ます。 

 それから、いじめに関する保護者からの学

校関係者への電話連絡や相談には、平日のみ

ならず土日にも対応できるような体制の確立

も現在急いでいるところでございます。 

 ３つ目は、学校一丸となって全教職員がい

じめを見逃さない高いアンテナを張り、日ご

ろから問題意識を持って行動するということ

でございます。 

 次に、いじめ未然防止の具体策といたしま

しては、ＱＵ調査、これは児童生徒の満足度

調査でございますが、この調査を年２回実施

し児童生徒の心のあり方をきめ細かに把握す

ること、そのようなことも現在検討を進めて

いるところでございます。一部の学校では実

施をいたしております。 

 それから、経験豊かな講師を招いて研修会

を開催し、さまざまな事例や解決策を学ぶこ

と、また、国や県が主催する研修会にもでき

るだけ多くの教職員が参加し、いじめに対す

る見識を深めることを行いたいと考えており

ます。 

 それから、学級のまとまりや統制がとれて

いないといじめを生む温床になりやすい、そ

ういった部分がありますことから、教職員の

学級経営能力の向上を目指して教職員の資質

向上や経験の浅い教職員の指導力の強化を図

っていくことも行っていきたいと考えており

ます。 

 それから、豊かな心の育成ということが非

常に大切になるわけですけれども、こういう

ことにつきましては、国語教育や道徳教育を

充実させまして思いやりの心の涵養
かんよう

や相手の

立場に立った考えができる、そういった心豊
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かな児童生徒を育てることを充実させていき

たいと考えております。 

 それから、動物飼育の体験でございますけ

れども、これはいろんな学校でいろんな形で

既にやっているんですけれども、こういった

ものの充実によって、相手がしてほしいとい

うことは一体何だろうかとみずから考えるこ

とができる、そういった子供を育てることも

方策の一つとして充実を図りたいと考えてお

ります。 

 それから、情報教育といたしまして、イン

ターネットや情報手段の正しい使い方を指導

いたしまして、メールや裏サイトを利用した

悪質な書き込み、中傷、そういったことがい

かに人を傷つけるかということもしっかりと

教育することを充実させていきたいと考えて

おります。 

 こういったさまざまなことの充実策を、現

在、実施に向けて行っているところでござい

ますけれども、教育委員の皆さんからは、「い

じめを見逃さない学校づくりに向けて」とい

う、こういった緊急提言も各学校、教職員向

けに発しているところでございます。 

 このように、教育現場が一丸となって迅速

かつ正確に状況を把握し、児童生徒一人一人

の心に添ったきめ細かな対応を進めながらい

じめ問題に対処していきたいと、そのように

考えております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 酒本議員。 

○３番【酒本昌博君】 今ほど早期発見の「友

だちアンケート」、いじめの保護者の土日対

応、学校一丸となっての高いアンテナを張り

めぐらして高い教育、心を育てる教育という

のは、動物の飼育等、インターネットの活用

の悪用等、いろいろ今教育長よりお答えをい

ただいたんですが、やはり問題は、一番大事

なことは生徒と教員との信頼関係だと思うの

で、いろいろなこういう対策はあると思いま

すが、教育委員会としてはもっともっと先生

たちの質を向上していただくような対策をお

願いしたいと思います。今後また次代を担う

子供たちのことなので、しっかり対応してい

ただきたいと思います。 

 これで私の質問は終わります。 

○議長【夷藤満君】 ６番、藤井良信議員。 

   〔６番 藤井良信君 登壇〕 

○６番【藤井良信君】 議席６番、公明党、

藤井良信。 

 平成24年９月定例会におきまして一般質問

を行います。一問一答方式です。 

 私のほうからは３つの質問となりますが、

最初に、義務づけ、枠づけの見直しに係る条

例制定の取り組みについてお伺いします。 

 ことし４月、地域主権一括法の本格施行を

受け、地域の実情を踏まえた独自性のある条

例が全国の地方議会において成立をし始めた

ところでございます。そしてこの義務づけ、

枠づけの見直しに伴う第１次、第２次一括法

の施行期日は、平成24年４月１日からの施行

でありますが、経過規定では平成25年３月31

日までとなっており、各自治体が条例を施行

するまでの間は従前の国の基準が有効とされ

ております。つまり、地方自治体は、平成24

年度中に委任された条例を施行する必要があ

るとのことでございました。町におかれまし

ても、条例の見直しに係る取り組みが積極的

に進められているところかと思います。 

 また、ことし３月の議会定例会一般質問で

は清水文雄議員からも同様の質問をされてお

ります。かねてから指摘されておりますよう

に、その基準の設定には、問題の実情や住民

ニーズを的確、詳細に掌握することが大事で

あり、同時に地方自治体の権限行使を住民目

線で監視する地方議会の役割も重要になって

まいりました。そして地方自治改革の中で手

にした権限を生かし、どう地方自治を再生し

地方の時代を築いていくか。とりわけ、今、

住民と最も身近な基礎的自治体の力量が問わ

れております。 
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 特に、これまで国が一律に定めてきた公営

住宅、道路などの施設・公物設置管理の基準

などを条例に委ねる条例委任の拡大は、効率

的な予算執行や的確な道路整備など、住民の

目に見える効果が期待されています。 

 そこで、これらの義務づけ、枠づけの見直

しに関する条例制定の取り組みについて、町

では今どのような見解をお持ちでしょうか。

お考えをお示しください。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまの義務

づけ、枠づけの見直しに関する条例制定の取

り組み、町の考え方につきまして、私のほう

からお答えをいたします。 

 地域の自主性及び自立性を高めるための地

域主権一括法により、地方自治体におきまし

ては、義務づけ、枠づけの見直しに係る地方

独自の基準を設けることができるようになり

ました。そうしたことから、今後、地方自治

体の自己決定、自己責任の拡大をし、より地

域の自主性、自立性が求められてまいります。 

 本町に関係する法律としましては、介護保

険法、道路法、都市公園法、公営住宅法、水

道法及び下水道法の改正があります。それら

を委任される事項の基準を条例で定めること

になります。その一例としまして、例えば介

護保険関係では、グループホームにおけます

職員数、設備や運営に関する基準を規定する

ことなどがございます。 

 現在、第１次及び第２次一括法により既に

基準を定めた自治体もございますが、本町に

おきましても、今後独自性を考慮した基準の

見直しを含めた条例改正案の検討を進めてま

いります。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 そして、今ほどからの第１次、第２次一括

法により国から全国の地方公共団体に条例委

任された項目としては、一般の市町村で19法

律、43項目となっておりますけれども、内閣

府地域主権戦略室によれば、一般的には市町

村で10本前後が考えられるとのことでござい

ます。 

 そこで、地域特有の問題としての子育て支

援や地域活性化、雇用・失業対策の解決など、

きめ細かな住民サービスの推進に向けた取り

組みに加えて、自治体の政策法務力の向上や

議会改革の活性化という点からも地域主権改

革の成果が具体化することになってまいりま

す。そして内閣府地域主権戦略室からは、先

進自治体の独自基準の制定事例もインターネ

ットで数多く配信されているところでござい

ます。 

 一方で、町民への細やかなサービス、また

住民ニーズの的確な掌握とのことからは、現

場で苦労されている町職員の方々の知恵と工

夫がかなめであり急所であると思います。 

 そこで、再度お伺いをいたしますけれども、

町の各所管での見直しに係る条例制定の取り

組みにおける進捗状況はどうでしょうか。加

えまして、昨年11月に閣議決定もされている

ところの第３次一括法など新たな課題につい

てはどうでしょうか。お示しください。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 進捗状況につき

ましてお答えをいたします。 

 現在、担当部署におきまして、関係機関と

も協議しながら個別的な基準設定などを検討

しているところでございます。年内早々には

部内の例規審査会に一括諮って審議をしてい

きたいと思っております。その後、議会とも

ご相談し、最終的に３月議会の上程を目指し

準備を進めております。 

 課題ということで、全体的な大きな課題と

して考えるとすれば、条例を制定するための

調査や準備、基準の設け方、そこへどういっ

た独自性を出していくのか、そういったこと
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を行政としてはまず考え、議会においてはそ

のことを判断し、それとあわせて議決する責

任というものが発生します。さらに行政はそ

の条例を実行していく、そのためのまた職員

の対応などが事務としてもふえていくと、そ

ういった課題が総体的にあるというふうに捉

えております。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 今、第３次一括法ということでもちょっと

お聞きをしたところなんですが、これでは、

先ほどちょっとグループホームのそういった

見直しというか、そういった検討もなされる

ところであるということでございますけれど

も、指定居宅介護支援員の人員とか、それら

運営基準の条例委任ということもこれからは

課題になってくるかと思いますけれども、そ

の辺の何か方向性というのはまだ見えてきて

ないでしょうか。わかったらで結構でござい

ます。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 地域指定密着サ

ービスに関するものにつきましても７件ほど

の条例改正が必要だと見込んで、原課のほう

で今検討をしているところでございます。 

 法律によって基本的に国の基準にこれまで

どおり従うべきという考え方と、さまざまな

意見を聞いて参酌してつくりなさいという指

示も来ております。そういった点を踏まえて

準備を進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 今ほどの質問からは、

北川議員も住民のきめ細かなサービスという

ようなことの実現という意味からおきまして

もこういった条例制定に積極的に取り組むと

いうことが大変大事なことになってくるんで

はないかと思いますので、ひとつよろしくお

願いしたいと思います。 

 次に、コンビニ交付サービスの取り組みに

ついてお伺いいたします。 

 現在、一部の自治体で実施されているコン

ビニ交付サービスは、交付業務を委託する自

治体発行の住民基本台帳カード、住基カード

を利用すれば、セブン－イレブンの約１万

4,000店舗のマルチコピー機から住民票の写

しや各種証明書などを入手することができま

す。このサービスに2013年、明年であります

けれども、明年の春から業界２位のローソン、

同じく４位のサークルＫサンクスも参入する

ことになるとのことでございます。ことしの

５月７日時点では、交付業務をセブン－イレ

ブンに委託している自治体は46市町村で、本

年度中の新規委託も11カ所にとどまっている

とのことです。 

 ただ、これまではこれらのサービスがセブ

ン－イレブンに限られていたことから普及が

進まない要因となっておりましたが、今ほど

申し上げましたように、来春からは大手２社

が参入し３社が交付サービスを取り扱うこと

になりますと参加自治体も大幅に増加すると

見込まれています。 

 このコンビニ交付サービスでは午前６時半

から夜の23時の間、証明書を取得することが

でき、住民が必要なときに都合のいい場所、

そこは居住自治体以外にある店舗でもサービ

スが受けられ、自治体にとっては住民サービ

スを向上させられるほかコスト削減の効果に

つながると聞いております。今後は、コンビ

ニ交付の対象証明書の種類拡大とか住基カー

ドのさらなる普及が課題になっているとのこ

とでございます。 

 そこでお伺いいたしますが、多様化する住

民の行政サービスに対応するコンビニ交付サ

ービスの仕組みについてはどのようなもので

しょうか。また、町での初期導入費用、年間

の維持管理費用などはどのくらいの金額が積
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算されるでしょうか。あわせて、コスト面や

運用管理面からコンビニ交付サービスの導入

について、町でのお考えをお示しください。 

○議長【夷藤満君】 川口克則町民福祉部長。 

   〔町民福祉部長 川口克則君 登壇〕 

○町民福祉部長【川口克則君】 藤井良信議

員ご質問のコンビニ交付サービスの取り組み

についてお答えいたします。 

 コンビニ交付サービスにつきましては、現

在、セブン－イレブンの全国どこの店舗でも

住民基本台帳カードを活用し、住民票や戸籍、

印鑑証明書などの各種証明書の交付を受ける

サービスで、提供サービス時間が年末年始を

除く午前６時30分から午後11時までとなって

おり、住民サービスの上から大変便利なもの

と考えております。 

 また、個人情報の漏えい防止から専用の通

信ネットワークを活用し、証明書の偽造、改

ざん防止から証明書交付センターを設置する

など、運営管理面では何ら問題がないものと

考えております。 

 次に、初期導入費用と年間維持管理費用に

ついてでございますが、初期導入費用につき

ましては、ＩＣカード標準システムや証明書

発行に係るサーバ、データベースの構築が必

要となり、その費用は概算で5,500万円と見込

んでおります。 

 また、年間の維持管理費用につきましては、

個人情報の漏えい防止や証明書の偽造、改ざ

ん防止から証明書交付センターへの負担金や

ＩＣカード標準システムのソフト保守料など

で年間400万円と見込んでおり、コンビニへの

交付手数料として１件当たり120円が必要と

なるものでございます。 

 したがいまして、コンビニ交付サービスの

導入につきましては、運用管理面では何ら問

題がないものと考えますが、コスト面では初

期導入費用や維持管理費用など多額の費用が

必要となることから、費用対効果を考えます

と現時点ではコンビニ交付サービスの導入は

難しいものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 また、住基カードの普及ということもまた

お願いしたいと思いますね。 

 次に、最後の質問となりますけれども、小

中一貫教育の取り組みについてお伺いいたし

ます。 

 この小中一貫教育の質問は、平成22年12月

の議会定例会で私から同様の質問をしました

ので、再度の質問となります。 

 今や、全国的にも小中一貫教育は次代を行

く教育として多くの自治体で独自の取り組み

が進められているところでございます。また、

ことし６月の文教福祉常任委員会では、小中

一貫連携教育での先進地視察として、町の執

行部職員の方々とともに北九州市を訪問し、

先進モデルでの取り組みについて活発な意見

交換を行ってきたところです。 

 とりわけ、北九州市における小中一貫教育

の定義は何かとの、これは私からの質問でご

ざいましたけれども、実に明快なお答えがご

ざいました。ここでご紹介をいたしますと、

小中一貫教育に明確な定義はなく、各自治体

によって解釈は異なり、義務教育９年間の教

育活動を一体的に考え、さまざまな発達、成

長過程に応じて子供を育てるという一貫した

考えを持ち、小中学校が積極的に連携してい

ることとの意義づけをしています。このよう

な市独自の考えに基づいて教育方針を定め、

市での教育テーマ、タイトルを北九州市は小

中一貫連携教育と名づけたとのことでござい

ました。そして文科省からは、その自由な考

えを後押しする形で教育モデル都市と指定が

されております。教育における地域主権改革

がもうそこまで来ていると感じてきたところ

でございます。 

 小中一貫教育がこういうものであるからこ
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うでなければならないという考え方から、市

独自でこういうこととするとの、ものからこ

とへの大胆な発想の転換がここでは行われて

おります。また、これまでの小中一貫教育が

私立の学校で行われている教育形態であると

の先入観も払拭されたところでございます。 

 そこで、今、町の学校教育でも小中連携の

取り組みの成果が伝えられているところでご

ざいますが、ここはさらに大きくステップア

ップを図るべきときが来ているのではないか

と感じられます。そして、まずは掲げられる

テーマとしての言葉の力が重要であります。

小中一貫教育と名づけられたテーマからは新

しい取り組みの課題が生まれ、そこで生まれ

た課題は掲げられたテーマをさらに高めてい

くと強く思うところでございます。 

 子供たちに安心と希望の力を与えてくれる

小中一貫教育というテーマ、タイトルをまず

は町でもしっかり掲げ、計画策定に向けて今

始動すべきであると思いますが、そこでここ

は町長にお伺いします。町の小中学校におけ

る教育体制改善の第一歩として小中一貫教育

を導入すべきであると思いますが、町長のお

考え、ご決断はどうでしょうか。お示しくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 藤井議員の小中一

貫ということで質疑がございました。私から

お答えしたいと思います。 

 内灘町におきましては、議員ご承知かと思

うんですが、平成24年度学校教育基本方針と

いたしまして「児童生徒一人ひとりの個性を

尊重し、社会規範を身につけるとともに、内

灘町の伝統や歴史を生かし、たくましく豊か

な心と身体で、生涯にわたって主体的に生き

ていける力を持った児童生徒の育成を目指

す」と、このように定めているところでござ

います。 

 この学校教育基本方針に基づきまして、重

点目標の一つに、議員からもお話がございま

した小中一貫教育につながる指導の連続性を

高め、円滑な教育の実施に向けた小中連携の

充実を上げているところでございます。 

 具体的な取り組みといたしまして、小中学

校全教師によりまして学校教育研究会を組織

をし、学力の向上、生徒指導、健康安全教育

など、それぞれの委員会や各種部会により小

中学校が積極的な連携を図り、義務教育９年

間で共通の目指す子供像を育むことを目的に

さまざま教育研究に取り組み、教育のさらな

る向上に努めるとともに、お互いに共通の認

識と、そして理解を深めているところでござ

います。 

 また、児童生徒の交流事業といたしまして

平成21年度よりピア・サポート活動を実施い

たしまして、小学校６年生と中学生が情報交

換や交流を行い、中学校生活に対しての不安

や疑問などを解消すると、そんなことに努め

るということ、そして現在、さまざまな小中

連携に向けて取り組んでいるところでござい

ます。 

 議員ご提案の小中一貫教育の導入につきま

しては、義務教育９年間を一体として捉えた

教育の充実は極めて重要だという観点から、

現在は本町で行われている小中連携事業のさ

らなる充実を図るとともに、議員が述べられ

ました先進的な事例も参考にしながら、今後、

町独自の小中一貫教育のあり方につきまして

調査研究をしてまいりたいと、このように思

っているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

す。 

 調査研究ということで何か逃げられてしま

ったというような感じがするわけでございま

すので、もう一言よろしくお願いいたします。 

 小中一貫教育の町での実現はあるかとのこ

とから再度お伺いいたします。 

 今定例会、町長からは提案理由の冒頭、ロ
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ンドンオリンピックでの日本選手の活躍に触

れられました。特に団体競技などに日本のチ

ームワークへの喝采と感動が伝えられました。 

 そこで、学校教育での諸問題でも、ここで

言うところのチームワークがキーワードでは

ないかと思うところでございます。学校教育

現場では、子供たち一人一人がチームワーク

を学ぶということではなく、チームワークで

学ぶ喜びをもっと体感できる授業形態とする

ことでいじめや不登校意識が本来芽生えてこ

ないよう仲間意識を育み、そして子供たちお

互い傷つけ合うことが愚かなことだと思える

ほどに、教師みずからが教育現場で自由に考

え、主体性を持って教育実践できるような制

度改革が必要なのではないかと思うところで

ございます。 

 先日、いじめ問題からクローズアップされ

ましたテレビ報道でもこういったことが言わ

れておりました。学校や教育委員会での決め

事、規則がかえって教師の教育への自由を奪

っている現状があるということでございまし

た。ここは、そういった教師への目に見えな

い縛りからは何としても開放されるべきでご

ざいます。そして、学校、教育委員会、教師

間での連携、今ほどおっしゃっていただきま

した三者連絡協議会などは制度化していくこ

とでいじめや不登校生徒への対応を図ってい

くとのことからも、小中一貫教育の実現は、

私は喫緊の重要課題として取り組むべきであ

ると思うところでございます。 

 そこで再度、ここは町長のご英断にかかる

思いをお聞かせいただきたいのですけれども、

町での小中一貫教育の実現性は近い将来なの

か、近いうちになのか、それとも中長期展望

からのお考えとしているのか。町長の胸の内、

お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 藤井議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 貴重なご意見を賜りました。ありがとうご

ざいました。 

 先ほど小中一貫教育についていつごろ実現

するかというお話でありましたが、先ほど申

し上げたとおりでございまして、私は義務教

育９年間の教育には小中学校の一貫性は大変

重要であると、そう思っているところでござ

います。こうした観点から、町内の小中学校

におきましては、児童生徒のさまざまな課題

や問題の解決に向けて実践的な小中連携事業

に現実に取り組んでいるところでございます。 

 今後の小中学校における児童生徒数の推移

も勘案しながら、まずは、繰り返しになりま

すけれども、町の特徴を生かした独自の小中

一貫教育のあり方について調査研究したいと、

こういうことでありますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 藤井議員。 

○６番【藤井良信君】 ありがとうございま

した。 

 以上で終わります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○休   憩 

○議長【夷藤満君】 この際、暫時休憩いた

します。 

 再開は午後１時30分といたします。 

           午後０時00分休憩 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午後１時30分再開 

    ○再   開 

○議長【夷藤満君】 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○会議時間の延長 

○議長【夷藤満君】 本日の会議時間は、議

事の都合により、あらかじめ延長いたします。

これにご異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、本日の会議時間を延長することに決
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定しました。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○決算特別委員会正副委員長 

     互選結果報告 

○議長【夷藤満君】 休憩中に、先ほど設置

された決算特別委員会において、委員長並び

に副委員長の互選が行われ、その結果が議長

の手元に来ておりますので、ご報告いたしま

す。 

 決算特別委員会委員長に北川悦子議員、副

委員長に清水文雄議員。以上のとおりであり

ます。 

 それでは、一般質問を続行いたします。 

 11番、水口裕子議員。 

   〔11番 水口裕子君 登壇〕 

○11番【水口裕子君】 一般質問を一問一答

方式でさせていただきます。 

 脱原発に向け、今内灘がなすべきこととい

う１点に絞ってお話しさせていただきます。 

 まず、その中で第１番目、志賀原発活断層

再調査についてお伺いします。 

 ７月17日に私たちを驚かせた志賀原発活断

層再調査という報道がありました。原子力安

全・保安院専門家会合で、志賀原発１号機の

原子炉の真下を通るＳ－１断層というのが典

型的な活断層だというふうに厳しく追及され

て再調査をすることになったのです。 

 北陸電力は、1987年の１号機を建設すると

きは活断層ではないとし、国、当時は通産省

ですけれども、それを認めておりました。け

ど東日本大震災があって見直さざるを得なく

なりました。専門家の会合では、東北大学の

大学院、今泉教授を初め「よく建設許可の審

査が、その当時通ったものだ思う。北陸電力

の説明は全く理解できない」と憤り、それを

聞いた私たちはやっぱりと思ったわけであり

ます。このあたりまで皆さんご存じのとおり

でございます。 

 一つここで言いたいことは、志賀原発の直

下に活断層があるという指摘は今になって突

然起こってきたのではなく、25年も前の建設

当初から指摘されていたことで、その当時は

関係者からの内部告発もあったし、何を今さ

らというふうに感じるわけです。 

 ここに１冊の本があります。『北陸が日本

地図から消える日―能登原発恐怖の疑惑！

―』という宝島社から、これは1988年に出て

いる冊子です。あっという間に１カ月ほどで

３回増刷しております。この本の中には、当

時の北陸電力の社員さんから内部告発があり、

活断層ではないかという写真まで載ったりし

ていろいろと問題になっております。当時は

能登原発と申しました。能登原発という名前

が志賀原発に変わったのは、今、瓦れきのこ

とで風評被害という言葉が出ておりますけれ

ども、当時、能登の方から能登原発というふ

うにしたら風評被害が広がるということで志

賀原発というふうに変わったという経緯があ

ります。 

 ちょっとこれはそういったことで25年も前

からそんな問題は出ていたんですよというこ

とを知っていただきたくてご紹介しました。 

 この７月17日の翌日、再調査を指示された

北陸電力の副社長が記者会見をして、「原発

の耐震安全上、問題ではない」と同じ主張を

繰り返して「立地不適格、廃炉の可能性は全

くない。再稼働に向けて安全を皆さんにわか

っていただけるように再調査をしっかりやっ

ていく」というふうなことを述べられました。 

 世の中の誰もが思ったわけです。「どうし

て当事者の北電が再調査を任せられるんか。

保安院は一体何を考えてるんだ」。絶対変で

すよね。泥棒に自分をお縄にするための縄を

自分でなえ、自分でつくれと。泥縄式だとい

う言葉が昔ありましたけれども、そういうふ

うに言っているのと同じように思えます。 

 北陸電力に再調査させるのは間違いではな

いか、中立的なところに調査をさせるか、ま

たは専門委員会を設置してきちっと県が監視

できるようにと幾つもの団体が県に申し入れ
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に来ましたけれども、知事は会わず、県の良

心的な職員さんが板挟みで苦しんでいるだけ

です。知事は、きょうの新聞にも、やはり議

会で答弁をしているから一般住民には会わな

くてもいいのだというふうに言ったと報道さ

れておりましたけれども、本当に上に立つ人

がそれでいいのか非常に不満に思います。お

かしく思います。 

 そして８月10日、心配していたことがまた

起きたのです。北陸電力は再調査を建設申請

当時と同じ会社に委託いたしました。耐震安

全上問題ないというふうに結論をつけた会社

で、私はそんなところは最初から信頼できな

いのではないかというふうに思っています。

この委託先の一つのダイヤコンサルタントと

いう会社は大飯原発でも断層調査をしてオー

ケーを出した会社ですが、その大飯でもまた

再調査を受注したほか、東電など全国の原発

で調査を請け負っていて、調査すればするほ

ど身内でもうかるようになっているというふ

うな感じがします。 

 こういう状態で進められている活断層の再

調査が信頼できないのに、さらに８月29日に

は、「保安院は活断層の真上に原子炉を建て

てはならない」と言っていたが、それは単に

言っていただけで法律で決まっていたわけで

はなく、真下に断層があっても動かせるよう

な──動かせるというのは原発をですね──

原発を再稼働させることができるような新た

な基準の導入を検討しているというニュース

が流れました。断層の分類の中に弱面、弱い

面という全く新しい分類、カテゴリーをつく

って、志賀原発の断層は活断層ではなく弱面、

単なる弱い面であって活断層ではないから再

稼働も可能だというふうにしようというもの

です。もうあいた口が塞がりません。９月３

日には再調査のための工事がスタートしたそ

うですが、活断層であっても廃炉にはならな

いのではないかというふうな記事も出ており

ます。 

 こういうふうにして、初めは再調査をする

ぞとか言って期待を持たせてガス抜きをして、

気がついたら結局原発推進に都合のいいほう

に動いているというのはいつものやり方です。 

 志賀原発の直下にあるのは活断層だと証言

をしている東洋大学の渡辺満久教授によれば、

必要な活断層の調査は１週間あればできると

言われています。それを何カ月もかかるとい

うのは、日本中で沸き上がっている反原発の

うねりが沈静化をするのを待っているのでは

ないかと、そういうふうにしか考えられませ

ん。原子力村は私たちをなめ切っています。

このままでいいわけがないと思います。 

 以上を踏まえて、２点町にはお聞きしたい

と思います。 

 このような志賀原発直下の活断層の再調査

について、町はどう捉えていますか。県と国

へ、今泉教授のようなそういった主張をする

専門家を入れた監視のための第三者機関を設

置するように申し入れていただきたい。特に

県に強く申し入れていただきたいと思います

が、いかがでしょうか。この２点をお伺いい

たします。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 水口議員の志賀原

発活断層の再調査についてのご質問でありま

す。 

 今おっしゃいましたように、本年７月17日

の経済産業省原子力安全・保安院の専門会議

で志賀原発の活断層について意見があり、保

安院が北陸電力に対して再調査を指示をした

ということでありました。これを受けまして、

北陸電力は先月活断層の再調査に着手をし、

来年１月末までに終了予定とされているわけ

でございます。 

 こうした中で、石川県は経済産業省原子力

安全・保安院に対して活断層の厳格な審査を

求める要請書を提出したと伺っているところ

でございますが、本町といたしましても、現
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時点では再調査の結果と、それを受けた経済

産業省原子力安全・保安院、９月の下旪へい

きますと原子力規制委員会というふうになる

かもしれませんが、その見解や方針をしっか

りと見守りたいと、このように考えている次

第でございます。 

 そして今１点、議員ご指摘の第三者機関の

設置に対して県に申し入れをせよということ

でありますが、私どもとしましては申し入れ

る考えはございません。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 脱原発を考えていら

っしゃる町長としては、私は非常に再調査に

対して第三者機関、厳正なるそういう機関を

つくってくれということを申し入れてくださ

ると思っていたので大変残念であります。 

 そして規制委員会の結果を受けるというふ

うにおっしゃいましたけれども、今もこのお

昼休みにテレビでやっておりましたが、規制

委員会がどんなふうにしてできるのか。本当

に原子力村にいた人たちが原子力規制委員会

の委員になって、そしてそれが今国会で通り

そうにないということになったときに、首相

が一人でそれを決めてしまうことができると

いうふうに国は変えてきているというふうに

お昼放送がございました。 

 そんな中で、やっぱり町はこの脱原発の姿

勢を堅持してくということは非常にいろんな

あつれきがあって大変なことだと思っており

ます。脱原発を言うだけでも大変。それをま

た堅持していく。それは本当に大変なことだ

と思っておりますけれども、ぜひともやはり

また強い姿勢で再度お考えを変えていただけ

る、この規制委員会の結果を見てやっぱりこ

れはだめだというふうなことがわかったとき

には、やはり考えをもう一度改めて考え直し

ていただける日が来ると信じておりますので、

よろしくお願いいたします。 

 きのうの北陸中日新聞の一面では、福島み

ずほ社民党党首などが志賀原発の視察申し込

みをしましたら、北陸電力が拒否したという

ふうなことを報じております。反対している

団体だから理解が得られないので受け入れら

れないというふうなことを述べていたという

ことですけれども、安全だという自信がある

なら何を拒むことがあるでしょう。前から臨

界事故隠しなどが問題になっている北電の情

報隠しの体質が再びあらわになっている。今、

そんな状況です。 

 そんな中で８月26日、清湖小学校で町の防

災訓練があり、原子力発電所の事故に備えて

被曝状況を調べるスクリーニングも行われま

した。これが２つ目の質問です。 

 30キロ圏の羽咋市以外では、内灘が初めて

スクリーニングのこの検査を実施しておりま

す。このことは大変評価しております。 

 それを見学しながら、このスクリーニング

は万一のときにはどういう状況で行われるこ

とになるのだろうかとつくづく思ったのです。

主に能登から逃げてくる人を対象に検査する

ことになるのでしょうが、そのとき内灘町民

は逃げなくてもいい状況なのか。逃げてきた

人のお世話をしていたら自分たちが逃げおく

れたという、講演に来られた菅野村長さんで

すね。お話しされていた飯舘村のことが思い

浮かびます。 

 ８月10日の町の盂蘭盆会では、お寺のお坊

様のお説教は原発のお話でございました。こ

んな時代になったんだなと思いましたけれど

も、そのお話の中で「志賀原発から30キロと

いったらかほく市の大海川のあたりですが、

あそこに壁があるわけでもなく、放射能はそ

こでとまるわけでもないんですよ」とお坊様

はおっしゃいました。 

 そこで、本当に大切になってくるのは情報

です。そのとき風はどう吹いていて、どのく

らいの放射能がどういうふうに流れてくるの

かなどという情報は、町は今どのようにして

得ることになっているのでしょうか。お尋ね
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いたします。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問に私のほうからお答えをいたします。 

 現在の石川県原子力防災計画では、志賀原

子力発電所の原子力災害時の情報伝達につき

まして、原子力緊急事態等の情報やＳＰＥＥ

ＤＩによる放射性物質の大気中濃度及び被曝

線量などの予測結果を、関係する志賀町、七

尾市に随時連絡することになっております。 

 しかし、石川県が６月９日に実施した原子

力防災訓練では、志賀原子力発電所の周辺で

基準を超える放射線量が確認された報告書や

ＳＰＥＥＤＩの予測結果がファクスで本町に

も送付されました。 

 一昨日、９月４日に原子力防災計画の作成

に向けた関係市町連絡会議が開催されました。

この連絡会議には30キロを越える市町も希望

すれば参加ができるということで、本町から

も２名の職員が参加をいたしました。 

 そこで、原子力防災訓練と同様に、30キロ

を越える市町にも同じ情報の伝達をしてくれ

るよう伝達をする計画を見直しの中に入れて

いただくようにお願いをしました。県のほう

の回答は、そのような体制を考えているとい

う旨の回答をいただいております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 ありがとうございま

す。 

 ９月８日の連絡会議の様子はテレビにも放

映されておりました。内灘町の職員さんが一

生懸命話をしている様子が出ていて、町も本

当に住民のために職員さん頑張ってくれてい

るなというふうにありがたく思っておりまし

た。新聞にも30キロ圏の今の部長の発言と同

じことが載っておりました。これからもどん

どん発言をしていっていただきたい。内灘町

の住民を守るために発言をしていっていただ

きたいと思います。 

 今後も県の会議にこういうふうにして参加

しつつ、けれども、町独自でまた情報を得る

準備もしておかなければならないと思います。

福島の事故ではＳＰＥＥＤＩの情報が自治体

にもたらされなくて、しなくてもいい被曝を

した人たちがたくさん出ました。町で情報を

いつも持っていることはとてもとても大切な

ことです。そんな意味から、役場前と学校で

独自に測定を続けてきたことも大いに評価さ

せていただいております。 

 学校に簡易放射能測定器が国から配置され

たので、町としては庁舎のみにして学校はや

めるという説明があり、私もそのとき同意し

ましたけれども、情報はやはり非常に大切で

す。どうして庁舎だけになったのだというふ

うなお叱りも私受けました。 

 消防署でも昨年から週１回測定しているそ

の結果を広報にも掲載していただくようにし

ていただきたいけれども、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 町での測定結果

と、また消防での結果もあわせてホームペー

ジ等で公表してまいりたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 原発はとまっていて

も決して安全なわけではないということはわ

かっておりますし、福島のほうでも４号機を

初め、いつどうなるかわからない。とてもじ

ゃないが収束した状況でないということはわ

かっておりますので、ぜひともそういった測

定のほうもしっかりとよろしくお願いします。 

 では次に、給食の主食を国産小麦にかえよ

うという動きが国であったということでした。

そのことについてお伺いいたします。 

 ７月20日の日本農業新聞に、学校給食にパ

ンを納入する全日本パン協同組合連合会が、

全国の学校給食で使うパンの原料小麦を2013

年度から輸入から国産に切り替える体制づく
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りを本格化させたという記事が出た。その途

端に、小さな子供を持つお母さんたちから、

なぜ今の時期に国産小麦になるんだという声

が起こりました。 

 今まで国外から輸入している小麦はポスト

ハーベストなどで大変農薬の危険性を指摘さ

れておりましたけれども、そして国産小麦に

かえてくださいという申し入れがたくさんあ

りましたけれども変わりませんでした。それ

なのに、なぜこの今の時期にという若いお母

さんたちの疑問は本当によく気持ちがわかり

ます。無理もないんです。小麦、大麦、その

他麦類からは放射性セシウムなどの検出が

次々に報告されていて、被災地の食材を食べ

て応援しようという山崎パンの菓子パンから

は、１キログラム当たり300ベクレル出たとい

う報道もありました。 

 このことについては、農林省が「来年から

すぐに国産に転換とは考えていません。発表

の仕方が悪くて申しわけありませんでした」

というふうに釈明して、今のところ騒ぎは沈

静化していますけれども、それでもいつ再燃

するか懸念されます。売れ残っている放射能

に汚染された小麦をまぜて薄めて使わせるつ

もりではないかというふうにお母さんたちは

心配しているわけです。 

 私は以前から、50％にも満たない日本の食

料自給率の向上や、輸入小麦の、今申し上げ

ましたポストハーベストの問題、それから地

産地消の拡大を目指せと、その他さまざまな

面から考えて、給食の主食を５日ともご飯、

米飯にしてくださいというふう求めてきまし

たけれども、そのときには、お米、特に内灘

産の一等米にすると、補助のあるパンに比べ

て割高になり町がかなり補助を必要とするよ

うになること、それから子供がパンを好きな

こと、食はご飯だけじゃなくて多様性、和風、

洋風、いろんな食事を食べさせるということ

の観点から受け入れられませんでした。国産

小麦も転換してはどうですかということに関

して、量の確保や値段が壁になっておりまし

た。 

 しかし、今、３月11日の後、世の中の状況

は変わっております。国産小麦も安全ではな

くなってしまったのです。未来そのものであ

る子供を守るために、何よりも命の源である

食を、給食を守らなければなりません。 

 ９月１日の映画会、「内部被ばくを生き抜

く」の上映と鎌仲ひとみ監督の講演には、い

つもと違った若い女性の参加が目につきまし

た。子供を守るための情報を皆さん求めてい

るのです。国産小麦粉の放射能汚染を知り、

給食の安全を求めて署名活動を始めたという

方もいました。 

 未来にわたって何が一番子供にとって安全

なのか。影響を受けやすい子供を、この場合、

影響というのは被害ということになります。

被害を受けやすい子供を食べ物の内部被曝の

危険から守るためには、生産者と生産方法が

わかる地元の米を使うことです。内灘町の給

食は関東以北の食材を避け、使った後の食材

ですが、その放射能汚染度を計測し、そうい

った面ではまた県の全自治体の先頭を走って

きました。食材の放射能汚染検査に関しては

県が内灘町を見習うという、そういう状況に

なっております。ですから、これからも町と

して子供の食の安全を守り続けてほしいので

す。 

 能登には安全でおいしいお米をつくってい

る農家がたくさんあります。内灘だけでは不

足するなら、県内産の米でカバーしてもまず

米飯給食を始めてはいかがでしょうか。お伺

いしたいと思います。 

 これは地産地消の推進であって、決して風

評被害には当たりません。 

○議長【夷藤満君】 北川真由美学校教育課

長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○学校教育課長【北川真由美君】 ただいま

の米飯給食の推進についてお答えをいたしま
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す。 

 内灘町の学校給食では、前から申しており

ますが、現在週３回の米飯給食及び週２回の

パン給食を実施しておりますが、米飯給食に

関しましては地元内灘産の一等米コシヒカリ

を使用しており、地産地消、生産者の顔が見

える食育を現在も推進しているところでござ

います。 

 今議員がおっしゃられたような国産小麦へ

の転換情報につきましては、済いません、詳

細な経緯を今のところ承知しておりませんけ

れども、３・11以降、懸念されております放

射性物質の残留可能性につきましては、今議

員が述べられたように、町独自で昨年より全

ての食材についての放射線測定を行っており

まして、子供たちに安全な給食を提供するた

め、パンや米、牛乳も含めて全ての食材の測

定を今後も継続していく考えでおります。 

 米飯給食の実施回数の増加につきましては、

従来からお答えしてきたとおりではございま

すが、バラエティに富んだメニューの展開、

児童の嗜好の問題、そのことによります残菜

量増加の危惧等がございます。県内の米飯給

食の実施状況を見ますと、隣接する金沢市、

かほく市は内灘町と同様週３回、津幡町は週

４回の実施となっております。 

 米飯給食の回数をふやすことにつきまして

は、児童生徒への聞き取りあるいは栄養士の

意見、また、単価が若干上がる懸念がござい

ますことから、学校給食運営協議会等にも図

りながら大方の同意を進めた上で進めさせて

いただきたいと考えておりますので、ご理解

をお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 国産小麦への転換は

来年４月からすぐにということではなくなっ

たようですが、またこのようなことが起こっ

てくる可能性はございますので、そういった

ときには素早い対応をお願いしたいと思いま

す。 

 それから、米が週３回ということでしたけ

れども、この米が３回のところは４回にして

いくようにという、そういう通達が出ている

はずですので、またその辺もぜひ加味して進

めていただきたいと思います。 

 次に、危機管理のできる親育てということ

でお願いします。 

 ７月12日には、働く女性の家で、子供を連

れて福島から移住してきた２人のお母さんの

お話を聞きました。この「ふくしまを、はな

そう。」という取り組みでしたけけれども、

これは福島で原発事故に遭って、小さな子供

を持つお母さんが、情報がない中、どういう

ふうに動いて、どう考えて金沢へ移住してき

たのかを、そういった経緯を聞くものでした。

話すお母さんにとってはつらいことで、思い

出して言葉に詰まられる場面もありましたが、

同じ立場になりかねない人たちに自分たちの

経験を知ってもらうことが、いざというとき

子供を守る知恵になるかもしれないと話をし

て回ってくださっているのです。 

 内灘町でも同世代の若い人に聞いてほしい

と、町の子育て支援センターでやらせてくだ

さいと担当課にお願いをしました。しかし、

子育て支援センターは外部に貸し出しはして

いないとか、これは子育てというよりは防災

の取り組みのほうが適切だというふうな理由

で、いろんな理由がほかにもありましたけれ

ども主に私はこの２つだと思っておりますが、

実現しませんでした。 

 その考えに私は非常に違和感を持ったわけ

です。アンテナを高く広く張って社会のいろ

んな情報を取り入れる。特に福島の経験は命

の危機に対処する重要な情報です。その情報

の中から大切なものを選び取っていける。そ

んな選択する力、危機に備える力を持ったお

父さん、お母さんを育てることこそが、そう

いう親育てこそが最大の子育て支援だと思う

からです。 

 従前のように決められたとおりの割り振り
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でなく、場面に応じた柔軟な対応をしていく

というのが町の方針ではなかったかと。そし

てこれこそが危機管理の第一歩でもあるので

はないかと思うのです。町はこの点について

どうお考えになりますか。お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 内灘町での次世

代育成支援行動計画、この基本理念に、子育

ち、親育ちを温かく見守り支え合う内灘づく

りということがキャッチフレーズになってお

ります。議員のご意見のとおり、親育てとい

うことが最大の子育て支援だというふうに私

も思います。 

 先般の７月12日の女性の家で行われた講演

会、またその先に福島県飯舘村の菅野村長さ

んのお話、実際に被災された方々のいろいろ

な思いを、直接お話を聞くことによって、日

ごろからさまざまな災害から子供たちを守る

ための知恵や対策、また危機に備える力を親

が身につけられるような子育て支援に、今後

町としてどのような取り組みができるかまた

しっかり検討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 この「ふくしまを、

はなそう。」の会のときには、総務課から職

員の派遣などのご支援をいただきまして、あ

りがとうございました。 

 八十出町長も６月議会で、福島のことをこ

れからも話を聞き、忘れないで支援をしてい

きたいというふうにおっしゃっておりました。

この方向の堅持をぜひともよろしくお願いい

たします。 

 さて、先ほど申し上げました「内部被ばく

を生き抜く」の上映会ですけれども、この日

には保育室を１階の和室で設けましたが、主

催者にとっては、保育士さんの人件費とその

保育する部屋の使用料が非常に負担でござい

ました。でも利用した若い世代に保育料を求

めたら、果たして参加してくれたかどうかわ

かりません。やはり機会均等ということから

も、また子育て支援の面からも、主な会場、

その当日でしたらホールですけれども、ホー

ルの会場の使用料まで減免してくれとか、そ

んなことは一切申しません。決まっていると

おりで当然ですけれども、若い世代も参加で

きるように、講演会などに付随して保育をす

る場合、その部屋の使用料を減免していただ

く、そういう方向はできないか、お伺いいた

します。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまの保育

室の使用料についてでありますが、子育て支

援という視点で、ホールに附属した保育室と

いう考え方から、今後、減免についての検討

をさせていただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 よろしくお願いして

おきたいと思います。 

 最後に、金沢市の震災瓦れき、不燃物受け

入れの内灘への影響についてお伺いします。 

 金沢でこの７日と９日に震災瓦れき受け入

れのための市民説明会を開くそうですが、瓦

れきについては、放射性物質の焼却灰への濃

縮、埋立処理、そしてバグフィルターで本当

に99.9％捕捉できるのか、捕捉できずに空気

中に放出されるのではないかなど、さまざま

な心配がされておりました。結局瓦れきの量

が思っていたより尐なくて二重契約して瓦れ

きの奪い合いになっているという、そういう

ところさえあるようで、裁判にまでなってい

ると聞いております。金沢での焼却瓦れきの

受け入れはなくなりましたけれども、今度は

漁網や漁具などの埋立瓦れきを受け入れると

いうことになりました。 

 いずれにしても、瓦れきを被災地県外へ持

ち出すための費用は莫大で、地元、その被災

地で分別して小さく裁断してフレコンバッグ
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というプラスチック製の袋に詰めてコンテナ

に乗せ、そして今度ＪＲに乗せて地元から運

び出されてくるのですが、金沢駅からまたト

ラックに積みかえ、通常の瓦れき処理の何倍

もの費用が計上されていて、そこに業者が群

がっていると言われております。 

 フレコンバッグはそのまま戸室新保の埋立

場に運び込まれ、現在埋め立てられている普

通の埋立ごみの上に積み重ねられていきます。

最後に上から土を普通よりは多く厚くかけて

覆うと聞いています。埋立場は最下部にビニ

ールのシートが敷かれていて、しみ出したさ

まざまな物質は水分とともにシートの片隅に

あけられた穴からしみ出してくるということ

です。そしてそれを検査するわけです。 

 金沢市では「漁網や漁具の放射能汚染は極

めて低く安全だ」と言っています。しかし、

薄く広くだから大丈夫なのではありません。

１キログラム30ベクレルとしても１万トンな

ら総量では３億ベクレル、それが金沢に新た

に持ち込まれてくることになります。１万

9,000トンと言われていますから約６億ベク

レルです。しかも、アルファ線やガンマ線と

いう微量でも強力な核種は計測されていませ

ん。それらがじわじわとしみ出すのです。そ

して、その影響は尐しずつ排水に紛れて金腐
かなくさり

川に流れ込んできて、その行き着く先は河北

潟になっております。影響が尐しずつ排水に

紛れてきて、河北潟にその影響があるかもし

れないということです。これは尐しずつでは

あるが、蓄積していきますので大変問題です。 

 放射性物質がどのように動き、どのように

影響するのか、まだわかっていない部分は多

いのですけれども、わかってからではもう取

り返しがつかない問題だ、それが放射能だと

いうことはわかっています。 

 戸室新保の処理場から、わずかずつですが

流れ出した放射能が水によって移動し、川に

流れて河北潟の沿岸でホットスポット以上の

マイクロホットスポットにならないという保

障はありません。東京などの関東一円のあち

こちでは何万ベクレルにもなる黒い土の発見

が相次いで報告されています。６月12日のＮ

ＨＫ「ネットワークでつくる放射能汚染地図

～川で何がおきているのか～」では、福島か

ら遠く離れた川やため池の強い放射能汚染が

報告されておりました。 

 このような状況を考えたときに、内灘住民

を守るために、やはり金沢市へ金沢市民の安

全を守られることはもちろん大切ですけれど

も、川下の流域の私たちのことも考えて瓦れ

きの受け入れはやめるようにと申し入れして

いただきたいわけです。 

 被災地の気の毒な方たちを見捨てるという

のではありません。世界中に森づくりをして

きた横浜国立大学の宮脇昭という先生が提唱

しております被災地にも喜ばれる取り組みが

あります。瓦れきは土とまぜると空気の層が

たくさんできて木の成長が早い。よそに持っ

ていかずに被災地の海岸の津波を防ぐ防潮提

をつくるための土台に再利用するのが一番だ

というものです。被災地での雇用も生みます。

地元の人たちが大切の思う形見を全国へ瓦れ

きとしてばらまき、そこの市民を賛成と反対

でいがみ合わせ、よその大企業をもうけさせ

るより、被災地の未来を守るための堤防とし

て復活させることができるのです。 

 宮城県では県議会が全会一致で、全ての会

派が一致して、この震災瓦れきを防潮堤に活

用する構想を進めています。ところが、国は

「みんなの力でがれき処理」というコマーシ

ャルに40億円もかけて、マスコミが森の防潮

堤の情報を流すのを邪魔しているとしか思え

ません。 

 「いのちを守る森の防潮堤」という、この

情報を金沢市にも提供し、瓦れきの受け入れ

はやめて、このプロジェクトを支援されたら

どうでしょうか。私たちも安心しておられま

すと金沢市に勧めてあげていただきたいが、

どうでしょうか。お伺いします。 
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○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 報道によります

と、金沢市は岩手県宮古市の漁具、漁網の受

け入れにつきまして、その基準を国より厳し

い基準である国際原子力機関が放射性物質と

して取り扱う必要のない数値以下にするとさ

れております。 

 金沢市では、市災害廃棄物受入れ可能性検

討会や市廃棄物総合対策審議会に諮るととも

に、住民説明会も予定しているとのことであ

ります。 

 金沢市では慎重に審議、検討を進めていま

すので、本町としては金沢市の動向を見守っ

てまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 水口議員。 

○11番【水口裕子君】 金沢市の説明会の状

況をまたこちらの町のほうでも注視していっ

て、機敏な対応をしていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 最後に、教育問題がいろいろ取り上げられ

て熱心な議論が続いておりますけれども、国

民の多くが望まない原発再稼働を進めるため

に言葉をもてあそぶような政治家や、命より

も経済を重んじる企業家などが、そういった

ものがばっこする日本である限り、子供だけ

がしっかりしていいようになかなかなってい

かないのではないかというふうに思って、大

人全てが姿勢を正していく必要を感じており

ます。 

 傍聴している皆さん、北陸電力の関係者の

方にも、ぜひきょう聞かれたことをまた誠意

を持って会社でお話ししてほしいと思います。 

 最後に、町長には、今までどおりぶれずに

脱原発のまちづくりを進めていっていただく

ようにエールを送り、お願いして、おしまい

といたします。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 12番、渡辺旺議員。 

   〔12番 渡辺旺君 登壇〕 

○12番【渡辺旺君】 12番、渡辺でございま

す。 

 平成24年第３回内灘町議会定例会に町政一

般質問の機会をいただきましたので、あらか

じめ通告してあります２点について質問をい

たします。質問の形式は全問一括によります。

答弁に当たります町長及び関係部課長には、

具体的に答弁されるようお願いをいたします。 

 初めに、八十出町政の２期目の成果と３期

目の決意についてお伺いをいたします。 

 時がたつのも早いもので、平成17年２月に

八十出町政がスタートして７年７カ月となり

ます。町長はこの間に、住民参加、情報公開、

現場主義を基本姿勢に開かれた町政を目指し、

さまざまな施策に取り組まれました。町長及

び職員の倫理条例、男女共同参画まちづくり

条例の制定、交際費の公開、町長談話室やタ

ウンミーティングの開催、審議会委員の公募

制度の導入などによって町民との信頼感を高

め、町民との協働を推進しました。また、子

育て支援施策や教育環境の整備、生活環境の

充実などを進める一方で行財政改革を進め、

危機的な財政状況を改善しました。 

 ２期目には、改革から創造へ、暮らしやす

さナンバーワンへ、協働で誇りのもてるまち

づくりを掲げて町政運営に取り組まれ、「健

康」「教育」「環境」「子育て」「活力」の

５つのＫを柱に、町民が安心して暮らせるき

め細かなセーフティネットのある町を推進さ

れ、また、主なものとしては、義務教育施設

耐震化の完了と公共施設耐震化の推進、保育

所民設民営化と保育サービスの充実、子ども

の権利条例の制定など、公約の多くが実行、

実現されていますが、一方で、まちづくり基

本条例や企業誘致、中学校の２校化など、実

現されていない課題もあります。町民会議の

皆さんの答申に基づき議会に上程されながら、

否決となったまちづくり基本条例の制定につ

いては、再度議論を深めて議会の理解を得ら
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れるように努めていただきたいと思います。 

 東日本大震災を経験し人々の価値観が変わ

り、防災など安全・安心施策への関心が高ま

っています。マニフェストで実現されていな

いものや道半ばであるもの、新しい行政課題

も多々あります。 

 そこで、お尋ねいたします。 

 来年２月、２期目の任期満了を迎えますが、

私は、八十出町政に引き続き町政を担当して

いただき、新たなまちづくりに奮闘していた

だきたいと期待をしております。ぜひ３期目

の決意表明をしていただきたい。そして２期

目の検証と３期目の基本的な方針があればお

聞かせいただきたいと思います。 

 次に、災害時における要援護者の避難につ

いてお伺いいたします。 

 ８月26日、内灘町震災訓練が行われました

が、次のようなことが行われていたかどうか。

ひとり暮らしの高齢者の方や、日常生活にお

いては返事を必要とする高齢者世帯の方々や、

また孤独死防止など、これらのことが大規模

災害が発生した場合、いち早く、どこに誰が

住んでいるかなどの細やかな情報を持つ地域

の人たちがお互いに協力し合うことで被害を

最小限に食いとめなければならない。災害時

においてそれらの方々を援護、支援をする状

況を得る。また、内灘町地域福祉活動計画住

民座談会、いわゆるこれでございます。これ

には「避難場所へのルートがわからない」、

また「家族に災害時救助希望要援護者台帳に

登録している者が、訓練のときに声がかかっ

たことがない。本当に助けてもらえるのか心

配である」ということがこれに載っておりま

す。 

 2008年（平成20年）に国が打ち出した自然

災害の「犠牲者ゼロ」を目指すための総合プ

ランに基づき、要援護者の避難計画を市町村

ごとにつくるよう働きかけているということ

を国が出しています。これについて、内灘町

がつくった内灘町災害時要援護者支援プラン

は2009年（平成21年）につくっている。国の

１年後になるわけですが、それが国の言うと

おりになっているのか。そのためには、災害

時に自力で避難が難しい高齢者の方々のため

に全員の日ごろ訓練が必要です。今、内灘町

ではその訓練ができるのかお伺いをいたしま

す。 

 次に、内灘町災害時要援護者支援プラン、

これでございます。この第４章、避難所等に

おける支援体制、災害時要援護者対象者リス

トについて平成24年７月６日付の報道であっ

たことなんですが、名簿は個別計画を策定す

るために必要で、名簿のデータを民生委員や

町会長、消防団などに提供し、要援護者の安

否確認や避難をサポートする人の割り振りを

決める。県内では、個別計画まで策定し終え

たのは内灘町を含め５市町にとどまるとなっ

ております。 

 この報道で内灘町も名簿のデータを民生委

員や町内会、消防団などに提供しているとな

っているのはどうでしょうか。お伺いをいた

します。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 渡辺議員の一般質

問にお答えしたいと思います。 

 私からは、町長の２期目の成果と３期目の

決意はということにお答えをしたいと思いま

す。 

 平成17年の２月に町長に就任をし、平成21

年の２月に再任を果たし、間もなく２期目の

任期も満了を迎えることになります。この間、

議会を初め町民の皆さんの温かいご支援とご

協力を賜りながら、私は公約の実現に向けて

全力で取り組んでまいりました。本席をおか

りしまして、議会並びに町民の皆様の温かい

ご支援に心からお礼を申し上げたいと思いま

す。本当にありがとうございました。 

 １期目の町長選で私が最大のテーマとして

掲げたのは「開かれた町政」であります。町
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政と町民の距離を縮め、クリーンで開かれた

町政を目指し、情報公開や住民の皆さんに積

極的に町政に参加していただく仕組みづくり

から始めました。 

 ２期目には「暮らしやすさナンバーワンへ

…協働で誇りのもてるまちづくり」を掲げ、

町民の皆様に再びご支持を賜りました。町民

の皆様とお約束をいたしました公約につきま

しては、その実現に向けて鋭意取り組み、議

会と町民の皆様のご理解、ご支援によって多

くの施策を実現することができました。特に

子育てや教育環境につきましては県下に誇れ

る町であると思っております。詳細はマニフ

ェストに沿って検証し、改めてお示しをした

いと思います。 

 しかしながら、議員ご指摘のとおり、道半

ばのものや実現できていないのもございます。 

 中学校２校化につきましては、旧校舎の耐

震大規模改修を優先し、今後、生徒数の推移

を見ながら引き続き２校化のための義務教育

施設整備基金の充実に努めてまいります。さ

らに、まちづくり基本条例につきましては、

再度時間をかけまして議論をし皆様の理解を

得られるよう努めたいと思っています。また、

東日本大震災を経験し、町民の安全・安心を

何よりも優先すべきと考えています。町財政

も危機的状況から回避はいたしましたが、改

革は道半ばでこれからが正念場でございます。

さらに、超高齢化社会を迎え、新たな行政課

題も山積をしております。 

 今こそ町民生活を守り、町民の皆様が安心

して暮らせるまちづくりを構築していく極め

て大切なときであります。このようなときに

町民の皆様のご支持が得られるならば、引き

続き町政を担当させていただき、全力で町政

運営に奮闘する覚悟であります。 

 ただし、私は町長の多選には反対であり、

これまでも町長任期は３期までと考えてまい

りました。よって、次の３期を決意する当た

っては私の町政総仕上げの任期と位置づけて、

２期目の「暮らしやすさナンバーワンへ…協

働で誇りのもてるまちづくり」をさらに推し

進め、「町民が幸せを実感できるまち」の実

現に全身全霊をかけて奮闘する決意でありま

す。 

 その思いについて述べさせていただきます。 

 昨年の東日本大震災は日本人に大きな衝撃

と不安を与えました。特に日常生活が一瞬の

うちに暗転する姿を目の当たりにした心理的

衝撃と不安によりまして、幸せとは何かとい

う価値観や人生観が大きく変わった人がたく

さんいます。また、こうした中で人と人との

きずなや連帯感の重要性が再認識されており

ます。 

 昨年我が国を訪れたブータン国王の心温ま

る言葉の数々に私は大きな感動を覚えました。

ブータン王国は、国民の心理的幸福を指標と

する「国民総幸福量」を重視する国でありま

す。ブータン国民の95％が幸せと感じていま

す。ブータンの国民は何を重視しているのか。

それは、お金やものではなく、身近な人間関

係を大切にし深い信頼関係を築くこと。いわ

ば地域が一つの家族のように支え合っている

そうであります。日本とブータンとでは幸せ

の指標が違って当然でありますが、共感する

ことや学ぶべき多くの考え方や施策がありま

す。私も町民生活を守る責任者として、町民

の誰もが幸せと感じてもらえるまちづくりを

進めてまいりたいと思っております。 

 ことしは、町制施行50周年、内灘闘争60周

年の輝かしい節目の年であります。議会の皆

様、町民の皆様とともにふるさと内灘の未来

を見据え、しっかりと将来像を議論をし、と

もに知恵を出し合い、力を合わせて新しいま

ちづくりを進めたいと思っております。 

 さらに、今取り組み始めました三菱総合研

究所との人がいつまでも輝き続けられる新し

いまちづくりモデルのプラチナ社会構想や、

東京大学大学院との生涯学習をテーマに高齢

社会、住民自治、多世代交流など、新たな社
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会に対応したまちづくりのあり方を検討し、

構築をしてまいりたいと思います。そして、

この内灘町で町民の皆様が安心して年を重ね、

生きがいを持って幸せに暮らせる内灘町の実

現を目指し、全力を傾注する決意であります。 

 マニフェストは改めてお示しいたしますの

で、皆様のご支援を賜りますように心からお

願いいたしまして、私の答弁にさせていただ

きます。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 私からは、２つ

目のご質問にお答えをいたします。 

 ２つ目のご質問は、災害時における要援護

者の避難の件であります。 

 国が平成20年に示した自然災害の「犠牲者

ゼロ」を目指すための総合プランの中に、地

域のきずなでお年寄りや障害を持った方を守

る災害時要援護者対策の推進があり、市町村

において避難支援プランが策定されるよう促

進するとされております。 

 本町においては、このような国の基本的な

考え方を踏まえ、各種関係団体の代表者によ

る内灘町災害時要援護者支援プラン策定委員

会を設置し、国の指針に沿った仕組みの支援

プランを平成21年２月に策定しております。 

 議員ご指摘の避難訓練の実施につきまして

は、現状では、個人情報の開示や本人の意思

などを確認できておりませんので全員を対象

とした訓練は困難であります。事前にそうし

た点にご本人の了解を得られるようであれば、

了解を得られた方々の訓練については可能か

と思われます。 

 また、本町における要援護者対象者は、65

歳以上のひとり暮らしの方、要介護、要支援

の認定者並びに重度の身体、療養等の障害者

手帳をお持ちの方でおよそ1,700名おいでに

なり、その名簿は町で一括管理、保管をいた

しております。そのうち、災害時に共助を希

望され、自主防災組織などに個人情報を事前

にお渡しすることを了解いただいた方は全体

の約４割の方々であります。その名簿は、住

宅地図とともに、各自主防災組織代表者２名

と民生児童委員に限定しお渡しをいたしてお

ります。 

 消防団につきましては、地域住民の安全を

守る第一線の活動機関として、災害時につき

ましては全体にわたった対応をしていただく

ことになりますのでお渡しはいたしておりま

せん。 

 今後とも、地域の皆様による共助の考え方

の大切さを伝えるとともに、本町の避難支援

体制の仕組みについてさらに検討をしてまい

りたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長【夷藤満君】 渡辺議員。 

○12番【渡辺旺君】 １番目のやつには、町

長は引き続きやりたいということでございま

すが、道半ばのものがございます。そういう

ものは検証してもらうと。そして多選には反

対であるということ、これは最初から言われ

ていることでありまして、３期目に向かって

集大成のつもりでしっかりと頑張ってやって

ください。 

 次、２番目のことで、今までのことは行政

や特定団体のみに任されるものではなく、地

域全体として取り組む。そして安全・安心し

て住みよいまちづくりに、向こう三軒両隣を

基本姿勢にして行わねばならない。内灘町以

外の４町、４市、先ほど言いました内灘町以

外４市ございますが、４市のところでいい方

法がありましたらひとつ、後でいいですから

教えていただきたいと思います。 

 以上で終わります。 

○議長【夷藤満君】 ４番、生田勇人議員。 

   〔４番 生田勇人君 登壇〕 

○４番【生田勇人君】 議席番号４番、生田

勇人です。 

 平成24年第３回定例会におきまして一般質
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問の機会を得ましたので、通告内容に従い、

一問一答方式にて質問をします。町長初め執

行部におかれましては、明快なる答弁をお願

いいたします。 

 今回はというか、今回もなんですけど、私

よく北部地区の質問をしますもんで、北部地

区開発全般に関して質問をいたしたいと思い

ます。 

 サンセットブリッジ架橋の完成と白帄台団

地造成工事により北部地区の人口は増加、現

在では白帄台保育園が児童増加に伴う増築や

小学校建設が取りざたされております。白帄

台の人口増加と整備発展、これは団地造成計

画当初よりの願いであり、望ましいことだと

思っております。 

 しかし、旧来からあるその他の北部地区の

現状はどうか。北部地区住民は、北部開発、

そして南北均衡を図る第１ステージとしてこ

の２つの事業に期待し、汗を流し、一生懸命

取り組んできました。それは、その後につな

がるであろう第２ステージ、第３ステージと

いった計画が北部全体に広げていってもらえ

る、その夢があったからであります。北部地

区を中心に数々の計画が出ては消え、消えて

は出ての繰り返しとなっており、数々の変更

の中、北部開発第２ステージへの計画性は見

られず、新住民は混乱し、停滞する北部開発

に旧来からの住民の間には町に対する失望感

が漂っております。 

 まずは、この２つの事業完了は北部開発事

業完了ではないことの意識統一と再認識が必

要だと思います。 

 そこでまず、白帄台地区に関して質問をし

ます。 

 中央の商業施設用地、かつてはブライダル、

人工透析施設や、近年はプローポーザル事業

による食品や日用雑貨店舗の計画が浮かんで

は消えていきましたが、今現在、商業誘致の

進捗状況はどうなっているのか。商業誘致折

衝はしているのかをまずお聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 山田吉弘都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 商業

誘致の進捗状況についてお答えいたします。 

 昨年より、地元食品スーパーを中心にいた

しまして積極的に交渉を続けております。ま

た、本年３月には、誘致するための優遇措置

として内灘町白帄台地区商業施設誘致促進条

例も制定いたしております。 

 しかしながら、現在誘致に至っていない状

況でありまして、引き続き誘致交渉を続けて

まいりたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 引き続き誘致に当た

っているということでございますが、今まで

も計画が何個かあったわけでございます。そ

れが実現することなく、今、セブン－イレブ

ンというコンビニエンスストアが一つあるだ

けでございますが、日用雑貨とか食品という

ものがやっぱり住民の願いやと思っておるわ

けなんですけど、今まで誘致するに当たって

なかなか進まなかったということで、誘致す

るには何が必要な条件だと町のほうでは捉え

ているのか、教えていただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 事業

者との誘致交渉に当たりましては、地代、税

の減免、売上保証など、いろいろな要望を聞

きながら行っております。 

 進出できない理由につきましては各事業者

でいろいろとございますが、基本的には商圏

人口が尐なく売上高が見込めないというのが

原因です。さらなる白帄台の人口増加策が必

要であると考えております。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 商圏人口、これは今

1,050区画の団地の中で400尐し強が団地が住
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宅地として埋まっているという考えで、残り

半分ぐらい。これ埋まるには、今のところ１

年に100棟ぐらい、町の施策もあってふえてい

っておると思うんですけど、そういった場合

にやっぱりうまくいって五、六年ぐらいでこ

の団地は、本当にうまくいけば埋まるんじゃ

ないかと。 

 でもその埋まる以前に、今までそういった

形で人口だけ、商圏に人口が尐ないというの

が一番なんですけど、私はほかの理由で、一

つはインフラ整備、道路網の整備ですわね。

そういうものがやっぱり大切やと思います。 

 今までのそういった失敗というか、誘致が

できなかったという過去の事業提案の反省と

か原因の究明がおろそかになっているのでは

ないか。発案と方法論、そして説明責任と合

意実行のプロセスがディベロッパーやコンサ

ルタントなど他人任せにはなっていないのか

という声を、そう感じるという町民の声も多

く聞きますが、行政サイドは今まで誘致でき

なかった総括とかそういったものを、真剣に

そういうふうなものに取り組んでいるのかお

聞きしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 誘致

関係の動きが見えなくてどういうふうな考え

方でやっておるかというような質問だと思う

んですけれども、今、現状では委託業者に任

せたりするのじゃなくて、直接私のほうで地

元のスーパーを中心に行っております。 

 その際に、なぜ出られないかということの

質問とかしたり、その原因について向こうの

業者の情報とかを確認した結果、今このよう

に商圏人口が基本的に尐ないというお答えを

したところです。 

 今いろいろな業者と交渉しておるんですけ

れども、その業者の中では、今現状は出られ

ないけれども今後まだ交渉は続けていくとい

う話もございますので、今人口が当然毎年90

から100ほどふえているところでございます

ので、毎年毎年その状況に合わせて、その業

者とは引き続き交渉を続けていきたいという

ふうに考えております。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 続きまして、自然エ

ネルギー事業、メガソーラーについてお聞き

したいと思います。 

 太陽光発電については、福島の原発事故を

機に自然エネルギーへの機運が高まり、政府

も推進するということでキロワット当たり42

円を買い取り価格と決定し、日本全国でたく

さんの企業がこの政府決定をビジネスとして

捉え参入しております。 

 いずれにせよ、安心・安全なエネルギーの

普及拡大には多いに賛同するものであります

が、現在町が町有地である山林を貸すことと

して進めている台湾企業との大規模太陽光発

電（メガソーラー）事業について、その位置

ですが、ここは以前アウトレットモールの計

画地として都市計画マスタープラン案におい

て、かつて商業用地と位置づけがあった場所

であります。 

 そのアウトレットモール、前回か前々回で

したか、一般質問でまだこの事業は生きてい

るという答弁がございました。そんな大事な

位置にメガソーラーを持ってきて、この生き

ていると言ったアウトレットモールは現在ど

の位置で計画しているのか、構想があるのか

をお聞きしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 アウ

トレットモールの計画位置についてお答えい

たします。 

 現在、平成10年度に策定いたしました都市

計画マスタープランの土地利用計画について

見直しを行っております。平成22年６月11日
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の環境開発対策特別委員会では、土地利用計

画に白帄台以北にアウトレット等を誘致する

商業用地を表示しておりました。その後再度

見直しを行いまして、平成23年６月15日の議

会全員協議会では、白帄台以北の商業用地に

ついては土地利用計画に位置を定めず、市街

地の整備方針の中で内灘町全域を対象として

「賑わいを創出する魅力的な新市街地」とし

て表現することに変更すると説明いたしてお

ります。 

 したがいまして、アウトレットについて話

が進捗した段階で、その位置について検討す

ることとなるものでございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 今現在、このメガソ

ーラーが白帄台のすぐ横ということで、この

位置で進めて計画しておられるということは

報告も受けておりますし、わかるんですけれ

ども、平成21年に将来土地利用の考え方とし

て北部開発促進協議会に提出された資料を見

てもここは防風・砂防林保全エリアとなって

おりまして、保安林には指定されていないも

のの、100メーター防風林の通称で農地や家屋

を昔から風や砂から守ってきた大切な防風林

でもあります。 

 自然環境を破壊しての自然エネルギー事業

というのも尐し違和感を感じておるわけでご

ざいますが、この大切な畑や家屋を守ってき

たという代替施設は現在どのように考えてお

られるのかお聞きいたします。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 メガ

ソーラーを計画するに当たりまして、当然防

風林ということで、私のほうも検討するに当

たりまして自然の環境を破壊するんではない

かと心配もしておりました。 

 しかしながら、今現在、自然エネルギー、

再生エネルギーの推進ということは国等の大

きな目標になっております。そのため、林地

開発等、そういうところでの計画も可能にな

ったというわけでございます。 

 メガソーラーの計画高は現在46メートルを

予定しております。これは白帄台地区よりも

５メートル程度高くなっているものですし、

メガソーラーを整備するに当たりまして、林

地開発の基準に沿った造成緑地の整備及び２

メートルの防護柵の設置により対応したいと

いうふうに考えております。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 造成緑地や防護柵で

対応がとれるということでございましたので、

これについてはほんでわかりました。 

 次に、町有地を貸し出すならば、さきにも

述べた多くの国内企業がこの太陽光事業に参

入がある中、その参入が多いと、みんなやっ

ぱりそこに参入したがっておるということは、

それだけ利益を生み出すことがまず第一に見

てとれるんじゃないかと思います。 

 内灘町にとって固定資産税や事業税、地代

収入がメリットというのであれば、独自でこ

の同規模の施設を整備した場合に売電収入や、

20年という借地期間でありますから20年収支

のメリットと比較検討をされたのかどうか。

単独事業、または住民出資での事業を計画す

る自治体も出てきております。町では町有地

を使うのならそういう考えはなかったのか、

お聞きしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 この

事業を町主体で行うには土地の整備費やパネ

ル設置費など、初年度に多額の事業費が必要

となります。町の現在の財政状況では、これ

らの費用を単独で捻出するのは難しいと考え

ます。 

 また、再生可能エネルギーの買い取り価格

が決定いたしましたのは平成24年の７月であ
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り、この買い取り価格の事業を行うのであれ

ば平成24年度中に北陸電力との契約をしなけ

ればならないという時間的な制約もございま

す。また、事業者からの町への提案の中で地

代や税を考慮すれば町に対してのメリットが

大きいため、費用面、事業のスピード面もあ

わせて検討した結果、今年度はこの事業につ

いては民間でやるべきというふうに判断いた

しました。 

 したがいまして、町単独事業での事業費は

試算しておりませんが、一般的に言えば、民

間が今回提案しました事業費と同程度もしく

はそれ以上に必要になるものと考えます。 

 なお、今回のメガソーラー事業が成功した

場合には、来年度以降、再生可能エネルギー

の固定買取制度を活用した事業を町主体や住

民出資で実施できるかの検討は可能かという

ふうに考えております。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 また、今のは当初よ

り１企業と交渉して合意を交わしたわけでご

ざいますが、町有地というやっぱり観点から

したら、時間的なものもあると思うんですけ

ど、公募が当たり前と考えるんです。なぜ公

募しなかったと言ったら、今言われたんで、

時間的な問題やらそんなもんがあるって聞い

ておったんですけど、国内企業では、例えば

新築住宅の屋根を、１軒の屋根を貸してくだ

さいと言ってまでという事業を展開しておる

んです。 

 公募すれば、やっぱり町としても透明性が

あって、町にとっても地代や何やらでよりよ

い条件で事業を進めれたと思うんですけど、

これについて尐し考えをお聞きしたいと思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 まず、

なぜ公募しなかったのかということですけれ

ども、町には現在、企業を誘致できる町有地

というのは白帄台の商業施設用地しかござい

ません。町として誘致する土地に対し公募す

ることは必要であるというふうに考えますが、

今回の場合は、民間の事業者が町有山林を活

用して事業者が整備する提案を行ったもので

あります。町としては企業誘致の一環という

ふうに捉え、計画の概要については、その関

係につきまして、３月からその都度議会に報

告しながら説明し進めてまいったものでござ

います。 

 また、今年度の再生可能エネルギーの固定

買取制度の活用の場合は、先ほども言いまし

たように時間的な制約があり、もし公募を実

施する場合は平成24年度中の事業化はできな

いと思います。先ほど言いましたように、来

年度以降についてはそういう検討はできると

いうふうには考えております。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 今私が何件か申し上

げた、聞きました点は、メガソーラー事業の

疑問点ということで近隣住民から私のもとに

寄せられておる疑問点のごく一部なわけであ

ります。そのほかに、北部地区がメガソーラ

ーによって分断されて以北のほうに開発が進

んで行かないんじゃないかなどの多くの不安

の声が上がっておる現状であります。 

 隣地地権者には説明会を実施したというこ

とは伺っておるんですけれども、しかしなが

ら、企業誘致という観点というのはわかりま

すが、やはり町民の不安というか、町民から

後ろ指を指されないような町政運営を望むも

のとして、この疑問や不安に応えるべく近隣

住民や地元を交えた説明会の開催が必要であ

ると強く求めるものでありますが、ここの考

えをお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 事業
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者による報道発表が７月に行われまして、現

在、各種手続を行っているところです。全て

が確定した段階で、このメガソーラーの計画

につきましては広報等で住民の皆様に周知い

たしたいと思っていますし、北部開発促進協

議会につきましては、この事業をやるときに、

議会からもそこにはきちっと話をしておくよ

うにという指摘もございました。そのため、

５月２日に役員会のほうで説明した関係もご

ざいます。ですから北部開発促進協議会から

要望があれば、私ども出向きまして説明会を

いたしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 北部開発促進協議会

のその５月２日の役員会に私も出席したんで

すけど、その場でも役員会ということで五、

六人ですか、そういった形でおったんですけ

ど、やっぱり相手がありきということで、そ

の後にやった総会にはかけんかったというこ

とでやっぱり説明不足というものが指摘され

ております。 

 今、北部促進協議会には、要望があれば説

明に行くということなんですけど、私やっぱ

り思うところとして、あくまで近隣住民の説

明会は周知したということで行わないという

ことで今言われたんですけど、私のほうでそ

ういう判断をしてもよろしいですかね。 

○議長【夷藤満君】 山田都市整備部担当部

長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 今ほ

ど言いましたとおり、地元というのは、今回

の事業につきましては公共事業でもございま

せんし、付近の住民の方とは境界を出すとき

の際に説明を、その日来られた方には私ども

も参加して話をしながら進めていったところ

でございます。 

 それで、ただ、北部開発促進協議会、北部

の開発に関してこの場所についてどうかとい

う検討は必要ですので、その際に説明はきち

っとしなければいけないということで北部開

発促進協議会を対象に説明会をしたいという

ことで、仮に地元でいろいろなところから要

望があれば、宮坂地区、西荒屋地区、これは

向粟崎地区と同じようなことになりますので、

そこら辺の説明につきましては広報等で十分

に周知したいと、そういう意味でございます

ので北部開発促進協議会を対象に行いたいと

いうことでございます。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 それでは、次に移り

ます。 

 現在、能登有料道路の無料化は決定の事実

でございます。 

 白帄台インターは住民の賛否両論もあり今

凍結状態でありますが、この有料道路が無料

になるとその経済効果ははかり知れない。北

部地区にも数カ所のインターが必要であると

私はもともと考えております。しかし、今言

いました事情により現在は見合わせるという

考えならば、まずは幹線道路の整備促進が重

要ではないかというふうに考えます。 

 今定例会にも町道幹８号宮坂西荒屋線の改

良が提案されております。これは道路舗装の

更新のみと聞いております。予算は4,100万円

ということで。 

 私は一般質問で、議員になって当初よりこ

の区間とあわせ、連絡する県道西荒屋高松線

の拡幅、高低差の解消、直線化をかほく市と

の重要なアクセス道路としての観点から訴え

てまいりました。 

 町道幹８号の県道昇格も含めて、現在、こ

の町道舗装更新区間、この崖側は西荒屋地区

土砂災害警戒区域や土砂災害特別警戒区域と

して石川県より指定を受けたところでござい

ます。この指定を受ける以前より安定勾配の

不足ということで危険が懸念されており、今

般指定されたことにより、のり尻の住民に危

険が認知され不安が広がっております。 

 あすまたこの質問を専門的にされる議員の
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方もおいでますので深くは申しませんが、な

ぜ以前より何度となく何人もの議員が質問を

してきたにもかかわらず、ここへ来て老朽化

の舗装改良のみなのか。 

 崖地への不安、家を建てかえたくても強固

な擁壁や外壁にしなければ建てかえできずに

よそへ移っていかれる住民も出てきていると

伺いました。ほとんどの北部地区の崖地がこ

の危険区域に指定されており、この問題解決

に乗り出さなければ、旧来からある地区の人

口の減尐に拍車がかかるのではないか、そう

思うところでございます。 

 舗装更新は社会資本整備交付金をもって行

われるため、工事完了後３年間は改良に着手

できないこととなっているようであります。

地元の希望は、のり尻に物すごく高い擁壁設

置より安定勾配の確保だということも伺って

おります。その安定勾配を確保するとき、こ

の町道幹８号は必ずずらさなければならず、

拡幅、高低差の解消、直線化も求められてく

るはずであります。 

 なぜ指定された時点で地元と協議し、町道

幹８号線を含めた危険崖地の改良に着手せず、

今舗装の更新だけなのか。あわせて、今後こ

の問題に対してどのような対策、方針を持っ

ているのかをお聞きしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今ほどの質

問にお答えします。 

 町道幹８号宮坂西荒屋線は、かほく市と内

灘町を結ぶ地域間連絡道路として、朝夕の通

勤時には多くの通過交通がある道路でござい

ます。 

 これまで部分補修で応急処置を行ってきた

わけでありますが、長年の経年务化により舗

装クラックも無数に入っており幹線道路とし

てこのままでは管理できないと判断し、今９

月議会で補正をお願いするものでございます。 

 町としても次の３つの検討を行い、実施に

踏み切った次第でございます。 

 １点目としまして、県道昇格要望を出して

いることとの関係につきましては、来年度か

ら能登有料道路が無料化されることに伴い交

通量の推移を見守った上で、今後も県道昇格

につきましては要望を続けていきたい。 

 ２点目として、崖地の土砂災害特別警戒区

域対策工事としては待ち受け擁壁工事が最も

安価であると思われることから、事業化され

た場合でも今回工事には影響されないという

ことが２点目です。 

 ３点目、北部地区の開発計画の中で道路の

振りかえ計画があった場合でも、計画から実

施までは相当の年月を要すること。 

 以上のことから、道路管理者としまして今

回舗装打ちかえ更新をお願いするものでござ

います。 

 それから、今後の計画、考えがあれば示し

てほしいということでございますけど、この

道路に隣接します西荒屋地区の土砂災害特別

警戒区域の検討につきましては、事業化して

いく場合、地元区会、地権者、石川県など関

係者と調整協議が必要であります。今後、住

民の方々の安心・安全のために関係機関と協

議を進めてまいりたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 どうもありがとうご

ざいます。 

 今、１、２、３番ということで答弁いただ

いたんですけど、まずこの県道昇格、交通量

の推移を見てというのは、やはり今から能登

有料道路が無料化になってここは何もせんか

ったら交通量が減るがに決まっておると思う

んですよ。それをやっぱりこの道路を整備し

てアクセス道路としてかほく市からの流れを

呼び込んでこないと、先ほど言いました白帄

台の商業地に関しましてもそういったもので

内灘町が伸びてこないと、そういうふうに私

は感じます。 

 この２番の崖地の、今一番安価なのがこの
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擁壁やという点でありますけど、やはり地元

の意見もよく聞いて、地元は擁壁じゃなくて

安定勾配をとってほしいという声も私さっき

言いましたけど、聞いておるんで、そこら辺

の考えもやっぱり示していっていただきたい。 

 ３番目、道路の振りかえに長い時間がかか

るというのは、こういう計画を、今やっぱり

地元の人たちもあと１年、２年でうち建てか

えするかとかそういう将来的計画を持ってお

る方も中にはおいでると思うんです。その方

たちの計画もあるでしょうから、一刻も早く

こういったものに関しては地元で説明会、さ

っきから説明会、説明会ばっかりですけど、

説明会というものを開いて住民の将来計画に

合わせた計画をつくっていかないとだめだと

思いますんで、またひとつよろしくお願いし

ます。 

 次も道路関係でお聞きしたいと思います。 

 北部地区に消防署が白帄台の隣の、地番は

宮坂地区になるんですか、そこへ移転される

わけでございますけれども、やっぱり住民の

生命、財産、そして安心・安全のためには、

ここに消防署が移転されても１分１秒でも速

く現場にたどり着くのが使命だと認識してお

ります。 

 ご存じのように、宮坂北線は白帄台団地造

成の中で都市計画決定を受けた道路ですが、

いまだに未整備となっており、その整備がい

つになるかわからないとも言われております。

北線整備により住民の生命、財産を守る効果

は図り得ないほど重要であるものと考えてお

ります。 

 この宮坂北線、そして宮坂17号線の西荒屋

延伸あわせてどう考えているのか。団地造成

時、図面には北線のちゃんとした図面があっ

たわけなんですけど、今はやっぱり住民の皆

さんからは「わしら生きておるうちに整備さ

れっかな」とか「何十年後になるかわからん

な」とか、そういう声も聞こえてきておりま

すので、これまでの、今は進捗が見られない

んですけど、整備計画や進捗、進展する方向

性はないのでしょうか。お聞きしたいと思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 宮坂南線に

つきましては、平成20年７月に白帄台地区と

宮坂地区を結ぶ連絡道路として供用開始し、

利用が図られておる状態であります。 

 宮坂北線につきましては、白帄台地区の定

住促進の状況や当該道路と隣接します幹８号

宮坂西荒屋線及び幹12号宮坂南線の交通利用

状況の推移を踏まえますと、いましばらく事

業化については検討してまいりたいと考えて

おります。 

 また、宮坂17号線の延伸についてでござい

ますけど、道路用地の寄附採納が前提で、こ

の道路はございます。地権者の同意が得られ

道路用地が確保できれば事業化したいと考え

ております。 

 いずれにしましても、道路整備事業におき

ましては地元地区や地権者の同意、協力がな

ければ事業化は難しいものであります。事業

整備に当たりましては、関係各位のご協力を

よろしくお願いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 何というか、なかな

か納得いくような答弁でもないんですけど、

これが進捗していってほしいという願いもあ

りますし、やっぱり住民の生命、財産を守る

観点から一刻も早く整備されることを望んで

おります。 

 まだまだ北部地区全般に関して質問したい

ことはたくさんあるんですが、しかし根本は、

先ほども冒頭でも言いましたサンセットブリ

ッジや白帄台完成後、全く北部地区へのビジ

ョンや計画性が見られないということであり、

今年度制定される都市計画マスタープランも、

ややもすればこれまでどおり計画性のないも

のに仕上がるのではないかと危惧するところ
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であります。 

 市街化調整を外し税収を上げるだとか、コ

ンパクトタウン推進のためにこれ以上の人口

増加は必要なく、現在の規模でやっていくの

が一番いいんではないかとの声も聞こえます。 

 しかしながら、こんなことで近隣自治体と

の厳しい地域間競争に勝ち残っていけるのか。

現在、北部地区に限らず、内灘町にもともと

あった地域の人口減尐が問題となっておりま

すが、これまでの計画性のなさは、旧来から

ある地域おいて人口減尐により活力、伝統文

化を失う害そのものとなっておると私は感じ

ます。 

 市街化調整を外し税収を上げる、それは町

が生き残っていく上でいずれは避けては通れ

ないことかもしれません。そのためには市街

化計画図などきちっとしたインフラ整備や土

地利用計画を住民の声をよく聞き、時系列で

示し、活力を与えるような計画を、短期的視

野とかそのときそのときの目先の対処ではな

く、たとえ時の町長がどなたであろうと、北

部地区に活力を与え、北部住民がこれまで期

待してきた第２ステージ、第３ステージへと

中長期的に着実に進む基本計画が必要である

と感じております。 

 それが今後の町全体の活力、発展につなが

ると信じている一人として、また近年の北部

地区に対する計画性のなさに混乱した住民と

して私のほうから質問しますので、町長の考

えをお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 生田議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 冒頭からもお話があって締めにもお話があ

りましたけど、北部地区における町の大型事

業ということで内灘大橋があって、そして白

帄台団地というものが生まれたと。これで終

わったんでないということをおっしゃいまし

たけど、その気持ちは私も一緒だと思うんで

す。私も何遍も宮坂のタウンミーティングに

行ったり諸集会も出たりしてきたけれども、

そこには私たちはこれから北部の時代やとい

うことも言ってまいりました。 

 そしてその宮坂の当面する開発行為につい

てそのお力添えをしてきたつもりですけれど

も、しかしながら、そのことが全体として、

北部地区がこれから北部地区やというふうに

なっているかどうかといえば、残念ですけれ

どもそうなっていないという、そんな意味で

は我々に対しての批判というのは当然だとい

うふうに思うんです。だからこそ、私はその

弱点をしっかりと見詰めてこれまでの中身を

総括して、新たな北部開発に向けた取り組み

を考えないかんというふうに思っているんで

すが。 

 これまでも、先ほども申されましたけれど

も、出ては消え、消えては出るという話で幾

多となくいろんな企業誘致や、そしていろん

な開発行為についてお願いをしてきました。

話はあるんですが、最終的にはやっぱり話が

まとまらないということが随分あって、今ほ

どのご批判につながるんだろうと思うんです

けど、そんな意味ではちょうどこのときの経

済環境の問題やら、今までも答えたように経

済的な環境がなかなか難しいという、そんな

状況、そして商圏が限られているという、そ

の中でやっぱり厳しい取り組みを強いられて

いるのかな、こんなふうに思っているわけで

ありますし。 

 白帄台について言えば、一日も早く、せめ

て半分にしようということで、さっきも言い

ましたけど、定住奨励金も来年まで延ばしま

したけど、もう尐し延ばさんなんというとき

が来るかと思うんですが、そんな思いも込め

てやらないかんというふうに思っていますし、

保育園を増設をし、そして小学校も今頑張っ

て建設をしようと、それが定住の一つの目玉

になればというふうに思っているところでご

ざいます。 
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 その意味で、メガソーラーはある意味でそ

のきっかけかなと。単体で見て、それがとい

うふうに思うかもしれませんけど、そのこと

が一つその扉を開くという、そんなことにな

ってもらえばいいかなと思っているんです。 

 ３・11の大災害がありました。そして南海

トラフの話があって、今太平洋側にある企業

の本社機能を日本海側に移そうという、その

動きが随分出てきました。新聞報道でもそん

な話が出るわけですね。そんな人たちに可能

性を与える土地というのは我々のところにな

いのかということをもう一遍やっぱり我々が

点検しなかったらいかんというふうに思って

いるんですね。 

 それとか、金沢港の荷物のコンテナの量か

らしたら日本の港では２番目だというふうに、

それくらいうんと伸びてきました。それは、

それを起爆剤にした形でそれを利用する、金

沢港を利用して外国へ貿易をするという会社

も出てくるんではないかという、そんな町の

将来的にも、我々にも望みがあるような話も

あるというふうに思っています。だけどそれ

はお互いにそんな気持ちを一つにしなかった

らだめなわけですから、ぜひここは生田議員

にその地元の議員として先頭になって頑張っ

てやってほしいというふうに思うんですね。 

 先般、北部開発促進協議会の中で、西荒屋

地区から開発促進事項の一つの意見というこ

とで出された資料を私見させてもらいました。

今言われた話が幾つか出ているんですけど、

このように西荒屋としてはこんなことを北部

開発で考えているんだと、同じように宮坂地

区ではこんなことを考えているんだと、そし

て室地区ではこんなことを考えているんだと、

白帄台ではこんなことを考えているんだと、

そんなことをトータルにお互いにまとめ合え

て、町ももちろんそこの中へ入って、そして

将来の北部についてはこんな開発計画を持っ

ていこうやないかということで決められれば

いいなと、そんな思いでいっぱいなんであり

ます。 

 ぜひとも、厳しい状況でありますが、お互

いに知恵を出し合って北部がきらりと光るよ

うに頑張りたいと、こんなことを、決意みた

いになったんですが、申し上げて答弁にした

いと思います。 

○議長【夷藤満君】 生田議員。 

○４番【生田勇人君】 今、町長からの決意

のようなお言葉もございましたけど、今、北

部地区に限らず、町というのはそんなお金も

ないんでしょうけど、やっぱり鶏が先か卵が

先かというんで、企業が来たいときにその場

所が整備されてなかったら時は金なりみたい

もんで、すぐにできんかったら銀行も手引い

てぱっと企業もどこか行ってしまうような、

今からそんな整備しておったら遅いという、

そういう形の時代で、やっぱり石川県とかに

も各自治体が工業団地やら商業団地をつくっ

てそれを県なりに登録して石川県に進出して

きたい企業に対してアピールするという、そ

ういう施策が各自治体でとられているところ

も結構ありました。私ちょっと見にいったと

きもあるんですけど。 

 そういったことをやっぱり今後、場当たり

的じゃなくてきちっとした中長期的な計画を

持ってやっていってほしいし、今町長も言わ

れました北部開発促進協議会というものが今

やっと夢と希望を持って各地区の計画を持っ

て集まり出したもんで、それで私どもも尐し

でも夢と希望を持った計画づくりのお手伝い

をしたいなと思って頑張っていこうかなと思

っていますので、またひとつ北部開発につい

て今言われた全般的なことを受けとめていた

だいていってほしいなと思っています。 

 私の質問は以上で終わります。 

○議長【夷藤満君】 10番、清水文雄議員。 

   〔10番 清水文雄君 登壇〕 

○10番【清水文雄君】 社民クラブの清水で

ございます。 

 今ほど渡辺議員の質問に町長から３期目に
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向かって邁進するという決意表明がございま

した。ぜひとも公約の実現に向けて、まちづ

くりに向けて力強い改革奮闘をお願いをした

いというふうに思います。大きな期待をいた

しております。 

 私のほうから通告に従いまして質問をさせ

ていただくわけですけれども、その前に、先

ほど水口議員のほうからもお話がございまし

た、私たちが住むこの石川県志賀町にある志

賀原子力発電所、その北陸電力が、私ども社

民党の国会議員視察調査団の受け入れの拒否

をしたということが、皆さんもご存じのとお

りマスコミ等で明らかになっております。 

 問題なのはその理由であります。原子力推

進の立場のみ受け入れるということが、その

拒否をした理由になっているわけでございま

す。これは、皆さんもご存じのとおり、原子

力基本法の三大原則、いわゆる自主、民主、

公開、この原則を大きく逸脱している。その

精神に反するものである。公党が、ましてや

国会議員の調査活動をそんな理由によって阻

害をするということは私は許されない、そん

なふうに思うわけでございます。 

 この内灘町の八十出町長も脱原発の明言を

されているわけでございます。町長は前視察

に行かれたということですけど、今行ったら

受け入れられないということなんです。私は

そんなことが許されていいのか、まず大きく

抗議をして、そういう事実を皆さん冷静に見

ていただきたい、そんなふうに思うわけでご

ざいます。 

 そんなことを申し上げ、まず１点目の脱原

発、自然エネルギー社会へのまちづくりにつ

いてお尋ねをいたします。 

 まず、今ほど生田議員のほうからもござい

ましたメガソーラー事業についてお尋ねをい

たします。 

 昨年の３・11東日本大震災と東京電力福島

第一原発事故によって国民の意識というのは

本当に大きく変わったなと、そして原子力発

電に対する見方というのが、あるいは考え方

というのが変わってきているのが現実でござ

います。「原発はもう要らない。危険な原発

に頼る生活よりも命を大切にしたい。将来を

担う子供たちのためにも原発のない安全・安

心の社会を引き継いでいきたい」、そんな声

が大きくなっているわけでございまして、原

発ゼロの脱原発・自然エネルギー社会の実現

へというふうに国民の意識が変わっているこ

とはご存じのとおりでございます。 

 それは数字でも明らかでございまして、例

えば政府が募集した「エネルギー・環境に関

する選択肢」パブリックコメント、これにつ

いては、2030年までのエネルギー源構成で「原

発ゼロ」、そして「原発15％」あるいは「原

発25％」のうちどれかを選べということでパ

ブリックコメントを求めておりました。「即

時」も含めた「原発ゼロ」というのが９割に

も達しているわけでございます。また、将来

のエネルギー政策について意見を聞く政府の

意見聴取会では、出席希望者の７割が2030年

の原発比率ゼロに対する発言を選択し、また

討論型世論調査でも「原発ゼロ」を多数の人

が選択をしているということでございます。 

 こうした国全体の動きの中で、町として脱

原発・自然エネルギー社会へ向けたまちづく

りを推進する町長の選択というのは本当にす

ばらしいことでございまして、極めて現在の

時代にマッチをしている、そういうことでご

ざいます。 

 ８月10日に開催をした町議会の環境開発対

策特別委員会、これでこれまで総務産業建設

常任委員会で議論がされてきたメガソーラー

の建設事業、これが具体的に示されました。

このメガソーラー事業は、「エコタウンうち

なだ」というまちづくりから見ても、町民の

この計画に対する期待というのは大きいもの

があるんではないかなというふうに思ってお

ります。 

 先ほどもございましたけれども、この計画
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の進捗の状況と、この事業に対する町の実現

への決意をまずお聞きをいたしたいと思いま

す。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員からの質

問でありました脱原発・自然エネルギー社会

へのまちづくりについてというご質問でござ

います。 

 今回のメガソーラー事業におきましては、

平成24年の７月１日からスタートをいたしま

した再生可能エネルギーの固定価格買取制度

を活用したものであり、民間事業者が町有林

を整備し発電事業を行うものであります。こ

の制度は、太陽光、風力、水力、さらには地

熱、バイオマスなどの再生可能エネルギーを

社会全体で普及拡大させていくことが目的と

なっているところでございます。 

 石川県も再生可能エネルギーを推進してお

りまして、内灘町におきましても、内灘町地

域新エネルギー・省エネルギービジョンを策

定をいたしまして再生可能エネルギーの普及

に努めているところでございます。このよう

な国、県の方針に基づく事業を内灘町内にお

いて民間主体で実施をされ、またその規模に

ついても約２メガと北陸最大級であることな

どを考えますと、エコタウンを推進する町と

して大きなメリットがある事業だと考えてい

るところでございます。 

 現在、事業実施に向け各種法手続を行って

いるところでございまして、町といたしまし

ても事業実現に向け最大限の努力をしていく

所存であります。ぜひ町挙げての取り組みと

するために議会の皆様のしっかりとしたご支

援をお願いしたいと思っているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 先ほどからございま

したけれども、このメガソーラー事業、ある

意味では民間がやって町の地面を借りるとい

うことでございまして、そういう意味ではそ

ういう税収も期待をできるわけでございまし

て、町民の期待もありますし、先日開かれま

した環境開発特別委員会でも議論をされて、

議会としてもおおむね推進をしていくという

ことが確認をされているわけでございますん

で、ぜひともきちっと成功を、民間企業が来

て実施がされるよう努力をお願いをしていき

たいというふうに思います。 

 ２つ目には、再生可能エネルギー活用の計

画というのがほかにはないのかということを

お聞きをしたいと思います。 

 福岡県、九州大学応用力学研究所では、レ

ンズ風車を使った洋上浮体式複合発電ファー

ムの開発というのが現在行われていまして、

こういう風車の周りにレンズをつけて性能を、

効力を上げるというものでございます。 

 ６月27日に議会の文教福祉常任委員会で視

察に行かせていただきました。研究所では、

所長の大屋裕二教授・工学博士から、この開

発に当たって、広大な日本の水域を利用した

浮体式複合発電ファームの実現に向けた新型

高出力レンズ風車を含んだ新エネルギー開発

について、講義といいますか、お話を伺って

まいりました。 

 わかりやすく言いますと、洋上に設けた浮

体に、風力、太陽光、潮力、波力、そして浮

いている浮体を固定するアンカーケーブルに

働く張力という、こうした６つのエネルギー

源を利用した複合的な発電システムを備えた

ファームでございます。そういう意味では、

よく洋上風力なんかは漁業との関係も言われ

ているんですけれども、漁場の開発にもなっ

ていくということでございまして、以前、内

灘町にも洋上風力発電の話がございましたし、

あるいは河北潟地区のほうで風力の発電計画

が示されておりました。 

 その後、これらの計画はどのようになって

いるのか。メガソーラーのほかにそういった
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話がないのか、計画はないのかお聞きをいた

します。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 清水議員の脱原発・

自然エネルギー社会へのまちづくりという意

味で提案がありました。 

 まず最初に、町でどのような形で今取り組

もうとしているのかということについて申し

上げたいと思いますが、内灘町では、先ほど

も述べましたように、平成21年度に地域新エ

ネルギー・省エネルギービジョンを策定いた

しまして、その中で2020年度までに導入する

新エネルギーの目標を掲げているところです。 

 その導入目標は、2008年度の町のエネルギ

ー需要量に対して4.4％にするということで

ありまして、この目標に向けまして、町では

太陽光発電システムだけではなく、小形の風

力発電や太陽熱利用システムなど、エコエネ

ルギーシステム全般に補助を拡充をしながら

対応しているところでございます。また、小

中学校や道の駅など公共施設に太陽光発電設

備を設置するなど、地球温暖化防止の観点も

踏まえて積極的に新エネルギーの導入に取り

組んでいるところでございます。 

 議員ご提案のさらなる自然エネルギーの導

入につきましては、民間活力の利用も視野に

入れて、また、国の新成長戦略に示されたグ

リーン・イノベーション、いわゆる環境エネ

ルギー分野の革新がもたらす新しい技術開発

の動向を見据えながら今後検討してまいりた

いというふうに思っているところでございま

すが、今ほど清水議員から先般の文教福祉常

任委員会の視察の話をおっしゃいました。あ

わせて、最近の新聞紙上でもありますが、長

崎五島列島の椛島
かばしま

沖に浮体式洋上風力発電が、

これは２メガなんですかね、そんなことも今

試験中だという話も聞きました。そんなこと

を思ったら、ますますいろんな自然エネルギ

ー、再生可能エネルギーが私たちの目の前に

来るんだろうと思っています。そういう意味

では、できるだけ民間の皆さんに来ていただ

いてお手伝いするという形がとれればいいな

と、このように思っているところでございま

す。 

 参考にではございますが、今も清水議員か

らお話がありました、以前、民間会社が河北

潟干拓地内で風車44基を、今で言えば河北郡

市といいますか、かほく市、津幡町、内灘町

を網羅した風力発電をということでありまし

た。この計画でありますが、結果のところ、

河北郡市の話し合いがまとまらずに難しいと

いう話になって消えたということであります

し、いま一つ我々の日本海沖に風車を32基並

べようと、こんなお話でありましたが、この

ことは石川県の景観条例に、これは通ること

ができないということになりまして結果的に

断念せざるを得ないということで、せっかく

の民間の提案でありましたけれども、実現せ

ずにいたということであります。 

 この会社は、去年ですけど、７月の終わり

にちょうど自然再生法が国会で議論されるよ

というときに、先見的に見ておいでるのか知

らんけれども、こんな開発をもう一遍やりた

いんだけどどうですかという話があったとこ

ろでございますが、しかしながら、現実に景

観条例の話が解決しない限りそれは難しい話

なんですが、ぜひ県へいろんな話をしてくだ

さいという、そんな話をしたところが現状で

あります。 

 いずれにしましても、新しいエネルギーが

これからも続々と出てくるんだろうと思って

います。私たちもそんな動きを敏感に察知し

ながら、内灘町にとってふさわしい自然再生

エネルギーを誘致したらいいかなと、このよ

うに思っているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひともいろんな情

報を集めて自然エネルギーを活用した再生可
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能エネルギーを活用して安全・安心の「エコ

タウンうちなだ」を、そうしたまちづくりを

進めていっていただきたいというふうに思い

ますし、きょうも北陸電力の方が来ていらっ

しゃると思うんですけれども、ぜひとも北陸

電力のほうにも原発に頼らない自然エネルギ

ーへ、そうした開発を進めていただくよう、

行政のほうからも、町のほうからも要請なり

推進をしていっていただきたいというふうに

思っております。 

 次の質問に入らせていただきます。 

 内灘闘争60周年に当たって、幾つかの点に

ついて町の考えをお伺いをいたしたいと思い

ます。 

 ご存じのとおり、内灘闘争、1952年に日本

で最初の米軍基地反対闘争で闘われた闘争で

ありまして、あれから60年という年月がたっ

たわけでございます。現在内灘町に住んで生

きる者として、「土地は万年、金は一年」、

そのむしろ旗を掲げて闘った当時の内灘村の

先人に対して心から敬意を表していきたいと

いうふうに思います。同時に、そうした先人

たちの苦悩、苦闘の歴史を持つこの内灘町に、

現在住んで生きる者として本当にこの町に誇

りを持っている一人でございます。文字どお

り、内灘闘争というのは内灘町の財産である

というふうに思うわけでございます。 

 現在の沖縄における基地問題、そして基地

闘争を見てみますと、当時の内灘闘争と重な

る部分が多くあるんではないか、そしてダブ

らせて見ることができるんではないかな、そ

んなふうに思うわけでございます。内灘闘争

を闘い抜き、平和で安全・安心の内灘町を残

してくれた先人に心から感謝するものでござ

います。 

 一方で、内灘闘争を初めとした当時の本土

での米軍基地反対闘争が沖縄への米軍基地集

中につながったという一面も言われています。

戦争も基地もない平和な国づくりを、この内

灘町から発信をしていかなければならないと

いうふうに思うわけでございます。 

 そんな思いを込めながら質問をさせていた

だきます。 

 １つは、外国から町へいらした方に、町の

財産、町民の誇りである内灘闘争を紹介しよ

うと風と砂の館へ案内をさせていただきまし

た。しかし、現在あそこで放映されている「内

灘闘争」のＣＤというのは日本語版しかない

わけでございます。通訳の方がいらして通訳

をやったんですけれども、全然だめでした。 

 そういう意味では、北陸新幹線開業に伴う

海外からの内灘町へお越しになられた方々、

これから大いに増加するというふうに思いま

す。内灘闘争が非常によくまとめてあるあの

ＣＤ、外国語版をつくって、せめて英語、中

国、韓国ぐらいのをつくってこれからの国際

化に対応することは、内灘町が世界平和に向

けて内灘闘争を発信していくという意味で重

要だというふうに思います。 

 ＣＤの外国語版の作成をしていく考えがな

いのかお伺いをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸信也教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 清水議員の内灘

闘争ビデオの外国版作成についてお答えいた

します。 

 最近は、中国の方々を初め、多くの外国の

方々も歴史民俗資料館「風と砂の館」に訪問

されております。今後も外国の皆様が多く訪

問されることが予想されますので、歴史民俗

資料館「風と砂の館」において、内灘闘争だ

けではなく、粟崎遊園や河北潟につきまして

も外国版ＤＶＤを町職員により作成し配備し

たいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも国際化に対

応して早急に進めていただきたいと思います。 

 ２つ目には、同じくこのＣＤなんですけれ

ども、映像製造会社との著作権の関係であの
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館内だけでしか上映ができないんだというふ

うにお聞きをしたことがあるんですけれども、

やっぱりこの60年、町の財産でありシンボル

であるこの内灘闘争を、子供たちを初め町民

はもちろん、町外の方、県外の方、世界の方

に広げるためにも活用できないのかお伺いを

いたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 清水議員のご質

問にお答えします。 

 このＤＶＤは、映像資料提供会社との放映

許可条件により、歴史民俗資料館「風と砂の

館」での放映以外ＤＶＤの一般貸し出しはで

きないこととなっております。 

 しかしながら、教育委員会が主体となって

開催する講座、教室などや学校の授業での放

映は許可を受けておりますので放映すること

は可能でございます。また、一般の方で放映

を希望される方につきましては、ＤＶＤの一

般貸し出しはできないことから職員出前講座

等を活用してごらんいただきたいと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ある程度幅が広がっ

ているんですけれども、やっぱりまだまだ広

めていけばいいなというふうに思うんです。

内灘町を発信していく意味で。 

 そういう意味では、映像製造会社とのその

広げるための手段というのはどういうような

方法があるのか。著作権を買い取るというこ

とになったら費用的にどうなのか、そんなこ

ともちょっと教えてほしいんですけど。 

○議長【夷藤満君】 長丸教育次長。 

   〔教育次長 長丸信也君 登壇〕 

○教育次長【長丸信也君】 清水議員の再質

問にお答えします。 

 先ほどお答えしましたとおり、映像資料提

供会社との放映許可条件によりまして、先ほ

ど申し上げたような条件になっております。

再度、映像資料提供会社とその辺の金額等、

いろいろ問題はあると思いますけれども、こ

ちらのほうで協議いたしまして、どういう条

件でどういうことであればそういうことが可

能であるか一度協議をしたいと思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも、そういう

ものが何がネックになってできないのかとい

うところも町民に明らかにしてできるだけこ

れを、例えば学校教育とかそれは使えるとい

うことですし、町民の方にも見ていただける

と出前講座でできるということですから、ま

ずそこから広げていただいて、どんどんどん

どん発信をしていける条件を整えていただき

たいというふうに思います。よろしくお願い

いたします。 

 それでは、次の質問に移らせていただきま

す。 

 ３つ目の質問は、職員への作業服の貸与に

ついてお伺いをいたします。 

 この間、行財政改革によって被服費の見直

しというのが進んできました。私も総務常任

委員長もやらせていただきまして、そのとき

この課題について審議をした覚えがございま

す。 

 現在、職員への被服の貸与の現状というの

はどんなふうになっているのか、お聞きをい

たします。 

○議長【夷藤満君】 高木和彦総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問にお答えをいたします。 

 本町におきましては、過去に職員に対しま

して作業服や、必要に応じて長靴等を貸与い

たしておりました。 

 おっしゃるように、行財政改革の一環とし

て内部経費の削減ということで、現在貸与し

ているのは、消防職員、調理員、保育業務に
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従事する職員には貸与いたしております。そ

れ以外の職員につきましては貸与を廃止いた

しております。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ちょっと調べていた

だきましたら、被服の貸与規程というのが平

成21年に変えられて、調理業務に従事する職

員に対する被服等貸与規程というのがつくら

れていますね。その確認をちょっとお願いし

たいんですが。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまのご質

問ですが、平成21年の規程でございます。こ

の中で貸与職員につきましては、給食の調理

場に勤務する職員、それから保育所に勤務す

る調理員の規定になっております。消防につ

きましては別途、消防の職員の貸与規程がご

ざいます。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 何を言いたいかとい

うと、行革でやったのが18年なんですよね。

規程が21年に変わっておるんです。そういう

意味じゃ、一遍に全部なくしたのか。最初は

その事務服はなくしていくよとかという話だ

ったと思うんです。新しく入った人には貸与

をしていた時期もあるというふうに聞いてお

るんです。なかったらなかったでいいんです

けど。私は、そういう意味では今ほかの自治

体の規程を調べたら、作業服については、金

沢、津幡なんかも規程で貸与をしているんで

すね。 

 そういう意味じゃ町民からいろいろ、外で

作業をしたり防災なんかのときもそうなんで

すけれども、一般の町民と職員の区別がなか

なかつきにくいという声も出ているんです。

同時に、そんなことを考えたら、職員さん自

身も外で自分が内灘町を背負っている職員な

んだよという自覚みたいなものも含めて、や

っぱり作業服とか、あるいは職員であること

がわかる、何かそんなものが必要なんではな

いかなというふうに思います。 

 金沢あるいはほかなんかはやっぱり「金沢」

と入った作業服なんかを着ていますから、一

目瞭然で職員だというのがわかるんですけれ

ども、そういうものについて町としてどうい

うふうに考えるか、お聞きをいたします。 

○議長【夷藤満君】 高木総務部長。 

   〔総務部長 高木和彦君 登壇〕 

○総務部長【高木和彦君】 ただいまの職員

としてわかりにくいという点につきまして、

現場でもそうですし、内部におきましても日

常業務につきましては身分証明書を兼ねまし

た名札をきちっと着けるということを、指導

をまず徹底をしたいと思います。 

 それから、現場等につきましても名札は基

本的に着用しているということになっており

ますし、現場に応じては名前を明記したヘル

メットあるいは腕章を着用するということを

また指導してまいりたいというふうに思って

おります。 

 その被服の貸与につきましては、これも行

財政改革ということでそういう形で廃止をし

てまいりました。まだまだ財政的には非常に

厳しい状況は続いておると認識しております。

ただ、そういう他の自治体の状況とかそうい

うものもまた確認しまして、第２次集中改革

プランを今から進めている段階にありますの

で、そういう中で尐し検討をさせていただき

たいと思います。 

○議長【夷藤満君】 清水議員。 

○10番【清水文雄君】 ぜひとも検討いただ

いて、そういう識別がきちっとできる、中だ

ったらいいんですけれども、外だとなかなか

名札とかそんなもんではちょっと識別ができ

ないというのも現実にございますし、私から

見れば入った１年はやっぱり被服を貸与して

いくぐらいがいいんじゃないかな。 

 議員は議員になったら作業服もちゃんと支
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給がされていますんで、そこに合わせること

も一つの方法ではないかなというふうに思い

ますので、よろしくお願いをいたします。 

 以上で私の質問を終わらせていただきます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 明日の本会議は午前10時から開き、引き続

き町政に対する一般質問を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでございました。 

           午後３時56分散会 
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○議事日程（第３号） 

  平成24年９月７日  午前10時開議 

 日程第１ 

  町政一般質問 

   １番 太 田 臣 宣 

   ２番 中 島 利 美 

   14番 中 川   達 

 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

           午前10時00分開議 

    ○開   議 

○議長【夷藤満君】 皆様、おはようござい

ます。 

 傍聴の皆様におかれましては、早朝から本

会議場にお越しを賜り、まことにご苦労さま

でございます。ありがとうございます。 

 本日は、町政に対する一般質問の２日目と

なります。 

 傍聴の皆様には、携帯電話の電源をお切り

いただき、議員が質問している際、静粛にし

ていただき、立ち歩いたり退席しないようお

願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員は、16名であります。

よって、会議の定足数に達しておりますので、

これより本日の会議を開きます。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○諸般の報告 

○議長【夷藤満君】 本日の会議に説明のた

め出席をしている者は、４日の会議に配付の

説明員一覧表のとおりであります。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○一 般 質 問 

○議長【夷藤満君】 日程第１、町政に対す

る一般質問を行います。 

 質問は、再質問を含め一人30分以内で、５

分前に呼び鈴で合図をいたしますので、ご容

赦願います。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 １番、太田臣宣議員。 

   〔１番 太田臣宣君 登壇〕 

○１番【太田臣宣君】 議席番号１番、太田

臣宣です。 

 傍聴席の皆様には、早朝より多くの方々に

傍聴していただき、まことにありがとうござ

います。 

 平成24年第３回内灘町議会定例会において

一般質問の機会を得ましたので、通告に従い、

一問一答で質問をさせていただきます。 

 今回、私のほうからは、鶴ケ丘地区消雪装

置についてと総合公園整備事業、また行政施

策の推移と成果についての３点を質問させて

いただきます。町長並びに関係部課長には、

わかりやすく簡潔、明瞭なご答弁をよろしく

お願いいたします。 

 まず初めに、鶴ケ丘地区消雪装置について

お聞きします。 

 内灘町の消雪装置についてはまだまだ十分

と言えず、子供たちの通学路や住民生活道路

についても整備が望まれているところであり

ます。近年の積雪は、短期間に大量にゲリラ

的に雪が降り、交通や通勤通学に支障を来す

ほどになっております。現在、町では、消雪
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装置のない道路は職員がパトロールをし、機

械除雪に頼っているのが現状であり、また、

歩道除雪についてはシルバー人材センターや

業者に委託して対応しています。しかし、左

右に住宅が立ち並ぶ道路などは、除雪を行っ

ても雪の置き場所もない状況であります。 

 町におかれましても毎年検討を重ねられて

きていると思いますが、特に小学生や中学生

が通学する主要な道路については早急な対応

が求められます。 

 そこでお聞きいたします。町道鶴ケ丘東１

号線についてです。向粟崎霊園から下ったと

ころから鶴ケ丘小学校までの道路のことです。

この道路は内灘中学校の生徒が通学している

主要な道路として、また、鶴ケ丘小学校児童

の通学路として、内灘町町内の中で特に多く

の生徒、児童が通学しています。 

 しかし、その道路に至っては消雪装置がな

い状態となっており、町におかれましてもあ

る程度の通学状況を把握していることと思い

ますが、この道路についての生徒児童の通学

状況をお示しください。 

○議長【夷藤満君】 北川真由美学校教育課

長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○学校教育課長【北川真由美君】 ただいま

ご質問の児童生徒の通学状況でございますが、

議員が言われましたように、この道路は両側

に歩道が整備されておりますことから多くの

小中学生が毎朝通学に利用しております。 

 人数について、正確に数えたものではござ

いませんが、毎朝校門に立ち児童生徒を見守

っている校長の話では、概算でございますけ

れども小学校で50人ほど、中学生で100人ほど

の生徒が毎朝通学に利用しているということ

でございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今ほど、大変多くの

生徒児童が通学していると町も認識していた

だいているところであります。 

 そこでお聞きしたいのですが、今年度、議

会の全員協議会で県道松任宇ノ気線の整備に

ついて説明がありました。県道の消雪設備計

画では、鶴ケ丘東公園内に１カ所井戸を掘り、

県道に加え町道鶴ケ丘中央線──鶴ケ丘神社

から真っ直ぐ下ってきた下り切ったところか

ら120メーターぐらいの区間だと思います。中

央線の約120メートルを整備するとのことだ

ったと思います。 

 この事業については、その後どうなってい

るのか、いつごろまでに整備されるのか、県

の事業計画をお聞かせください。 

 また、早急に整備が図られるように県にも

要望していただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 現在、石川

県が進めています消雪整備計画につきまして

は、清湖大橋の下の向粟崎５丁目から大根布

１丁目のヒガシ電子付近までの主要地方道松

任宇ノ気線の約1,570メートルと町道幹５号

鶴ケ丘中央線の約120メートルを加えた1.7キ

ロを計画散水区間として、その散水延長を約

半分に交互散水する計画となっております。 

 また、消雪用井戸についてでありますが、

鶴ケ丘東公園内に１カ所設置する方針でした

が、今年度に入り、県内部の協議の結果、消

雪設備の故障を考慮し、約1.7キロの道路延長

を井戸１カ所で賄うより井戸２カ所で散水し

たほうがリスク分散できると判断し、現在、

消雪井戸を１カ所から２カ所に変更したいと

伺っております。 

 今年度は、井戸の掘削箇所が決定し次第、

１カ所の井戸さく井工事を発注すると聞いて

おります。 

 来年度以降の事業につきましては、消雪ポ

ンプ等電気機械設備工事や消雪配管工事と残

り１カ所の井戸さく井工事が計画されており
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ます。数年かかると思いますが、町として１

年でも早くに完成、供用できるよう県に要望

してまいりたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 答弁ありがとうござ

います。町を通る大切な道路でありますので、

しっかりと県と協議を重ねていっていただき

たいと思います。 

 最初の町道鶴ケ丘１号線に戻りますが、町

道幹５号鶴ケ丘中央線の120メートルの整備

にあわせ、町道鶴ケ丘東１号線についても県

の井戸を活用して整備を図ることができない

のか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 先ほども県

の事業計画について説明いたしましたが、現

計画では町道鶴ケ丘東１号線の消雪散水分は

含まれておりません。消雪井戸を掘る場合、

ある程度の水量を見込んでさく井工事を行う

ため、現計画に町道鶴ケ丘東１号線の消雪を

見込むことは難しいと思われます。 

 しかし、町道鶴ケ丘東１号線は、先ほども

ありました通学路として多くの児童生徒が通

っていることから、安全に通学ができるよう

にすることが必要な路線であると認識してお

ります。 

 現在、町では、消雪整備路線を選定するた

めの基本方針や休止井戸を利活用した整備路

線の検討を行っているところであります。そ

の結果を踏まえ消雪整備路線を決定したいと

考えておりますので、ご理解願います。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 町道鶴ケ丘東１号線

は、多くの児童生徒が安全に通学することが

必要な路線と認識していただいていることに

感謝申し上げます。 

 また、消雪設備路線選定の基本方針や休止

井戸の利活用を検討しているとのことでした

が、内灘町消雪基本構想検討業務について、

進捗状況はどのようになっているのか、お聞

かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 内灘町消雪

基本構想検討業務につきましては、道路の位

置づけや学校、保育所などの公共施設の位置、

またコミュニティバス路線など総合的な観点

から、現在、問題整理を行っているところで

あります。今年中にはまとまる予定としてお

り、基本方針がまとまりましたら議会の皆様

にお示ししたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今年度中にまとめる

予定とのことでしたが、基本構想の検討の中

で重要な道路として位置づけされれば、県の

井戸の活用が難しいということでありました

が、町の既設井戸を活用して事業化するとい

うことでよろしいのでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 長丸部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 内灘町消雪

基本構想検討業務の結果を踏まえまして、総

合的に重要路線と位置づけられれば、当該路

線の事業化につきましてはいろんな角度から

検討してみたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 ありがとうございま

す。町道鶴ケ丘東１号線は、多くの児童生徒

が安全に通学する必要な路線と認識していた

だいているとのことでありますので、今後、

基本方針を策定していく中でしっかりと議論

をしていっていただきたいと思います。 

 ２つ目の質問に移ります。 

 ２つ目の質問は、総合公園整備事業につい

てであります。 

 まず、サッカー場整備についてですが、昨

年９月の定例会とことし３月の第１回定例会

にも一般質問をさせていただき、計画につい

ては変更することなく平成27年度までに整備
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を図っていくとの答弁をいただきました。そ

ういった中、今定例会でサッカー場整備につ

いての実施設計予算が900万円計上されまし

た。 

 サッカー場整備については、多くのサッカ

ーファミリーが熱望しており、議会の全員協

議会でも説明は受けましたが、再度この場で

サッカー場整備計画について今後の事業計画

をお聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 総合公園の

事業についてご説明いたします。 

 総合公園第３次拡張区域である6.1ヘクタ

ールの整備は、幅広い年齢層の方々が生涯に

わたってスポーツやレクリエーションに親し

めるような計画となっております。 

 議員ご質問のサッカー場整備計画の今後の

予定につきましてでありますけれども、本定

例会にサッカー場、照明設備、観客スタンド、

管理棟の実施設計業務の予算計上を行い、平

成25年度は、関連施設である屋根つき多目的

広場の実施設計及び電気、雤水排水など地下

埋設物の工事を行う予定であります。本体と

なる施設整備につきましては、26年度、27年

度の２カ年で実施し、サッカー場施設を完成

させたいと考えております。 

 しかしながら、総合公園整備事業につきま

しては、社会資本整備総合交付金である国の

補助金を活用し整備を行っていることから、

計画どおり事業が進められるよう、事業費の

獲得に向け今後とも国、県に強く要望してま

いりたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 27年度に施設整備を

完成させたいということで、安心いたしまし

た。 

 それでは、前にも一般質問で提案させてい

ただいた件ですが、実施設計を進めていく中

で有識者の意見や思いを取り入れることが可

能かどうか、お聞きいたしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 議員ご提案

の、実施設計をまとめていく上で、専門知識

の豊富なスポーツクラブプラッツうちなだや

体育協会など関係機関と協議し、議会の皆様

にご意見をいただきながら実施設計をまとめ

ていきたいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 プラッツうちなだや

体育協会もそうかもしれませんが、私がお願

いしたい、お聞きしたいのは、内灘町サッカ

ー協会や県サッカー協会、またサッカー関係

の専門家など、実施設計を行っていく上で意

見を取り入れていただきたいということで

す。 

 この内灘町には、県サッカー関係者もおり、

また、指導者としてもすばらしい人たちがい

ます。こういう人たちに携わっていただくこ

とこそ今後の大会誘致や交流人口拡大に必ず

つながっていき、しっかりとした整備が図ら

れると思っております。もう一度その辺をご

答弁ください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 おっしゃる

とおり、これまで実際に各地のサッカー場施

設を使ってこられた利用者目線に立った方の

意見を伺うことは、今後の使用に当たって大

切なことでありますので、実施設計をまとめ

ていく上で、さまざまな経験を積まれてこら

れた関係者の意見を伺う場を持ちまして進め

てまいりたいと考えておりますので、よろし

くお願いします。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 ぜひともそのように

進めていっていただきたいと思います。 

 次に、サイクリングターミナル宿泊施設で

ありますが、サッカー場整備がしっかりとし
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た形で図られ、キッズからシニア世代まで幅

広い年齢層がサッカー場を使用し、また今定

例会で野球場のスタンド、審判室などの改修

の予算も計上されており、総合公園全体のス

ポーツ交流人口がさらに拡大していくものと

思います。 

 そういった中、高校や大学の合宿を誘致し

ていくことが町や関係者の思いでもあり、サ

イクリングターミナル、宿泊施設についても

総合公園整備事業の一つとして並行して検討

していく必要があると思っております。 

 今後、宿泊施設についてどのような見解を

お持ちなのか、お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 総合公園整

備事業が完成後には、施設の充実からも多く

の利用者が総合公園内に訪れることが予想さ

れます。また、高校や大学の合宿等を行うに

は宿泊施設が必要であり、その場合には、宿

泊施設となるサイクリングターミナルの活用

方法が町の活性化において必要であることは

議員ご指摘のとおりと認識しております。 

 今後、総合公園整備事業と並行しまして、

サイクリングターミナルの活用方法やあり

方、財源の確保などについて検討してまいり

たいと考えております。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 総合公園整備事業と

並行してサイクリングターミナルの活用方法

や財源確保など大変難しい課題が山積すると

思いますが、町部課長には今後しっかりと検

討していっていただくことを熱望いたします。 

 それでは、次の質問に移ります。 

 ここからは八十出町長にご答弁をいただき

たいと思っております。 

 八十出町長の町政２期にわたる行政施策の

推移と成果についてであります。 

 昨日、渡辺議員の答弁の中でもいろいろあ

りましたので、私のほうからは幾つかについ

てお聞きします。 

 まず最初に、昨日の渡辺議員の答弁の中で、

町長の公約であった中学校２校化についてで

ありますが、耐震工事や大規模改修を優先し

たため道半ばとおっしゃったはずであります。

生徒数の推移を見ながら今後検討していく旨

の答弁を聞きました。もう尐し詳しくお聞か

せください。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 太田議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 中学校２校化の問題でありまして、当時は

耐震大規模改修、そのことが緊急に必要であ

るということで先行してやらせていただいた

と。しかしながら、その当時に、なお900人前

後の生徒がいるということですから、大規模

には間違いないということですね。新たに財

源を確保する意味でも整備基金を積んでいく

という、そんなことを申し上げてきたところ

でありました。 

 そして、そのこととあわせて、調査を見な

がらでありますが生徒数の推移を見て判断し

たいと、こんなふうにも申し上げてまいりま

した。 

 その当時の調査からいいますと、今からで

いえば７年後にはもう750名を切るというこ

とでありまして、果たしてその２校化がその

数になっていくと必要なのかということをそ

のときに判断して我々は方向を定めないかん

なと、このように思っているところでござい

ます。 

 標準は12学級から18学級、720人くらいとい

うことを言われていますから、そこに近いと

いうことですから、そう伸びが認められない

というか見れない場合には２校化というのは

難しいのかなと、こんなふうに思っている次

第でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 今ほど町長がおっし
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ゃったとおりであります。道半ばじゃないん

です。２校化はもうないと私は思っておりま

す。なぜかというと、町長おっしゃるとおり

720人が標準規模だと。今おっしゃったとおり

であります。 

 町長もご存じだと思いますが、町執行部か

ら出された資料ですよ。毎年５人の社会増を

見込んで、平成36年度には生徒数が685名とい

う試算がことしの２月に町から出されている

んですよ。こんなふうな中、どうやって中学

校２校化という話があるのか、私、きのう本

当に不思議でなりませんでした。 

 さらに、中学校新築工事終わったんですよ。

８クラス３学年、今から減っていく中で空き

教室も出てくる可能性すらある状況となって

おりますよ。私は、中学校２校化はできない

と思っております。 

 これについて答弁は結構ですが。たくさん

ありますので。 

 次に、昨年からことしまで、統一地方選挙

が終わって私が議員になってからの行政の推

移や成果を聞きたいと思います。どうなって

いるかわからないことがたくさんありますも

ので、よろしくお願いいたします。 

 まず、町長はアウトレットモールについて、

まだ継続しているとずっと発言してきており

ます。昨日の生田議員の答弁を聞き、位置に

ついては全町的に考えていきたいということ

も聞き、まだ継続していると認識させていた

だきました。 

 また、生田議員のおっしゃるとおり、候補

地を用意し交通網を整備しないと企業誘致な

どできるはずがないと誰もが思っていると思

いますよ。私も同じ考えです。本当に継続し

ているのか。 

 また、ことしに入ってから企業側と接触を

したのか。また要望したのか。その経緯も示

されておりません。継続しているのであれば、

全町的ということじゃなくて位置をしっかり

と議会にも示してくださいよ。昨年からアウ

トレットの話は出ていますけれども、昨日の

答弁のとおりですよ。白帄台以北の関係でア

ウトレットが、インターチェンジの場所も変

わったということもありましたので、位置は

どこでやるおつもりなんですか。生きている

のであれば、位置ぐらいはきちっと企業側に

示さないと町としても進んでいかないことに

なりますので、答弁よろしくお願いいたしま

す。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほどアウトレッ

トモールのお話がございました。これまで２

つの事業者からお話をいただきまして、この

間、図面での検討、あるいは会社の方との検

討、そのことを繰り返してまいったところで

ございますが、１つ目の業者につきましては、

22年の８月に提案がありまして、その計画で

は平成23年度中に土地を取得をし、平成24年

から整備をし、平成25年の早期に開業したい

という、こんなご提案があったわけでありま

すが、その条件に、１年でその土地をまとめ

てほしいと、そんな話がございましたもので

すから、それは幾ら何でも町有地ではありま

せんので難しいということで断念したという

経緯があるわけであります。 

 いま一つの企業については、先ほどからも

お話がありましたように、今もなお候補地の

一つとして見ているよと、こんなふうに言わ

れているわけでありますが、一番近いところ

でこの５月31日に行ってまいりました。ちょ

うどその会社の社長さんがおかわりになった

ということでありますから、そのときに顔合

わせも含めてお話をさせていただきました。

その意味では、環境的には大変厳しい状況。

ここでという意味ではなくて、その会社自体

が国内でというのは難しいという話もありま

したが、今は中国にという話もございました。

そんな話の中で、なお互いに努力していこう

よと、そんな話で帰ってきた次第であります
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が。 

 これから我々がどうするかという話であり

ますが、先ほど申しましたように町有地がほ

とんどない中で、やるときには位置がどうと

いいますか、その企業がどんなふうになるの

かということが一番大事なのかなと、こう思

って現状があるわけでございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 町長おっしゃるとお

りですよ。企業が大切、企業誘致においては

企業を優先して、こちらで迎え入れる体制を

しっかりと整えておかないと、来るはずがな

いじゃないですか。それすらできていない中

で、アウトレットの話がずっと継続している

と。そのために東京に行っていると。東京か

どこかわかりませんが。 

 しっかりとやっていかないと、断念するも

のなら早目に断念する。今町長おっしゃった

とおり、町有地がないんですよ。提供する場

所すら難しいのですよ。民間地を利用すると

なると、何年かかるかわからないんですよ。

夢を追うなら追ってください。それで結構だ

と思います。 

 次に、昨年６月の議会で能村議員の答弁で、

現状の計画ではペット専門学校のみ進出が決

定しておりまして、それ以外は未確定である

と。開校予定も平成25年４月となり、当初よ

り１年おくれるとのことでした。 

 その答弁が冷めやらぬうちに、突然議会に、

旧ある会社の跡地が倉庫となる旨の説明があ

りました。何年契約だったか忘れましたけれ

ども、契約期間がありますので、その間に商

業誘致をしっかりとそこでやっていきたいと

いうご答弁も委員会の中でいただいておりま

す。その商業誘致も生きているのか。話しし

ているのか。また、どうなっているのか。全

く議会のほうではわかりません。それ以来、

話すらなかったかと思います。 

 それについて、その地区の倉庫がそのまま

倉庫でずっといくのか、商業誘致をしっかり

と検討しているのか。町の中でどういうふう

な思いでおるのか。町長、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの専門学

校の集積の話で、コンフォモール横に計画し

ているという話でありました。当時、国際ペ

ット専門学校を中心に医療専門学校等々何校

か準備をされているというお話でございます

が、一方でその学校でございますが、金沢で

の新たな専門学校の中身もあったものですか

ら、そういう並列した形の中でなかなか集中

できないということもありまして、金沢で当

面先行してやりたいということで、今もなお

ペットの専門学校については諦めていないと

いうお話がこの間あったわけでありますが、

現状から言うとそんな話なんです。 

 現実には金沢での専門学校が中心にやられ

ているわけでありますが、それ以外の専門学

校の中身については、今これを言ったところ

でございます。 

 あと商業地の話でいえば、担当から答えさ

せますので。 

○議長【夷藤満君】 山田吉弘都市整備部担

当部長。 

 〔都市整備部担当部長 山田吉弘君 登壇〕 

○都市整備部担当部長【山田吉弘君】 商業

施設のコンフォモールのところだと思うんで

すけれども、そこにつきましては、今も所有

者の方といろいろ話しながら、いろんなこと

について検討はしております。ただ、基本的

には、いろいろな話あるんですけれども、い

まだ商業施設の誘致ということを全面に考え

ていますので、それ以外のお話があっても今

はそれはできないということで、いろいろ検

討を続けているところでございます。 

 来年の５月に一応基本的な大京からの移動

の関係のところの状況は終わりますので、そ

の後はもう一度どういうふうにするかという

ことを議会と検討しながら進めたいというふ



 －68－ 

うに考えております。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 そこについては、町

の大切な商業施設でありますので、しっかり

と部長には頑張っていただきたいと思います。 

 町長、そういうことを聞いているのではな

くて、この議会の６月定例会の中で議場で答

弁されているんですよ、町が。ペット専門学

校のみ決定いたしましたと。そのほかの施設

について、全体構想は決まっておりませんと。

決定したとまでおっしゃっておるんですよ。

それが突然に倉庫ということについて、私は

お聞きしたんです。 

 たくさんありますので、次に移ります。 

 次に、インターチェンジです。 

 昨日の答弁の中で、まだ作成中の都市マス

タープランについて、アウトレットモールを

示していないということでした。しかし、ま

だ作成中のプランでは、いまだにインターチ

ェンジは白帄台中央となっているんですよ。

この場でアウトレットは消したという話で、

そこの場所ではないということはわかりまし

た。まだ作成中の段階でそう答弁されている

んです。インターチェンジは白帄台中央とし

て残ったままなんですね。作成中のマスター

プランに。まだ作成中なんですが。 

 それがやがて、やるやると言いながら１年

以上策定委員会すら開かれていません。白帄

台インターチェンジがいいのか悪いのか、し

っかり議論する必要はあるかと思いますよ。

インターチェンジの事業は、まだ継続中なの

ですか。継続中ならば、都市マスタープラン

についての位置づけを今後どのような形で策

定委員会を開いて進めていくのか。 

 また、白帄台住民、北部の白帄台インター

チェンジ周辺の説明会がありました。その総

括をやるという話もありました。それすらま

だ議会にありません。しっかりとした総括を

やっていただきたい。 

 また、宮坂地区でも、場所は宮坂でありま

すので宮坂のほうでも説明会をしてくれない

かという要望まであったかと思います。その

総括をどう思われておるんですか。 

 都市マスタープランをどう作成するつもり

なんですか。委員会を早く開いてください。

再三、議会の委員会の中で都市マスタープラ

ンを早くつくってくださいという話をしてい

ます。今年度中にまとめるという話もありま

したけれども、どうするんですか、お示しく

ださい。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 現在、都市

マスタープランの作業のほうをご説明したい

と思います。 

 今議会の開発なのか全員協議会なのか、ど

ちらの委員会かわからないんですけれども、

お諮りするように現在準備を進めており、今

議会中にお示しし、意見を伺いたいと考えて

おります。 

 あと白帄台インターの件につきましては、

何度も申しておるように白帄台地区では賛否

両論があったことから、もうしばらく議論が

必要であろうということで、今現在、その点

については進捗はしておりません。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 白帄台インターの

話なんですが、当時、料金所でのインターな

のか、あるいは白帄台でのインターなのかと

いう、そのことを常任委員会の皆さんが、住

民がどんなふうに思っているのかということ

をお聞きしようと、そんなことが計画されて

実際にやったんじゃないですか。その結果、

私は地元の皆さんの意見は多くは難しいとい

う、そんな気持ちがしました。 

 そのことは全協かどこかで私も言っている

はずだと思うんですが、そのことをきちんと

まとめるというのは難しいけれども、それは
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やっぱりやらないかんということであります

が、今４車線化工事が白尾インターと大根布

ジャンクションの間で27年３月までに工事が

やられて、そこから３年間というのは工事が

できないということであれば、尐し時間があ

りますから、ここまで来た以上はじっくりと

皆さんとお話しして、どこがいいのかという

ことをもう一遍住民の皆さんの意識も含めて

勘案してやっていこうと、こんなことを思っ

ている次第でありますし、そのことはこれか

らも皆さんにも問いかけていきたいと、この

ように思っています。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 町長、一つ訂正して

いただきたい。議会から申し入れたのではあ

りません、説明会は。話ししている中で、町

執行部のほうから議会と一緒に白帄台で説明

会を開かせてくださいと、そういうことであ

ったと思いますが、担当部長、いかがでしょ

うか。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫まちづくり政

策部長。 

   〔まちづくり政策部長 中西昭夫君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【中西昭夫君】 当時、

私、都市整備部長として説明会に参加いたし

ました。総務産業建設常任委員会と合同で説

明会をしたと思っています。あくまでも町と

議会の説明会を開催したと私は理解をしてお

ります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 その経緯については

ここに資料がありませんので、私は町のほう

から議会のほうと一緒にお願いできないかと

いうことで委員会でお聞きしたと思っており

ますが、それはそれでいいです。 

 まだあとたくさんあるので、早口で行きま

す。 

 次に、ほのぼの湯についてです。 

 この事業もどうなっているのか、私たちわ

かりません。現在の福祉センターとほのぼの

湯を解体してホテルを建設する計画が示され

ましたね。ことしに入ってから、社会資本整

備総合交付金の対象にほのぼの湯がならない

ということで、自己財源でも事業を進めたい

と町長おっしゃって、４カ所、途中で５カ所

になりましたかね、案が示されましたね。 

 また、３月に予算委員会の中でもこの辺い

ろいろ話し合われたと思うんですよ。今年度

当初予算に設計費500万計上されたままなん

ですよ。この事業、継続しているんですか。

そうであるならば、予算をいつ執行する予定

なんですか。ホテルの話が終わるまで、ほの

ぼの湯の話も議会でできないんでしょうか。 

 やっぱりほのぼの湯は大切な町民の財産で

すよ。議会としっかり議論していくべきだと

思います。予算までつけておいて執行もでき

ない状況になっているんですよ。ホテルの計

画が終わるまでこの話が進まないということ

であれば、また変な話になってくると思いま

すよ。この事業、継続中なのかどうなのか、

お聞かせください。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまのほのぼ

の湯の話なんですが、もちろん継続しており

ます。議会の皆さんに、この間、４カ所でし

たかね、提示をして、どこが一番いいのです

かと、こんな問いかけをしていますが、その

結論がまだ出ていないということと、あわせ

て今の行財政改革が必要な時期に本当に施設

だけ建てていいのかと。民間の施設も利用し

てやることも一つの案ではないのかという議

会からの提案があって、取り入れてやってお

るわけですよ。 

 そんなことで、あわせた中で皆さんがどう

判断するかということがなかったら我々が決

めれないということもありますので。継続は

ずっと継続しているんです。早く決まれば予

算執行するということですから、そういうこ
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となんですよ。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 町長おっしゃるとお

りですよ。議会にきっちり示して、議論して

いくべきだと思いますよ。途中まで自己財源

でもやりたいと言って、４カ所の位置を出し

て、議会では耐震もいいんじゃないか、いろ

いろな意見がありましたよ。突然ホテルの話

が出てきて、ほのぼの湯の話ができなくなっ

たんですよね。やってないんですよね。やる

としたら総合公園でしかできないんですよね。

そこは間違っていないと思います。今のホテ

ルの計画がある限り、あの場所でのほのぼの

湯の計画は間違いなくありません。 

 場所について話しする以前の話やと思いま

す。もしやるのであれば、今議論するのであ

れば、ホテルの計画を抜いて話しするのであ

れば、総合公園の中でしかできないはずです。 

 次に、ホテル計画ですが、本当に建設は可

能なのでしょうか。これも昨年の23年６月の

定例会で、能村議員の答弁で、町長は「例え

ば」と前置きした上で、「市街化調整区域、

今のままで民間の皆さんに建築してほしいと

いうことでも、これは建築できないというこ

とでありますので、全体を公園用地とした上

で、その公園を利用される方が宿泊する施設

ということで建築するということであれば民

間も可能ということであります」と答弁をし

ております。 

 今回、どんな形で県に対して調整区域の解

除を申し入れたのか。また、調整区域の解除

するまでにどれぐらいの年月がかかるのか。

もう一つ、調整区域の解除は実際可能なので

しょうか、お聞かせください。 

 ほのぼの湯のこともずっとここにひっかか

ってきますので、そこだけはっきりお答えい

ただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほどホテルの話

ですが、この間、具体名をなかなか言えない

というそんな話もあって、何となく歯切れの

悪い話に委員会なんかではなっているのかも

しれませんが、しかし町に宿泊施設がほとん

どないということやら、金沢医科大学で学会

があったときとか、あるいは長期に入院され

ている患者のために、あるいはドックなんか

も利用した形でお客さんに来ていただくメデ

ィカルツーリズムの関係で考えれば、どうし

ても宿泊施設が欲しいというこんなお話もも

ちろんあるわけでありますから、そのために

は何としてもでもこれを成功させないかんと

いうそんなお話で、この間詰めてきたところ

でございますし、委員会が違って、どんな形

で把握されているかわかりませんが、私は市

街化調整区域であるがゆえに、民間の業者が

そこでホテルを建てるということは大変難し

いというお話はずっとあったわけであります。 

 しかし、町長会の中でも知事に申し上げた

こともあるんですが、確かに今の法的に言え

ば難しいかもしれませんが、そのことを可能

にする方法もあるという、そんなことも私た

ちもお聞きしたものですから、ぜひとも新幹

線金沢開業の効果を内灘町も得ようとするん

だったら、ぜひともそんなことを前向きで柔

軟に対応してくれるようにお願いできんのか

という話で知事にお願いしたときに、対応し

ようというふうに土木部に言っていただきま

したので、これから私たちはずっと担当レベ

ルでは10回以上にわたって交渉をしている最

中であります。 

 最近変わってきたのは、行ったときに、こ

んなふうな形で土地利用計画を考えたほうが

いいよというそんなご指摘もいただきながら、

順番に重ねていくということでありますから、

尐しずつ前へ向いてきたのかなということを

感じるわけでありますが、まだまだ厳しさに

ついては変わらないということでありますの

で、ぜひともそんなことを我々の意思を皆さ

んとともにわかっていただきたいと、こう思



 －71－ 

っているところでございます。 

 そして何よりも大事なのは、町挙げて、議

会の執行部も挙げて、この事業についてはぜ

ひとも県に対して認可をしてほしいと。そん

なことをするためにこれから頑張らないかん

というふうに改めて決意もしているんですが、

もう尐し前になりますが、議長のほうからも

知事に対して要望していこうと、そんな話も

いただいたわけでありますが、これから議会

の皆さんにも一緒になってそうした活動をや

って我々の総意をぜひ見せないかんと、この

ように感じているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 町長、本当にそのと

おりなんですよ。県が土地利用計画をこうす

ればいいとか言うのは当たり前なんですよ。

もっと早く調整区域外すのであればきちっと

県と協議して、向こうの企業が進出予定があ

るからといっていきなりやるのは計画的に無

謀じゃないですか。相手企業に対しても、い

つ調整区域が外れるのかすらわからない。私

らも、いつ調整区域が外れるのかわからない。

本当にできるのか、調整区域が外れるのかど

うかすら県頼みなんですよね。それは間違い

ないと思いますよ。 

 それだけ申し上げて、次に移ります。 

 次に、白帄台小学校です。 

 いつごろをめどに建設を考えているのか。

また、そのときに西荒屋小学校を残すのか残

さないのか。せんだっての答弁で、何回か白

帄台小学校の質問あったかと思いますよ。教

育長もお答えしました。西荒屋小学校は、地

域の核であり、大切な学校であるという話だ

ったかと思います。 

 今、通学区域審議会を突然立ち上げ、いま

だ通学区域審議会も１回しか開かれてないと

いうふうな話は聞いております。どうなるか

まだはっきりしていないのに通学区域審議会

開いて、学校の規模もわからないのにどうい

うふうな区域割りするかすらできないと思い

ますよ。しっかりと建てる予定があるのであ

れば、こういうような形で通学区域審議会に

お願いしたいという中身を町のほうからしっ

かり、通学区域審議会でどういう審議をして

いただくのか。ただ通学区域審議会で集まっ

たとしても、西荒屋小学校を残すのかどうか

すらわからない。白帄台小学校いつ建つのか

どうかすらわからない。そのような中で、委

員の皆さん議論しなきゃいけないんですよ。 

 通学区域というものは、小学校はここにあ

り、どの校区にここの子供たちが通うかとい

うことなんですよ。残すか残さないかも示さ

ず、はっきりと。残すのであればしっかりと

それを伝えないと、通学区域審議会で区域割

りなんてできるはずがないんです。それにつ

いてお答えください。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 白帄台小学校の経

緯ですが、これは何人かもうこの本会議に質

問されて私の思いを申し上げた中でも、平成

27年に建設ということに何とかしたいという

お話もさせていただきました。そのために、

じゃ一体何をするかということ、あるいは人

口の推移が、白帄台の人口の推移がどうなっ

ていくのかということも含めて検討させてい

ただいているところでございます。 

 そんな意味で、今、審議会を開催していた

だいて、きちんと答申をいただいた上で確実

にやっていこうと、こんなことで、にわかに

やっていこう、そんな意味でなくて、それこ

そ私たちの方針に従ってやってきたところで

ございますし、西荒屋小学校については、前

からも言っているんですが、私たちはそれを

撤去するつもりはございません。 

 西荒屋小学校は、尐数であっても大切な小

学校であります。区民の皆さん、本当に室の

皆さんもそうですが、何とかしてこの学校を

残してほしいという、そんな声は私どもはタ

ウンミーティングを通して十分聞いているわ
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けでありますから、これからも、もういいよ

というふうに言われるまで我々は、せっかく

大規模改修したわけですから残していきたい、

このように思っている次第でございます。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 学校を整備するので

あれば、それでいいと思いますよ。規模は考

える必要はあると思います。ただ通学区域審

議会ですので、西荒屋小学校、議会のタウン

ミーティングでも質問あったんですよね。残

すのか残さないのか。町は残すつもりないん

じゃないかという質問がありました。今の答

弁で残すということはわかりましたので、き

ちっと通学区域審議会に伝えて、そうでない

と通学区域の審議なんて間違いなくできませ

んので、残して審議してくださいということ

を伝えるべきやと思います。町長の方針がそ

うであるならば、そうしてください。 

 次に、北部開発について聞きます。 

 町長は昨日の生田議員の答弁で、北部開発

については思いは一緒との答弁をされました。

何について一緒なんですか。思い入れが違う

んじゃないんでしょうか。議会で北部開発の

議論をしたことがあったでしょうか。町長の

思いをお聞きしたい。 

 また、選挙のたびに町長は南北の均衡を図

ると、北部開発を促進すると毎回のようにお

っしゃっていたかと思います。今から本当に

議論が始まっていくのか、不安でなりません。

その辺のご答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 北部開発のお話あ

りました。きのうも生田議員に対してお話を

させていただきました。不安でなりませんと

言うけれども、議員としてもし太田さんがそ

んな思いがあるんだったら、北部開発につい

てこう思うんだというお話をぜひしてほしい

んです。私はきのうも申し上げたんですが、

町はこれまで、先ほど言いましたアウトレッ

トについてもそうですし、メガソーラーも今

もそうなんです。何かしてきっかけをつくっ

て北部地区に元気を出していただきたい、こ

んな思いがあったんですね。 

 宮坂の南線もそうでした。そして宮坂の公

民館もそうでした。それは北部が大事だから

こそしたいと思っていますし、室地区の圃場

整備事業もそうなんですよね。それはそれだ

けで全部がいいという話ではないんですが、

そのことも一つの手段として、今度は互いに

力を合わせてやっていこうよと。 

 きのうも例を出しましたけれども、開発促

進協議会の皆さんが、例えば西荒屋が今度事

務局になったということで、いろんな意見を

出してくれました。そんなご意見を出して町

も加わって、北部開発については我々はこう

するんだという話をぜひ進めたいと思うんで

すよ。そんな後ろ向きの話でなくて、前を向

いて話ししようよ。いつもそう思うんですけ

どね。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 この１年間、後ろ向

きにしていっているのは町長だと思いますよ。

北部の開発についても、委員会の中で、全員

協議会の中でも急傾斜地についてや上の道路

の舗装についてや、今やるべきなのかという

話もしていますよ。議会から意見がないとい

う話ではないですよ。町からどんどんどんど

んと示されてくることを議会で議論して、す

ぐさま議会で採決と。私らこの場へ来て議会

に立つと、賛成か反対なんですよ。その前に、

しっかりと議会と議論をするべきなのではあ

りませんか。 

 それはいいです。もう時間ないんで。 

 最後の質問です。 

 議会のほうより国、県に対して陳情に伺っ

てほしいと、こういうことも再三申し上げて

きましたよね。議会は町長にいろいろな話を

しておると思いますよ。町長は、陳情に伺う
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旨の発言をされたと思いますよ。いつ、どこ

に、何回、正式に陳情を申し入れて伺ったの

か、お聞きしたいと思います。 

 先ほどから県としっかりやっていきたい、

町長会で申し入れた。町長会で申し入れるん

でなくて、町の大切な施策なのですから、し

っかりと知事のほうに直接陳情に行くなり国

のほうに陳情に行くべきだと思いますが、正

式に行かれたんでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 国に対しての陳情

あるいは県に対して陳情といいますか要望、

これは違った形で、私、例えば内灘町だけと

いうんじゃなくて、例えば２市２町で一緒に

行くとか、そんな形で行っていますけれども、

町独自で行っているということはないんです

ね。 

 さっき言いましたけれども、町長会で物を

言っているというのは、町長会のところへ知

事が参って、知事との直接話ができるという

話の中で私は言っているわけで、決して知事

がいない中で言っている話ではないんですよ。 

 だけど、例えば町に対して、町がさっきも

言いましたホテルの誘致に対して、大事なん

だ、議会も大事やし我々も大事なんだという

気持ち一つなら一緒に要望に行きましょうよ

と。それは宮坂でもそうですけれども、今、

担当レベルでしかやってないんですが、そん

なことを議会も、よし俺らもやってやろうと、

そんな話があったら力になるわけですから、

ぜひお願いしたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 太田議員。 

○１番【太田臣宣君】 議会もいろいろ町長

に申し入れていますので、町長、議会とうま

くやっていきたい、人とのつながりを大切に

したいという答弁されているんでしょう。も

う尐ししっかりと議会の意見も聞き入れるこ

とも必要だと思いますよ。 

 聞くと、正式に陳情を申し入れたような雰

囲気でなかったですけれども、町長会で、そ

れは知事に会って知事と話す機会はあるでし

ょう。そうじゃなくて、議会の委員会で再三

申し上げていたのは、議会も一緒になって行

くこともあってもいいと思います。一緒にな

ってやるべきことは一緒になって進めていく

べきだと思います。 

 ホテル開発、ソーラーにしても、今進んで

いる中なのかもしれません。でもどうなって

いくかはっきりとまだわかってないんですよ

ね。だから聞いているんです。だから質問す

るんです。反対しているとかと言うたことな

いでしょう、委員会の中で。そこだけわかっ

ていただきたいと思います。 

 いろいろお聞きしましたが、私が議員にな

ってからこの１年数カ月の間だけで、これだ

けはっきり町の将来に係る重大な事業がある

んですよ。もっと計画性を持って取り組んで

もらわないと困ります。 

 それと今後、３期目の話もありましたけれ

ども、しっかりと議会とともに取り組んでい

っていただきたいということを申し上げまし

て、私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 ２番、中島利美議員。 

   〔２番 中島利美君 登壇〕 

○２番【中島利美君】 議席番号２番、中島

利美です。 

 平成24年第３回内灘町議会定例会におきま

して質問の機会を与えていただき、まことに

ありがとうございます。通告に従い、町立小

学校で起こったいじめ問題について、一問一

答方式で質問に入らせていただきます。 

 私は、今回この質問をするに当たり、大変

悩み、本当に質問すべきなのかどうか考えま

した。その中で基本としてあったのは、加害

者、被害者どちらにも偏った考え、判断はし

ないこと。真実をしっかり確認した上で町民

にしっかり真実を伝えることを根底に踏まえ、

質問に当たり私なりに調査をさせていただき
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ました。当然、被害者児童の両親及び加害者

である保護者本人にも直接会い、お話を伺わ

せていただきました。 

 そのとき感じたことは、被害者、加害者双

方とも今回の事件以来、間もなく１年がたと

うとしている現在も何一つ解決しておらず、

当事者のみならず当時の関係者など多くの

方々が今もなお悩み苦しんでおられるという

現状です。 

 それと同じく、町民の皆さんからは、一体

どうなっとるんや、町は何をしとるんやとい

う声が数多く寄せられております。 

 私は、子供を持つ一人の親として、また町

民の皆様から負託を受けている議員として、

しっかりとこの問題に取り組む決意をさせて

いただきました。 

 きょうおいでになっているマスコミの皆様

にも、どうぞ誤解を招くような報道がなされ

ないようしっかりと真実をお伝えいただきま

すようお願いいたしまして、質問に入らせて

いただきます。 

 ことしに入って全国でいじめ問題が発覚し、

連日ニュースや新聞で取り上げられるように

なったことは、皆さんもご承知のことと思い

ます。そんな中、我が内灘町でも昨年の10月

27日、町立小学校校内において在校生徒の保

護者が児童を殴り、けがを負わせるという前

代未聞の事件が起こってしまいました。この

事件は、文部科学省の記録にも残るほど重大

案件として取り上げられております。 

 事件発生から間もなく１年が経過しようと

していますが、先日行われた裁判でも加害者

である保護者は判決を不服とし、控訴したと

聞いています。所管である文教福祉常任委員

会や議会全員協議会などでもこれまで町執行

部側より報告を受けてまいりましたが、事件

の真相を明らかにするためにも、いま一度事

件の発生から現在に至るまでの詳細な説明を

お願いいたします。 

○議長【夷藤満君】 北川真由美学校教育課

長。 

   〔学校教育課長 北川真由美君 登壇〕 

○学校教育課長【北川真由美君】 ただいま

のご質問の事件の詳細な経過ということでご

ざいますが、議場の場ということもありまし

て経過、詳細ということではなく、時系列に

ご説明をさせていただきたいと思います。 

 当該事件は、昨年の10月27日の１限目の授

業中に発生しております。娘がいじめに遭っ

ているとの思いを抱いた保護者が町内の小学

校に行き、お子さんの隣の席の男児の顔面を

げんこつで複数回殴打し、全治10日のけがを

負わせたという事件でございます。 

 すぐに学校から町教育委員会に連絡があり、

職員が学校に出向き、事の顛末やけがの程度

を確認しております。その日の夕方、当該小

学校において、学校関係者、町教育委員会が

同席し、殴った側の保護者が殴られた側の保

護者に謝罪する場を設けましたが、当日、誠

意ある言葉が出ることはなく、被害側のご両

親と物別れになっております。 

 その後、町教育委員会は臨床心理士会にカ

ウンセラーの派遣要請をかけまして、被害児

童に対して心のケアに努めるよう学校に指示

を出しております。もちろん、加害児童のほ

うにもカウンセラーの派遣要請はかけており

ます。 

 以降、緊急の臨時教育委員会、学級保護者

会、学校評議員会、学年保護者会等を間髪を

入れず開催し、学校児童及び保護者の皆様に

動揺が広がらないよう対処するとともに、石

川県教育委員会とも連絡をとり合いながら事

態の収拾に努めてまいりました。 

 その後も、殴った側の保護者、殴られた側

の保護者及び学校長や担任教諭も交え、たび

たび話し合いの場を持ってきましたが、殴っ

た側の保護者から誠意ある態度を見せていた

だくには残念ながら至りませんでした。 

 このような経過をたどったことから、被害

児童の保護者は事件から２週間余りたった昨
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年11月９日に警察署に被害届を提出し、以後

この事件は傷害事件として扱われることにな

りました。事件が司法の手に委ねられたこと

から、これ以後、町は弁護士の指導を仰ぎな

がら事件解決に対処してまいりました。 

 この間も何とか事態の収拾を図りたいとい

う思いから、学校関係者、町教育委員会はも

とより、地元の区長さん、町議会議員の方に

も間に入っていただいて謝罪の場を持つ機会

を設けようといたしましたが、加害者側の保

護者から誠意ある言葉が出ることはなく、残

念ながら和解するには至りませんでした。 

 そして、ことしの１月６日に金沢簡易裁判

所より、加害者側に罰金30万円の略式命令が

下っております。当人は、この判決を不服と

して正式裁判を要求し、ことし２月28日に裁

判が開始されております。 

 町教育委員会では、ことし５月の第４回公

判から計３回の審理を傍聴し、学校側の証言、

加害者側の意見陳述などを聞いておりますが、

審理の中身はあくまでも傷害事件ということ

に特化したものでございまして、当日の学校

現場の様子の再現が主なものでございました。

報道されているようないじめに関する詳細な

審理は全くなされておりません。 

 判決は８月８日に出されまして、当初の略

式命令を支持する罰金30万円の内容でござい

ましたが、加害者はこの内容を不服として８

月10日に控訴をしております。 

 判決後、報道各社が役場、学校のみならず

被害者やその周辺にまで取材に押し寄せ、ま

た一部報道機関や関係者が当時の関係児童宅

に執拗に訪問を繰り返しているとの情報も多

く寄せられましたため、町教育委員会では、

石川県教育委員会や弁護士等とも連携を図り

ながら、これ以上不安や動揺が広がらないよ

う現在も対処をしているところです。 

 これまでの経過、概略ではございますが、

以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 ただいまは経過説明

をありがとうございました。 

 そこでお尋ねいたします。町の長である町

長並びに教育長は、現在までに被害者家族及

び加害者家族にお会いになったことはありま

すか、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 西尾雄次教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 中島議員のご質問

にお答えします。 

 教育長の私は、加害者側の当事者と被害者

側の当事者とそれぞれ２度の面談の機会を持

っております。町長につきましては、これは

教育行政の領域のことでございますので、面

談はいたしておりません。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 それでは、再度、教

育長にお尋ねいたします。これまでに行われ

た学校での保護者説明会などに教育長はご出

席されたことはありますでしょうか、お答え

ください。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 学校における保護

者説明会は２度行われております。11月３日

と12月11日だったかに２度あります。２度と

も私は出席いたしておりません。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 それでは、お尋ねい

たします。これまでの全員協議会や３月の定

例会でも再三にわたり、教育長にはなぜ出席

されなかったんですかという質問を各議員か

ら追及されていることと思います。でも、い

まだに納得のいくような答弁をいただいてお

りません。いま一度お尋ねいたします。なぜ

保護者説明会に教育長は行かれなかったんで

しょうか。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 
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   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 当該事件は、学校

そのものが子供に加害を与えると、教師によ

る暴力とかそういう事案ではなく、そうでは

なく子供を傷つけるといいますか暴力を振る

う意思を持って入ってきた、そういう人によ

って行われた傷害事件であり、内容でござい

ました。 

 学校そのものが社会的な信頼を揺るがすよ

うな、そういう事態であるならば教育行政は

前面に出てその対応をしなければならないと

思っておりますけれども、今般の事件は学校

そのものはそういった意味では信頼を損のう

ようなことはなかったというふうに認識して

おりましたので、私は学校の長あるいは教職

員に委ねたわけでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 私は、ただいまの答

弁をお伺いいたしまして、まことに遺憾であ

ります。なぜならば、このような事件が起こ

ったこと自体、学校の信頼を損ねているので

はないでしょうか。誰が加害者かとか学校に

責任があるとかないとか、そういうことでは

なくて、学校の中で児童が殴られてけがを負

ったということ自体、学校の損失というもの

は、信頼を失ったということは事実ではない

でしょうか。 

 教育長、教育長は当然、地方自治法をお読

みになったことはあると思いますが、地方自

治法では180条の第８、１項で、教育委員会の

職務権限は「学校その他の教育機関を管理し」

とあり、また、児童及び幼児の保健、安全、

厚生及び福利に関する権限ともあります。法

律でしっかりと教育の管理、そして安全も教

育委員会の権限の中にとうたわれてあるのに

もかかわらず、学校で起こった事件が、その

加害者が保護者であるという観点だけで、教

育委員会、そして町は言い逃れができるんで

しょうか。 

 私は、町立小学校の中で起こった重大事件

として、絶対に教育委員会はこれは言い逃れ

できないと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 言い逃れする、そ

ういう意思は毛頭ございません。そして、教

育委員会が学校の管理について責任を負うと

いうことについても十分に認識いたしており

ます。 

 しかし今般の事件については、特に私自身

が保護者の前に出て説明をする、そういうよ

うな性格のものではなく、学校長が説明をす

る、それで足りると、そのように私は判断い

たしました。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 ただいまの答弁も、

まことに遺憾であります。私が出ていくよう

な事案ではない。学校長や担当者に任せれば

いい。それぐらいのことにしか思ってなかっ

たんでしょうか。これを聞いている被害者児

童の保護者、そして加害者はどう思われるで

しょうか。 

 私は、町立小学校である以上、町、教育委

員会、学校は三位一体で教育に携わり、管理

していくことが当然と考えます。これは民間

の小学校ではありません。３月の教育長の人

事案件の討論の際にも、教育委員会、行政は

必要以上に学校現場に立ち入るべきではない

という意見もありましたが、こんな重大な事

件の際に立ち入らないで、いつ教育委員会は

立ち入るんですか。 

 事件は会議室で起きているのではありませ

ん。現場で起きているんです。映画のせりふ

ではありませんが、現場に向かわないで、当

事者に会わないで、どこで議論をなされてい

るんでしょうか、お尋ねいたします。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 
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○教育長【西尾雄次君】 当然、保護者説明

会の前段階においては、学校長ほか教職員と

どのような説明をするのか、どのような内容

で議論を進めていくのか、事実の状態はどう

であるか、そういったことを当然に聞き取っ

て、その上でそれでは学校長がやるというこ

とになって私は出なかったわけでございまし

て、決して逃げたわけでも隠れたわけでもご

ざいません。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 それではお伺いさせ

ていただきます。教育長は、教育委員会にも

属しているわけなんですが、この事件に関し

て教育委員会では議論されたことがあるんで

しょうか。また、議論された経緯があるので

あれば、どのような見解で、どのような意見

があったのか、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 教育委員会におき

ましては、10月27日に事件が起こっているわ

けなんですけれども、週明けの10月31日に臨

時の教育委員会を開催いたしまして、事件の

経過、経緯、そして概要についてお話をし、

被害児童のケアであるとかそういった善後策

について協議をいたしたわけでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 何だかとても表向き

のような体裁のいいご説明だったんですが。 

 それでは、次の質問に移らせていただきま

す。 

 現在では事件当時の学校長は退職され、担

任の先生も異動になり、役場担当部署でも教

育次長、学校教育課長など事件当時第一線で

対応に当たった方々がほとんど異動になり、

現場を離れてしまっております。現在は誰が

どのように対応に当たっているのか、お答え

ください。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 学校は、学校長の

定年退職によりまして後任の校長が着任いた

しました。また、教育委員会事務局のほうは、

教育次長兼学校教育課長と指導管理担当課長

が異動で転出いたしまして、後任に教育次長、

学校教育課長、指導管理担当課長とそれぞれ

が着任をいたしておりまして、現在はその体

制で対応いたしております。 

 それぞれが仕事の交代時に十分に引き継ぎ

を行っておりまして、遺漏なく対処いたして

おります。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 事件当時の担当者の

皆さんも、そして現在引き継ぎをされた職員

の皆さんも、本当に汗水流してマスコミの対

応やら保護者の対応やら学校の対応やらに追

われております。そのことをしっかりと教育

長には認識しておいていただきたいと思いま

す。 

 次に、先日８月８日に、今回の事件の在校

生の保護者が児童を殴りけがを負わせた、い

わゆる傷害事件に対して、裁判所の判決が下

されました。判決内容は、加害者に対して罰

金30万円の支払い命令。その判決理由の中で

裁判所は、「いじめに遭った我が子を守ろう

とする親としての気持ちは十分に理解でき

る」と言われました。町は、これまで一貫し

て、いじめはなかったとしてきたことに対し

て、いじめはあったと言われた裁判所の発表

を受け、テレビのニュースも新聞各社の報道

でも「いじめはあった」というフレーズだけ

がクローズアップされていました。そのこと

に対して、町はどう受けとめておられますか、

お答えください。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 
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○教育長【西尾雄次君】 加害者から暴行を

受けた当該被害児童が加害者の子供をいじめ

ていたという事実はございません。加害者は、

さきの金沢簡易裁判所における公判の中で、

自分が教室の中で殴った児童が加害者の子供

をいじめたから子供に言われて殴りに行った

んだと、そういった趣旨の主張をいたしてお

りますが、この児童が加害者の子供をいじめ

たという事実はございません。 

 そもそもどうしてこういうふうな誤解が生

じたか、非常に残念なことでありますけれど

も、裁判官が判決理由の中で次のように述べ

ていることに社会の誤解があると思います。

今ほど中島議員が読み上げられた部分も含み

ますけれども、こういった判決理由が誤解を

生じたのだと思います。 

 ちょっと読みます。「被告人は、いじめに

より不登校になっていた娘が授業に母親が付

き添うことでようやく登校を再開していたと

ころ、たまたま母親が途中で帰宅したため、

娘からいじめが始まるかもしれないとの不安

から被害者を殴ってほしいと言われ、翌日、

学校の教室に行き本件犯行に及んだもので、

親として娘からいじめに遭うかもしれないと

の訴えがあった中で、何としても娘を助けた

いという心情は十分理解できる」云々と、こ

のような趣旨のことが述べられていたことか

ら、当該被害児童があたかも加害者の子供を

いじめていたかのような、そんな大きな誤解

を社会に与えたものと考えております。 

 そもそもこの裁判では、先ほど北川課長が

経過の中で申し上げましたけれども、加害者

側が一方的に主張しているいわゆるいじめに

つきましては、裁判の中でその有無について

審理が行われなかったにもかかわらず、判決

時に至って裁判官のこうした社会に誤解を招

きかねない、つまり被害児童がいじめをして

いたかのような、まるでぬれぎぬを着せられ

たに等しい、こういった判決理由があったこ

とは、繰り返し申しますけれども極めて遺憾

なことであると考えております。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 ただいまの教育長の

答弁、絶対に間違いはありませんね。この議

場におられるマスコミ各社の皆様にも、しっ

かりとこの点は認識していただきたいと思い

ます。 

 私が独自に調査した限りでは、被害に遭っ

た殴られた男子児童は、たまたま席が隣であ

っただけで、今回の直接的原因になるいじめ

そのものには関与していなかったと確認して

おります。このことが事実であるのならば、

裁判所が発表した「いじめはあった」という

発言は、おのずとこの被害児童と捉えられて

しまうのです。 

 この被害児童も中学生になり、今は町内の

中学校に通っています。また、この被害児童

の兄弟は現在も町内の小学校に今在学中です。

町がしっかりと事実説明をしないまま、弁護

士や裁判所、あるいは警察等に任せるという

どこか無責任な対応をしてきた結果、被害者

の家族は今も肩身の狭い思いをし、また何か

報復をされるのではないかという恐怖と戦い

ながら毎日を過ごしていらっしゃいます。 

 その点について、なぜもっと町は、教育委

員会は社会に対して、被害者児童の両親に対

してきちんと説明、弁明をされてこなかった

んでしょうか、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 この事件につきま

しては、加害者側がいじめがあったという内

容のことを申しておりますけれども、この内

容というものは、非常にいじめというにはい

じめた側がかえって傷つくくらいの内容であ

りまして、このこと自体を非常に大きく取り

上げるということになると、いじめたと言わ

れた非常にたくさんの子供たちあるいはその

家族が非常に傷つくことになるわけでござい

ます。 
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 現在、先ほども申し上げておりますけれど

も、こういった判決、非常に紛らわしい、ぬ

れぎぬを着せたようなこういう紛らわしい判

決理由を述べたばっかりに、被害者本人や、

あるいはそのご家族の方が非常に苦しむとい

う事態を招いている。こういうようなことが

広い範囲で非常にささいな言葉のやりとりの

中のことが問題にされて、あたかも大事件の

ようにどんどん拡大していくということの全

体的な教育的な状況を考えると、どうしても

事件をそんなに大きく大々的に伝えるという

ようなことは差し控えさせていただいたとい

う、そういう経緯がございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 済みません。私の発

言の中で不適切な部分があったので、訂正さ

せていただきます。 

 発言の中で、具体的な学校名が出てしまっ

たことをまことに申しわけなく思います。そ

の部分については削除をお願いいたします。 

 それでは、引き続き質問に移らせていただ

きます。 

 加害者の方は控訴された理由を、町と教育

委員会のこれまでの対応を絶対に許さない、

最後まで戦うとおっしゃっています。これが

控訴された理由だそうです。何が人をそこま

で憎しみの塊にさせたのか。なぜこんなにも

事件が長引いているのか。ここからは町長に

お尋ねしたいと思います。お答えください。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 中島議員の質問で

すが、なぜ加害者がこうまでして町、教育委

員会を控訴にしようという気持ちにさせるの

かということでありますが、私自身が直接か

かわってきたわけでないものですから、先ほ

どからの教育長の答弁のとおりだと思ってい

るんですが、そのことが自分としたら納得が

いかないと、そんな思いで控訴されたのだろ

うと、こう思っているしか私としたら思えな

いということであります。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 町長は今、今はこれ

だけしか言えないということはおっしゃいま

したが、私は前にも申し上げましたように、

町立小学校ということは町、教育委員会、学

校、それぞれが同じ立場だと私は認識をして

おります。それを踏まえて、町長にもお考え

いただきたいと思います。 

 今確実に言えることは、１年がたとうとし

ている今もなお何にも解決していないという

ことです。被害者家族は誹謗中傷に悩み苦し

み、加害者の家族は今もなお当時の関係者に

話を聞きにいっていると伺っています。当時

の関係者を初め、子供を預けている保護者の

皆さん、教育現場の先生方、ひいては町民の

皆さんが、一体どうなっとるんや、町は何を

しとるんやとおっしゃっています。 

 町長は、この事件、どうすれば解決につな

がると思いますか、お答えください。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほどの質問であ

りますが、町はどうすればいいのか、解決の

道になるのかという話なんですが、問題は司

直の手に渡っているわけでありまして、裁判

のさなかということであります。その推移を

我々は見なければいかんのですが、一方で、

全国的ないじめ問題が盛んに報道されて、そ

れぞれの教育委員会、町、市が責任も感じな

がら一生懸命、いじめが二度と生まれないよ

うな、そういう体制をどうつくるかという、

そんな思いで今一生懸命やられているという

ふうに思っているところでございますし、当

然、我が町の教育委員会もそんなことも同じ

気持ちで一生懸命、再発防止に向けて頑張っ

ているんだと、このように思って我々信じて

いるところでございます。 

 いずれは司直の中から結論が出て、そのこ
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とが町民の間の中にきちんと広がれば、私は

誤解も解けるのではないかなと、このように

思っている次第でございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 今回、この事件がこ

んなにも長引き、こじれた原因の一つは、ど

こか町としての姿勢が他人事のように司法の

手に委ね、傍観者のように見守っていた、そ

んな姿勢が原因ではないでしょうか。人とし

ての誠意のない対応、それが招いた結果では

ないでしょうか。 

 人の心を解きほぐし問題を解決するのは、

裁判でも罰金でもありません。いじめという

本当にデリケートで、どこからがいじめで、

どこまでが子供同士のふざけなのか非常に難

しい問題ではありますが、その背後には家庭

環境や個々の性格など解決すべき問題はその

都度違いはあると思いますが、学校という場

所は何よりも安全で安心でなくてはならない

ということです。その観点からしましても、

今回、町立小学校で起こった事件は前代未聞

であり、あってはならないことが起こったと

いうことです。 

 以前、全員協議会で教育長に対して責任問

題が追及された際に、教育長は、任命権者で

ある町長に判断を委ねますと答えられました。

そして町長は、しかるべきときが来たら、そ

のときにしっかりと責任をとりたいと思うと

述べられました。事件から１年を目前に、町

長のしかるべきときとはいつなのか、お答え

ください。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの中島議

員の質問であります。しかるべきときが来た

ら考えたいということに対して、どうなのか

と、それはいつなのかという話でありました。 

 昨年の12月議会でしたかね、私がしかるべ

き時期が来たら考えたいと申し上げたという

ことを捉えての話だと思うんですが、私は教

育長本人から、事態が収束した段階で責任の

所在を明らかにして町長にみずからの進退を

問いたいという、こうした強い意思表示があ

ったものですから、もしあの傷害事件が加害

者の主張するように、学校側がいじめを見過

ごしたことが原因で、その結果生じたもので

あるならば、学校側にその責任があり、それ

を監督する責任を負う教育長にも当然責任が

あるものと、そんなふうに思っているところ

でございます。 

 現在は、先ほどから申しているように加害

者のほうが控訴をして裁判が継続中でありま

すので、私もこの裁判の推移を見守りながら、

しかる後に判断をしたいと、このように考え

ているところでございます。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 私は、この事件、大

きく２つに分けて捉える必要性があると思う

んです。今ほど町長は、いじめがあったのか

なかったのか、本当にそういうことがあった

のならば学校の責任は問われるとおっしゃっ

ていましたが、そのこと以前に、学校の中で

傷害事件が起こってしまっているんですよね、

現実。このことに対しては、もう現実としか

言いようがありません。先ほどから再三もう

言っていますが、町、教育委員会、学校の責

任は、私は絶対にあると思っています。 

 今回の事件、そして裁判は、被害者児童の

保護者が加害者を訴えた形になっているから

町は終始、冷静な対応だとか司法の判断に委

ねるとかいった発言をしてきておりますが、

被害者の保護者が万が一、町の小学校で起こ

った事件の追及という形で町を訴えていたら

どうなっていたと思いますか。加害者を学校

に入れた責任、そして安全管理の面では、私

は町は絶対に言い逃れはできないと思います

が、いかがでしょうか。 

○議長【夷藤満君】 西尾教育長。 

   〔教育長 西尾雄次君 登壇〕 

○教育長【西尾雄次君】 先ほどの答弁の中
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でも申し上げましたが、この加害者は担任の

教諭に、子供たちに自分の子供の気持ちを語

らせてほしいという言葉で教室に入れてもら

ったわけです。これは本当に加害者の子供が

これから皆と仲よくやっていけるのなら、そ

れも大切なことだなというふうに判断した教

諭の判断でございました。 

 しかし、この裁判の中で明らかになったの

は、加害者本人が言っているんですけれども、

子供に言われて殴るつもりで行ったと。そし

て殴ったんだというふうに言っているわけで

すから、これは非常に大きな欺瞞
ぎ ま ん

の中で教室

に入り込まれたわけですから、防ぐのは非常

に難しかったと私は思っています。 

 しかし法論理でいくと、やはり教室にそう

いう者は入れるべきでないという法論理は当

たると思います。しかし、その冷厳な法論理

だけで世の中が動いていったら、本当に心あ

る教師、本当にいいクラスをつくろうとして

いる教師はみんなそういうことを躊躇するよ

うな、こんな世の中になると私は思います。 

 そういったことで、この教師のやったこと

を責めることはできないと私は思っています。

しかし私は、やはり被害者の子供が学校で殴

られるということになった。加害者がどうい

うふうな形で入ってきたものであれ、安全を

守り得なかったということについては町は大

きな責任があると思います。 

 そういった意味で、私自身は、先ほど町長

も答弁いたしましたけれども、その事件が本

当に解明し尽くされた段階でしっかりとその

進退を問う。それは被害者の子供を守り得な

かった町の教育者としての、教育行政の責任

者としての対応をとらねばならんと、そんな

ふうに思っているわけでございます。 

 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中島議員。 

○２番【中島利美君】 私は、最後にどう責

任をとるかということを本当は問いたいので

はなくて、できることならば、これまでも教

育長が現場の第一線に立って被害者、加害者、

そして学校の保護者の皆さん、教育現場の先

生方、みんなの前に顔を見せて、第一線で私

が責任をとるからということで指揮をとって

いただきたかった。それが今日までそういう

姿勢が見られなかったということが私は非常

に残念に思うのです。最後に責任をとればそ

れでいいという、私はそういう結末は望んで

いません。 

 これからも裁判は続くでしょう。そして、

まだ結論は何も出ていません。これから教育

長がどう対応されるのか、しっかりと私は見

守っていきたいと思います。 

 そして最後に、私は子供を持つ母親として、

事件発生以来、同じ町に住む子供が、そして

その両親が、親族が、関係者が今もなお苦し

んでいるという現状に目をそらすことはでき

ませんでした。 

 最後に、町長にお尋ねいたします。昨日、

町長は３期目に対する思いを熱く語られまし

たが、その中で、内灘町は子育て、教育は県

下ナンバーワンを誇れる町だというふうにお

っしゃっていました。その言葉を受けたとき

に、私は、今回の事件の解決をなくして、ど

う町民に弁明されるのか、町長の胸の内をお

聞きしたいと思います。この町に暮らす町民

が町内で起こった事件で苦しんでおられる姿

を見て、町長はどうお感じになられ、町民に

対してどう責任をとられるのか、しっかりと

お答えいただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 きのう、３期目の

決意ということで申し上げさせていただきま

した。その中で、我が町は子育て支援ナンバ

ーワン、こんな思いでこれまでも子育て支援

策を充実するように頑張ってきたということ

についての、これは今も変わらないと思うん

ですが、今ほど中島議員言われたように、現

実に暴力事件があって苦しんでいるご家族が
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ある。そんなことについて、それはいいよと

いう話では決してないわけでありまして、そ

の問題の解決に向けて頑張らないかんという

ふうに思いますし、より一層そうした問題が

引き起こらないための教育のありよう、教師

のありよう、そして教育委員会全体がどうや

っていくかというそんな教育委員会のありよ

う、そんなこともともに知恵を出し合って、

多くの皆さんから本当の意味で内灘町は子育

てしやすい町だよと言われるように頑張って

いきたいと思っています。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 答弁が終わりました。

よろしいですか。 

 中島議員。 

○２番【中島利美君】 それでは最後に、私

からのお願いということで締めくくらせてい

ただきたいと思います。 

 先ほども申しましたが、この責任は学校の

教育現場の先生方は一生懸命に、そして町担

当部署の職員たちも一生懸命に今日までやっ

てきた姿は私も確認しております。それは町

民の皆さんも認識していることと思います。 

 しかし、きょう現在まで教育長を初め町長

の姿が、私が責任をとる、私に任せなさいと

いう姿勢が見られなかったことを非常に私は

残念に思っています。ですから解決に至るま

で、どうぞきょうからでも構いません。大津

市の市長もしっかりと被害者に謝罪をしたり

マスコミに前面に対応したりもしています。

教育長、町長、私はしっかりと学校の教職員、

そして役場担当職員の先頭に立って今後対応

に当たられることを切に願いまして、私の質

問を締めくくらせていただきたいと思います。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 14番、中川達議員。 

   〔14番 中川達君 登壇〕 

○14番【中川達君】 間もなくお昼というこ

とでございますけれども、先ほどお二方の非

常に白熱した議論で、私も同僚の議員の一人

として非常に感銘を受けさせていただきまし

た。 

○議長【夷藤満君】 済みません。ちょっと

申しわけありません。時計直すまで待ってく

ださい。 

○14番【中川達君】 その分だけ尐ししゃべ

らせてください。 

 よろしいですか。 

○議長【夷藤満君】 はい。どうも済みませ

ん。よろしくお願いします。 

○14番【中川達君】 非常に同僚の一人とし

て感銘を受けさせていただきました。 

 今、お若い議員さん、非常に頑張っていら

っしゃいます。私たちも長い経験がございま

すけれども、若い議員さんたちに負けずに、

ひとつあたわった任期中、あたわった職務中

に一生懸命行政に対する捉え方を頑張ってい

きたいと、このように思って今非常に感激を

いたしておる中、平成24年第３回定例会にお

きまして質問の機会を得ましたので、きょう

は３点ばかし質問をさせていただきますけれ

ども、一問一答でよろしくお願いをいたしま

す。 

 まず質問に入る前に、国民の一人として非

常に憂慮を今いたしております。この日本の

主権が今脅かされているのは皆様も十二分に

ご承知をいたしておると思います。ロシアの

北方四島の日本への帰属の問題、そして今最

も騒がれている尖閣諸島、中国の侵略の問題、

あるいはまた韓国の竹島の問題。そういった

中、ややもしますとこの日本国が大きく脅か

される。国民の一人として納得できないとい

う問題があります。 

 そういった中で、忘れてならないのは北朝

鮮における今現在どこにいるかすらわからな

い塗炭の苦しみを負った拉致被害者のことを

考えますと、何とかこの国が、政治が安定し

ないと国力がつかない。国民の一人として、

何とか国がしっかりとしていっていただきた

いという思いが強いわけでございます。 
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 しかしよくよく考えますと、地方がしっか

りしないと、私たちがしっかりしないと、地

方が国を動かすそういった時代の中で、今ほ

どの発言、質問を聞いておりますと本当にこ

の内灘町はいい議会だなと、こう思っており

ます。 

 そしてまた今、国内は非常に経済が困窮を

いたしております。円高の問題、そしてきの

うも報道等でされておりますけれども大きな

メーカーさんの工場が撤退問題。それによっ

て雇用の不安が余儀なくされている。雇用が

ない、仕事がない。そういったことを考えま

すと、これから先、私たちの子供や孫たちに

しっかり託すべき方策を今、地域が、私たち

が元気にやっていかなくてはいけないなと、

このように念ずるばかりでございます。 

 やはり経済が悪いと、あるいはまた政治が

悪いと地方がおかしくなり、国がおかしくな

る。今ちょうど変革のとき、改革のとき、そ

の変革、改革の結果がこれからはっきり出て

くるのではないかなと、このように私は思い

ながら、まず最初に国を憂いる一人として話

をさせていただきましたけれども、どうぞ皆

様方もしっかりと認識をいたしていると思い

ますけれども、さらなる認識の中で、今自分

たちが何ができるか。地域の活力、地域の経

済、そして地域の行政において何ができるか

ということをいま一度認識をしていきたい、

皆様も認識を持っていただきたいと、このよ

うにこいねがいまして、ただいまから質問に

入らせていただきますので、よろしくお願い

をいたします。 

 まず、地域コミュニティについてお尋ねを

いたします。 

 この内灘町は、公民館制度という制度がご

ざいまして、これは日本に誇れる地域のコミ

ュニティの場として国内外から注目をされて

いるやに聞いております。先般も東大大学院

のほうから、この内灘町の地域の公民館に対

して非常にすばらしい取り組みだと。そして、

高齢化社会、あるいはまた情報基地の発信、

尐子化対応に反映させるべく、国策に反映さ

せるべく内灘町に来て研修をし、さらなる研

さんを積んで日本に広めたいという、そうい

う思いの中で先般、内灘町が補正予算を120

万円ほどでしたが組ませていただいたと私は

認識をいたしております。 

 やはりそういった東大大学院の教授の方も

この内灘町を注視している中、地域コミュニ

ケーションの場あるいは情報の場、そしてま

た震災の情報、防災の情報起点の場として、

今この公民館のあり方が非常に問われている

わけでございます。 

 そういった中で、公民館も非常に町の人口

増加に伴い、町内の住民が非常に大きな数が

ふえてきているやに思っております。内灘町

の大根布地区におきましても、大根布１丁目

で大きな開発行為が行われます。住宅の開発

行為だと私は思っておりますけれども、先般、

そのように住宅の図面が私どもに届いたわけ

でございます。そしてそういった説明もいた

だきましたけれども、この住宅はやはり民活

といいますか民営の業者さんの開発行為でご

ざいますので、非常に住宅がびっしり並んで

おります。この住宅地図を見ますと、余裕と

いうそういったものが余り感じられないよう

な形でございます。住宅が約87区画、そして

道路が、あるいは公園が、調整池がというの

はありますけれども、これは当然法律に基づ

いた公園であり、そして道路であり、調整池

だと思っておりますけれども、この住宅87区

画できますと、やはり大根布１丁目において

非常に大きな世帯数となり、ややもしますと

内灘町17町会、区がありますけれども、１つ

の区よりも大きな町並みができるわけでござ

います。 

 そういった中で、コミュニケーションの場

が図れるか。子供たちにしっかりと情報基地

の場所の提供、これからも子供たちが遠くの

ところまで行って、そういった情報連絡がで
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きるのか。あるいはコミュニケーションの場

が図れるのかということを考えますと、非常

に厳しいものがあろうかと私は認識をいたし

ております。 

 これは法律だから、開発行為だから、町が

法律に基づいて行政の責務としてやっている

という問題では私はないと思います。やはり

当然、許認可の問題は行政のほうへ確認事項

として聞きますから、町のほうもああいった

こと、こういったことというのは附則で申し

上げると私は認識いたしております。 

 どうぞその場において、やはりこの87区画

の中で公園も大事でしょう。しかし、そうい

った地域の、より小さなコミュニティの場所

の確保を町として業者さんに要望し、そして

そういった適切な指導ができるかできないか、

まずお尋ねをさせていただきます。 

○議長【夷藤満君】 長丸一平都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今ほどの大

根布１丁目地内の開発行為の件についてお答

えいたします。 

 開発行為に関することにつきましては、都

市計画法第29条で定められております。法的

には、開発業者に今ほど言いました公園、調

整池、そういったものの指導はございます。

しかしながら、集会所用地ということを提供

することは難しいと思います。 

 しかしながら、今ほど大根布地区の状況、

７月末現在では314世帯ございます。これにさ

らに開発で87区画加わりますと、ある町会よ

りも大きくなるようなことが想定されます。

大根布１丁目町会の町会管理に負担が相当か

かるかとも思われますので、法的には大変難

しいのですが、そういった思いを関係業者の

ほうに伝えまして理解を求めたいと思ってお

ります。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 今ほど答弁の中で、い

わゆる業者さんにそういった要望活動をして

いくという話でございますけれども、どうぞ

部長さん、しっかりと、やはり町のこれから

の将来のあり方というものを捉えたときに、

この内灘町はこういう集会所であれ、こうい

う情報基地がしっかりと整備をされている。

そういった中で当然、法的な規制もあろうか

と思いますけれども、私たちはこういうまち

づくりをしたいという目的をしっかり植えつ

けていただきたいという一念でございます。 

 どうぞそういった意味で、しっかりと、今

開発行為が起きるわけですから、多尐なりの

坪数、そんな大きな無理な坪数とかそういっ

たものを業者に訴えておるわけではないわけ

ですから、しっかりと捉えてやってください。

それが子供たちや孫たちが将来大きくなった

ときに地域でどうするか、地域の活力をどう

するかということに私はつながると思います

ので、ひとつよろしくお願いをいたします。 

 それでは引き続きまして、千鳥台の町会も

南北非常に大きな町会。そしてまた西のほう

にも大きく今伸びているわけでございます。

この町会も約10年ほど前に、これだけの大き

な町会がこれから維持できるのかなという当

時そういった話もございました。それ以降ぴ

ったりとやんで、そういった話がございませ

んけれども、千鳥台のそういう分割、千鳥台

の皆さんがこれでいいんだということになれ

ばそれで別に問題はないわけですけれども、

そういった分割の話が今、町の行政として検

討されているのか、あるいはまた、そういっ

たことが全然ないのかをお尋ねをさせてくだ

さい。 

○議長【夷藤満君】 中西昭夫まちづくり政

策部長。 

   〔まちづくり政策部長 中西昭夫君 登壇〕 

○まちづくり政策部長【中西昭夫君】 今、

千鳥台町会の分離とかそういったものについ

ては、町のほうでは検討はしておらんと。ま

た、町会のほうからもそういった要望はない

というような状況であります。 
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 以上です。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 全然そういう話がない

ということでございますけれども、先般、防

災の町の訓練がございました。そういった中

で、やはり町内会の方から、私どもは尐し遠

くにおる。そして、日ごろ余り公民館まで行

くことが、特に雪降る冬はなかなか行けない。

もう一つ、こちらのほうにも小さなものでい

いから大根布の集会所みたいなそういったも

のができれば、その地域の先ほど申しました

コミュニティとして自分たちで維持管理ので

きる、自分たちでそういった捉え方をし、中

央の公民館に持っていくこともできるという

声が出ております。 

 そういったことを私も聞きましたもので、

あえて部長、こういう形で聞いておるわけで

ございます。そういった話が全然ないという

話ではないと思います。 

 そこで、町長、タウンミーティング、ある

いはいろんなところの老人会の会合、地域の

会合という形で顔を出していらっしゃると思

いますけれども、そういった声が全然なかっ

たかどうか、そこら辺をまずお尋ねをさせて

いただきます。 

○議長【夷藤満君】 八十出泰成町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 中川議員の千鳥台

町会に集会所みたいなものを建設してもらえ

ないかという、そういう声がないのかどうか

という話でいえば、私の把握している限りに

は今のところはございません。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 千鳥台もやはりそれぞ

れの声があると思うんですけれども、あれだ

けの南北の距離、そしてまたあれだけの住宅

の戸数が建っている中、１つの公民館で物事

をこれからお孫さんたちに渡していけるのか

なという思いが非常に強いわけでございます。 

 千鳥台も町会ができてから、まだ新しい町

会です。そういった中で、やむにやまれず家

を手放した方、あるいはまたよそへ引っ越し

していった方、空き家がぽつぽつと今見受け

られるわけでございます。そういった中で、

そういう話も全然ないとおっしゃるのでした

らそういう議論はないかと思いますけれども、

やはり中にそういった方もいらっしゃるとい

うことは事実なんです。 

 ですから、中央に公民館が１局あるからと

いう形そのものよりも、大根布区みたいにそ

れぞれが、一人一人がその区員と。区の中の

町会として活動している、そしてしっかりと

連携を保っているという、そういう形もござ

いますので、そういった適切な場所があれば

町としてその町会の、あるいは町内の皆様と、

こういう情報がある、こういう形があるとい

うことをまたお聞き願って、これからのまち

づくりの地域のコミュニケーションづくりの

活性化のために情報を発信する、情報を受け

るという気持ちが、考えがあるかないか、ち

ょっとお尋ねをいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 中川議員の質問に

お答えしたいと思います。 

 冒頭おっしゃったように、地域コミュニテ

ィとしての公民館、これは本当に大事なもの

でありまして、私たちもこれからの高齢社会

を見据えた場合に、何よりも世代間交流をで

きるという意味では公民館が必要だというこ

とでありますし、そして公民館でなくても、

集会所みたいなものができれば、よりいいの

かなということでありました。 

 鶴ケ丘の東町会も随分大きくなっているわ

けでありますから、そんなところがあちこち

にできた場合にどうするかという話ですが、

いずれの場合にも地元の町会の皆さんがどう

考えるのか、区会の皆さんがどう考えるか、

そして地元も予算も考えながら町も考える、

そんな形で進めていければいいのかな、こん
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なふうに思っていますし、今ほどの話であれ

ば、そういう声があったら私たちも相談に乗

っていきたいと、このように思っています。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 東大の大学院の先生方

も内灘町へ研修に来るほど、そういった施設

が整っている中、そしてまた、これからこの

内灘町が地域モデルとして国に発信されると

私は認識をいたしております。 

 そういった中、細部にわたってこれからの

お孫さんたちのために、町長は日ごろおっし

ゃっているきずなであれ、地域の触れ合いで

あれ、そういったことをしっかりと認識する

べきときが必ず来ると思いますので、今のう

ちにそういった町からの情報の発信、そして

情報の享受をさせていただくことが大事かな

と、このように思って質問をいたしておりま

すけれども、そういう認識だということでご

ざいますので、どうぞこれから担当におきま

してはしっかりとそういった形で、また地域

住民の皆様の声を反映させていただければあ

りがたいと思っておりますので、よろしくお

願いをいたします。 

 それでは引き続きまして、土砂災害防止法

に基づく警戒区域指定箇所についてを質問を

させていただきます。 

 西荒屋、そして宮坂、あるいは大根布区と

いう地域に、昨年、法律の網がかかったわけ

でございます。その法律の網とは、崖地に対

する警戒区域の指定という指定がされたわけ

でございます。当然、災害時に崖崩れという

そういったことは危惧されるわけでございま

すけれども、先般、私たちのほうに、こうい

う土砂災害防止法というパンフレットが届き

ましたけれども、昔からこの地は指定してと

いう形でございましたけれども、地域の住民

の皆さんがうちを建てかえする、あるいはま

たうちを改築するという話の中で、こういう

指定をされたわけでございますけれども、県

のほうで国の代行としてまず調査をして、こ

れを都道府県知事あるいはまた市町村の意見

を聞いた上でここを箇所づけするという、こ

ういう法律だそうでございますけれども、こ

の箇所づけ、そして意見を聞いて、いつ、ど

ういう形で、どういう指定をしたのか、改め

てこの公の場でしっかりと示していただきた

いと思っております。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今ほどの土

砂災害警戒区域の指定の指定されていった経

緯についてお話ししたいと思います。 

 土砂災害警戒指定区域の箇所についてでご

ざいますけれども、以前から指定されており

ます急傾斜地崩壊区域と同じ区域を指定して

おります。土砂災害警戒区域の指定につきま

しては、土砂災害防止法の一部改正が行われ、

平成21年６月から10月までにかけて石川県の

ほうで土砂災害警戒区域の基礎調査を行って

おります。 

 基礎調査を行った結果を踏まえまして、そ

の周知をするため地元説明会を開催しており

ます。西荒屋地区では平成23年１月22日、大

根布地区においては平成23年１月28日に説明

会を開き、周知を図っております。 

 説明会では、法の制定された背景、また警

戒区域及び答弁特別警戒区域での取り組みや

規制について説明を行い、県としては地権者

の理解が得られたということで、町のほうに

その同意を求めてきております。町では、説

明会で意見がなかったことから、平成23年３

月で同意を県に行ったわけであります。 

 その後、県では町からの同意も受け、警戒

区域の告示を行い、所定の手続を行い、指定

をされたという経緯でございます。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 今ほどの経緯の中でそ

れぞれ指定されたわけでございますけれども、

問題は指定されると、このパンフレットにも

出ていますけれども、一定の行為の制限とい
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うのが発生するわけでございます。例えばそ

こで新しく家を建てかえする、そして改築を

するということになりますと、当然、土砂防

止の大きな擁壁、あるいはまた砂を防止する

耐重といいますか耐荷といいますか、そうい

った構造物をつくらないと家は建てられない

という形になるわけでございます。当然、地

元の人はそういったことも余り気にせずに、

認識していない中、そういった指定がされた

と思います。 

 今から新しく、既に家を建てたいという形

の方が西荒屋においても２名の方がいらっし

ゃいます。しかし、現実的にうちを建てるか

ということになりますと、法の網があって、

その構造物を建てることによって土地の評価

よりも構造物のほうが高くなるという、そう

いった弊害が生まれておるわけでございます。 

 そういったことを、地域の皆さんが余りそ

ういった認識をしていないという形の結果が

生じたわけだと思いますけれども、いずれに

いたしましても西荒屋の問題におきましては、

今地域の皆さんが一生懸命取り組みをし、当

然、県のそういった指定でございますので、

やはり地元の県議の先生と一生懸命努力をし、

何とかそういった地域の皆さんの負担のかか

らんような姿を追っているということでござ

いますので、私はそれ以上お話しすることは

ございませんけれども、今、大根布地区にお

きまして、大根布地区の大学の上のほうなん

ですけれども、大学の高台の約４軒か５軒の

ほうは既に30センチほど砂が崩落していると

ころがあるんです。だけども地域の下の方は

余りそういったことは認識がないという思い

がいたしております。 

 そういった中で、町として、その土地の所

有者、崖地の所有者、そして高台の所有者、

下にいる所有者、そういった方に、こういっ

た箇所になっているから、こういったことを

十二分に認識をしておいてくださいよという

ことをいま一度、部長、認識をしていただく

必要に迫られていると思いますけれども、そ

こら辺を行政としてもう一度しっかりと認識

をさせる用意があるのかないのか。こういう

形やということをわかりやすく説明するそう

いったパンフもつけてご案内を申し上げると

いうことを、そういったことができるかどう

か、お尋ねをいたします。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今ほどの大

学地区というか大根布４丁目の上あたりとい

いますか、そこの箇所については認識してお

ります。その方々に対して周知はしたいと思

います。 

 ただ、急傾斜地崩壊危険地域内の土地につ

きましては、土地所有者であるとかその管理

者、または占有者がその土地の維持管理に努

めなければならないということになっており

まして、その方々の対応について町が対応す

るということは大変難しいことでございます。 

 町としては、そういったことのないようこ

れから啓発を行い、自分の土地は自分で守り

ましょうという周知は行っていきたいと思い

ます。 

 つきましては、今年度、土砂災害ハザード

マップを現在策定中でございます。関係地区

へ配布し、周知徹底を図りたいと思っており

ます。 

 また、新築される方の確認申請も受け付け

しておるわけでございますけれども、確認申

請が出た時点で、その地区が急傾斜地崩壊危

険区域の該当の有無、また崩壊防止工事を行

っているかというチェック項目があります。

申請時にはチェック項目で確認し、施工され

ていない場合は指導もしたいと考えておりま

す。 

 今後も関係地区に対しては危機管理意識の

普及推進に努めてまいりたいと思います。 

 なお、大根布地区におきましては９月９日、

来週の日曜日ですけれども、午前８時から大
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根布４、５丁目住民を対象としまして、大雤

により土砂災害が発生したという想定のもと、

避難訓練を県と合同で実施することとしてお

ります。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 いずれにいたしまして

も、やはり傾斜地の所有者の方にしっかりと

認識をさせていただかないと、それに伴って

上も、そして下の人は大変なことになります

から、そこら辺のマップも作成したら、特に

そういう傾斜地の所有者の方に認識を強くし

ていただきたいと、このように思っておりま

すので、またひとつご尽力を賜りたいと思い

ます。 

 それでは、第３点目の質問をさせていただ

きます。 

 福祉センターのこれからについて、先ほど

太田議員のほうから適切な質問がありました。

私の出る幕が余りなくなったような気がいた

しておりますけれども、１つ２つほどちょっ

とお尋ねをいたしますけれども。 

 町長として、福祉センターの民間活力とい

うのは先ほどよく聞きましたけれども、福祉

センターのあり方、そしてまた移設という問

題を老人会であれ、あるいは町民の町内会で

あれ、そういったところで前もってこういう

話で、これからこういう方向性だということ

を話したことがあるかないか、ちょっとお尋

ねをいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 今ほどの質問です

が、質問が出て尐し現状を答えるという、そ

んなことはありました。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 当時新聞に出てから、

行政も民活ということでございますので、私

も民間の温浴を利用されたらいう話もさせて

いただきました。その中で、当然、町が4,000

万円ほどですか、3,500万円の補助金、そして

また下水道の免除額600万円ですか、4,100万

円を出して民間の温浴施設と協議をいたして

おると思います。その協議の内容をいま一度

ここで詳細に、結果として温浴民間のほうか

ら出てきた答えを示していただきたいと思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 長丸部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 今、民間の

温浴施設と交渉の内容を説明をということで

ございますけれども、内灘町福祉センターは

22万人の利用者がおります。そのうち一般利

用者、60歳以下の人数が８万人ぐらいという

ことで、残りが高齢者の方々が利用されてい

るということで、民間温浴施設「湯来楽」さ

んのほうに老人部門も受けてもらえるのに幾

らほどあれば受けてもらえますかという問い

かけをしております。 

 その結果、今ほど言いましたように3,500

万円。町では、上下水道の減免をしておりま

す。その料金が現在600万円ほどございますけ

れども、そういったものを見てもらって、

3,500万円いただければということで返事は

いただいております。ただし、高齢者の方を

24時間、１週間ずっということではなく、あ

る程度、土日については制限をされた上での

受け入れは可能ということで返事をいただい

ております。あと平日については、おおむね、

ちょっと時間のほうを正確には覚えてないん

ですけれども、８時ごろまでの受け入れは可

能だというふうな答えだったと思います。 

 以上でございます。 

○14番【中川達君】 ここに資料あるし、こ

のとおりちょっと言うまっし。皆さん、わか

らんでしょう。載っておらいね。時間だけで

も載ってるやつ。 

○都市整備部長【長丸一平君】 済みません。

じゃ資料がございますので、お答えいたしま

す。 

 適用期間でございますけれども、平日、開
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店より20時ですから８時までに精算、退館し

てほしいということ。土日につきましては、

開店より14時、２時までに精算、退館をして

いただきたい。ただし適用外として年末年始、

ゴールデンウイーク、お盆は適用しないとい

うことでございます。 

 あと一般利用者の方もおりますので、その

方々の対応については、当初、町へ5,000枚の

半額クーポン券を渡すという案でございまし

たけれども、何度か交渉している中で、これ

を5,000枚の半額券ではなく、来場された方で

町民と確認できれば100円割引または200円割

引といった、そういった案を今交渉している

最中でございます。 

 以上でございます。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 今ほどこの条件が示さ

れたわけですけれども、町として老人の皆様

の福祉、そういう観点から捉えると、この条

件が非常にいい条件なのか、これは腑に落ち

ん条件なのか、もう一遍考えんなん条件なの

か、そこら辺を聞かせていただきたいと思い

ます。 

○議長【夷藤満君】 長丸都市整備部長。 

   〔都市整備部長 長丸一平君 登壇〕 

○都市整備部長【長丸一平君】 現在の福祉

センターにつきましては、高齢者のみならず

一般町民も多く利用しております。高齢者部

分については、満足とは言えませんけれども

おおむね提示については理解できるのかなと

思いますけれども、一般の部分についてまだ

まだ交渉の余地があると思いますので、高齢

者、一般も含めた温浴施設のあり方を検討し

ていく必要があるかなと考えております。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 時間がございませんけ

れども、私なりに思いますと、この条件は非

常に民間の思いで、町から見ると、行政から

見ると、福祉から見ると非常に納得のいかな

いような条件だと私は認識をいたしておりま

す。 

 そういった中で、今、ホテルの計画も立て

ていらっしゃいます。そして、代替の温浴の

話も出ています。今ほどの太田議員の話にも

ありましたとおり、そういった話が進んでい

るかと思っておりますけれども、いずれにい

たしましても、やはりあの福祉センターの場

所は、今まで昭和48年に開園してから、町民

の老人の方の憩いの場、そしてまた結婚式場、

あるいはまた浴場という非常に大きなにぎわ

いを見せ、まさに福祉の拠点として生かされ

てきた経緯があるわけでございます。 

 それが民間活力というのもわかりますけれ

ども、あえて今ここで民間のホテルならば、

白帄台のところにも大きな土地もあります。

景観もあります。そういったこともあります

し、また、この福祉センターのところでどう

してもという民間の活力の思いなのかもわか

りません。 

 それを今から判断を待たされますけれども、

いずれにいたしましても町長、ここで今、単

費で温浴施設というのは当然必要になってく

るわけでございます。その場所が４カ所、５

カ所という中でまだ位置づけもされていない

中、そういった思いが温浴施設を民間に借り

る、あるいはまた町で建てる、そういった思

いが今日に至るまでどういう思いでおったの

か、お聞かせをいただきたいと思います。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ほのぼの湯の今後

の話なんですが、一日も早く場所を決定し、

そしてどこでするかは別ですけれども、その

ことを決めていただければ非常にありがたい

ということで、現実に総務産業建設常任委員

会で議論がされているということですから、

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊  削  除  ＊＊＊＊＊＊

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊それに沿って私ども

は新しいところで建てるなら建てる、民間を
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利用するなら利用する、こんな方向でやらせ

ていただきますから、どうぞ存分に議論して

いただいて早く結論を出していただきたい、

このように思います。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 今ほど町長のほうでは

議会のほうで決めていただければそこに従う

という話でしたけれども、４カ所、場所が設

定されているわけでございますよね。その中

で今あえて福祉センターのそこも候補地の一

つに挙がっていたかと思うんです。そこで決

めれば、そこに従うという形ですから、そこ

でつくるわけですか。そこら辺をお尋ねさせ

ていただきます。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの質問で

すが、現在の福祉センター跡地をどうするか

という話は、これはこれまでも十分話をして

きましたように、ここは内灘町のランドマー

クということもあって、そこには民間のホテ

ルが進出したいという話も現実にあるわけで

すし、そのことの実現のために今頑張ってい

るわけですから、それについては私はそれ以

外のところでということで場所を選定してい

ただければと、このように思っているところ

です。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 それ以外ということで

ございますが、議会が３カ所という形の中で

決めるという話か、あるいはまた町民の皆様

の意向を酌んでという話になろうかと思いま

すけれども、１番目はそうしたらだめやとい

うことなんですよね。議会でここを皆さんで

決めていただければということになりますと、

じゃ議会の皆さんでということになると、い

やそれはちょっと違うという話みたいな話が

聞こえましたけれども。 

 いずれにいたしましても、町長、改めて民

間活力というのは私も大事だと思います。だ

けども今こういった区域で当然担当の方は、

調整区域の県に解除の要望活動をしていると

思いますけれども、そういったことがこれか

ら時間がかかれば何かなるかわかりませんけ

れども、いずれにいたしましても老人福祉、

そしてまた長い間、高齢者の方はこの地域に

ご苦労なさったということを捉えますと、適

切なそういったゆとりと安らぎを与える場所

が提供されるわけでございます。 

 今ターミナルの横にもそういった施設とい

う考えもございますけれども、あそこはサッ

カー場、あるいはまた柔道場、いろいろな形

でスポーツ施設のそういった整備がされるわ

けですけれども、そこでお風呂という形もそ

れは当然あるかと思いますけれども、果たし

てあそこはお風呂の場所で、これから合宿と

か全国からいろんな人を呼ばなくてはいけな

いこの町が、そういった施設で、その施設が

待ち望まれる合宿所とか、あるいは簡易的な

ホテルとかが望まれる中、お風呂だけという

形が果たしていいのかなという思いも私はい

たしております。 

 いずれにいたしましても、町長、そういっ

たことを改めて町会の皆さんに、きょう町会

長さん、区長さん方、きのう連日に続き大勢

の方が町政に対する関心を持って来ているわ

けでございますので、改めて町会長さん、区

長さん方に、町の方向性として温浴施設はど

うあるべきかということを尋ねる、そういう

機会がつくれるか、あるいはまた民間で、こ

れで行くさかいにいいわという話なのか、も

う一遍皆さんのご理解を求める場所をという

形がどういうものか、お尋ねをいたします。 

○議長【夷藤満君】 八十出町長。 

   〔町長 八十出泰成君 登壇〕 

○町長【八十出泰成君】 ただいまの質問で

すが、町で決めたからこれでいくんだという

そんなつもりは毛頭ございませんし、議会の

皆さんの議論もまだまだ残っているわけです

から、それをやると同時に、町会・区長会の
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皆さんにも参加いただく機会もつくって、そ

れぞれご意見をいただくということも大事か

なと思っています。 

 現在、タウンミーティングをやっている最

中でありますが、その中でもそういうご意見

があるわけでございますから、これからもそ

んなご意見もあると思いますから、それに

我々の現状の問題についてしっかりとお示し

していきたいと、このように思っています。 

○議長【夷藤満君】 中川議員。 

○14番【中川達君】 いずれにいたしまして

も、やはり議員の皆さん、そしてまた町会・

区長会の皆さんも、この町の姿、私たちのま

ちづくりをという形の中で、きょう大勢の町

民の皆さんもこうして私たちの声を、皆さん

の声を聞きに来ていらっしゃるわけでござい

ます。 

 長時間にわたりまして私もああやこうや言

いましたけれども、こうしてそれぞれが皆さ

んの負託に応えて議員として出てきたことに

対し、やはり誇りを持って、きょうの若い議

員さんのようにすばらしい形での質疑応答に

対しまして、本当に議員の先輩として敬意を

表しますとともに、こうしてきょう傍聴に訪

れた皆様に、長い間２日間、真剣に傍聴いた

だいたことに対しまして、あわせて感謝を申

し上げて、私の質問を閉じさせていただきま

す。 

 ありがとうございました。 

○議長【夷藤満君】 これにて一般質問を終

了いたします。 

   ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

    ○散   会 

○議長【夷藤満君】 以上で本日の日程は終

了いたしました。 

 お諮りいたします。明日８日から20日まで

の13日間は、議案調査及び議案委員会審査の

ため休会といたしたいと思います。これにご

異議ありませんか。 

   〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長【夷藤満君】 ご異議なしと認めます。

よって、明日８日から20日までの13日間は休

会とすることに決定いたしました。 

 なお、来る21日は午後１時から本会議を開

き、各委員長の報告を求め、質疑、討論並び

に採決を行います。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

           午後０時37分散会 
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